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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　六ろく畳じよう一間の僕ぼくのオンボロアパートには、ベッドなんて長大な代しろ物ものはなかなか入れ辛づらいわけで。そりゃ個こ人じんの寝しん室しつとしてなら六畳あれば十分なのだろうけれど、家の場合はその一間がリビングも兼かねているわけなのだから、スペースを取るベッドの存そん在ざいは非ひ常じように邪じや魔まなのだ。

　そんなわけで、僕はシャリシャリという音を聞きながらベッドではなく普ふ段だんから使っている布ふ団とんの上で寝ね転ころがっていた。といっても別に今が夜中なわけではなく、大学生の特とつ権けんとして昼間から惰だ眠みんを貪むさぼっているわけでもない。

　風か邪ぜをひいてしまったのだ。

　まったく、不覚。そりゃここ最近は極きよく端たんなまでに暖かい日と寒い日が入れ替かわっていて、世間一いつ般ぱんでも身体からだを壊こわしやすい時季とされていたのだけれど、それにしたって情なさけない。健康優ゆう良りよう児じと呼よばれ続け学校で皆かい勤きん賞しようの常じよう連れんだった過か去この栄光も今は昔の物語か。一人暮ぐらしを始めて弱ってしまったのかも。

　しかも情けないのには更さらなる理由があって。

　僕は顔を横に向け、シャリシャリとまるで子こ守もり唄うたのように一定間かん隔かくで聞こえてくる音の発はつ生せい源げんを見つめた。

　そこには林りん檎ごがあった。下半分だけ真っ赤で上半分は白い。皮を剝むかれている途と中ちゆうなのだ。シャリシャリと単調な音をたてながら皮を切り取っていくのは百円ショップでも売られているぺティナイフ。細かい作業をするための刃は物ものは大学生である僕の手には少々小ぶり過すぎて怖こわいくらいなのだが───現げん在ざいの使用者にとっては、まるであつらえたかのようにピッタリサイズだった。

　黒いプラスチックの柄えを握にぎる手は小さく、そして白い。林檎の果肉よりもずっと透すき通った白さのそれは、握り込こんでいる事もあってまるで可愛かわいらしい雪玉のようにも見えた。そんな手から遡さかのぼっていくと直すぐに目に入るのは対照的な黒。どこにでもあるセーラー服。ただ、それが包み込んでいる身体は酷ひどく小さい。下から見上げる形だというのに、ともすればお人形さんのようにさえ見える程ほどだ。

　黒いセーラー服の襟えりから生えている首くび筋すじも頭も、やはり小さい。穢けがれを知らぬ処しよ女じよ雪ゆきのような白さをプラスして、なんとなく触ふれる事さえ躊躇ためらってしまうような、そんな印象。

　見事なまでの白と黒のコントラスト。

　そんなわけで、林檎を剝いている支はせ倉くら志し乃のちゃんなのでした。

　彼女は僕が寝ている布団の傍そばに何な故ぜか正せい座ざし、背はい後ごにその長い髪かみをマントのように広げながらシャリシャリと林檎を剝いている。まぁ、何と言うか。看かん病びよう……みたいな事をしてくれているのだ。

　本当は風邪がうつっては大おお事ごとだと今日一日は立ち入り禁きん止しにしたかったのだけれど、志乃ちゃん本人はまったく気にした様子もなく──貴方あなたのそれはウィルス性せいのものではないからうつらない、とコメント付き──ついでに僕としても一人暮らしを始めてから最初の病気という事もあり、いろいろと不安が尽つきなかったので居いてもらえるのはありがたかった。

　でも……普通、逆ぎやくなのでは？　セーラー服なんて着ているから誤ご解かいしてしまうかもしれないけれど、彼女は高校生や中学生ではなく、某ぼう有名私立小学校に通う小学五年生なのだ。そして僕は大学一回生。情けない気持ちになるのは当然と言えるだろう。これが逆だったら良かったのに。あ、いや。志乃ちゃんが風邪をひくのは良くないけど。

　そんな僕の心しん情じようを気にした様子もなく、志乃ちゃんの手は止まらない。若じやつ干かんスローペースではあるものの、その動きには危あやうさと呼ぶべきものは一つも無く、単に急ぐ必要もないのだからという余よ裕ゆうが感じられる。

　その証しよう拠こに、志乃ちゃんは先ほどからまったく林檎を見ていなかった。

　周囲の色を全すべて吸すい込んでしまったかのような真っ黒な瞳ひとみは、僕を通り越こして反対側の壁かべへと向けられている。ただしそこに何があるというわけでもなく、これは彼女の癖くせみたいなもので、気がつくと何い時つだってそうして僕には見えない何かを見つめている。それに気付いた最初の頃ころは、それこそ本当に幽ゆう霊れいでも見えているのではないかと少し心配したほどだ。

　もちろん、志乃ちゃんには幽霊も亡ぼう霊れいも人ひと魂だまも、あるいはＵＦＯも四次元人も神様も見えない。少なくとも彼女の口からそれらの存在について語られた事は一度も無い。今後あって欲ほしいとも思わない。

　だからこの黒くて白い少女の瞳に映うつっているものはそんなものではなく、もっと別の、僕には理り解かいできない何かなのだろう。

　とは言え、今は是ぜ非ひにも手元を見て欲しいものだ。

　剝かれていく皮は途切れる事なく下に置かれたお皿へと垂たれていく。林檎自体が真球ではないためどうしても幅はばは均きん一いつにはならないようだけれど、厚あつさは完かん璧ぺきに同じようだ。幅だって二センチプラスマイナス五ミリ以内に納おさめられている辺り、ちょっと笑えない。

　僕は志乃ちゃんに料理を教えた事はないし、そもそも教えられるほどの技ぎ量りようがない。だから彼女は包丁を持った経けい験けんがほとんどないはずなのだ。なのに、その手つきは熟じゆく練れんの職しよく人にんにだって劣おとっていない。包丁だけではない、彼女は刃物の扱あつかいについて、僕のような一般人の次元を遥はるかに超ちよう越えつしている。誰だれに教えられたわけでもないのに。まるで生まれた時から知っていたかのように、彼女は刃物を扱う。

　支倉志乃。某ぼう超ちよう有名私立小学校に通う小学五年生。僕にとっての幼おさな馴な染じみで、妹のような存在。ただし、生まれた時からの付き合いで、一いつ旦たん離はなれていた時期があったとは言え、ここ半年ちかくはほとんど毎日一いつ緒しよに居たというのに、未いまだに「お兄ちゃん」と呼よばれた事は一度もない。というか、きっと一生呼んでくれないのだろう。それならそれで構かまわないと最近は達観している───そんな女の子。

　彼女の異い質しつさについては、きっとこの事だけでも十分に伝わるだろう。生まれながらに刃物の扱いに長たけたその性質が、一流の料理人になるためのものでないくらい誰だって分かる事だ。けど、それなら何のためなのかについては、具体的に語りたくないし、きっと語れない。

　その瞳に映るものは僕のような普ふ通つうの人間には遠く、見る事も、また理解する事も叶かなわない。決して届とどく事のない明めい確かくなる断だん絶ぜつ。踏ふみ込む事のできない境きよう界かい線せんの向こう側。まるで、そう───天と地のように、それらが交わる事はありえない。

　けれど、たとえそうなのだとしても。

　僕の願いは、ずっとずっと昔から、唯ただ一ひとつだけだから。

　今も、そしてこれからもずっと、こうして日にち常じようを続けていこうと思う。そしてその先に待つものを、きっと乗り越えてみせよう。

　あー、でも。どうやら今は、そんな未来の事よりも先に解決しなければならない問題が目の前に鎮ちん座ざしているようだ。っていうかホント、これ以上の難なん題だいは他ほかに無いだろう。本人が無自覚なだけに──自覚的にやっているんだとしたら恐おそろしいが──なおさら手に負えない。

「…………あーん」

　と、何い時つの間にやら綺き麗れいに切り分けられた林りん檎ごを差し出してくる志乃ちゃんに対して、さてはて、僕はいったいどんなリアクションを返せば良いのでしょうかね？

　ありがとうと笑って喜びと共に口にするべきなのか、それともそんな無表情かつダウナーな声でやられても困こまると注意してあげるべきなのか、はたまた、彼女にこんな余よ計けいな知ち識しきを与あたえた『犯はん人にん』に抗こう議ぎの電話を入れるべきなのか。

　風か邪ぜよりもずっと頭ず痛つうを呼び起こすその難問奇き問もんに、僕はとりあえず苦く笑しようしておいたのだった。
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　正せい義ぎの味方になりたかった。

　映えい画がや漫まん画が、アニメの中に登場しているような、弱きを助け強きを挫くじく、そんな人間になりたかった。そんな願望が生まれたのはたぶん小学生の頃で、その頃見ていたテレビの特とく撮さつヒーローが最大の要よう因いんだったのだろうと思う。

　そこに登場するヒーローは本当に格かつ好こう良よかった。不思議なアイテムで変身し、怪かい物ぶつ達たちを倒たおして行くその姿すがたは、誰もが理想とするだろう正義の味方の完成形だった。彼は何ど処こまでも間ま違ちがわず、誰よりも優やさしく、そして強かった。悪を滅ほろぼすための必ひつ殺さつ技わざを幾いくつも持っていて、時には悪の酷ひどい策さく略りやくに引っ掛かかりピンチに陥おちいる事もあったけれど、最後には必ず皆みんなを守って勝利していた。

　揺ゆるぎない正義。

　揺るがない姿。

　子こ供どもだったボクにとってそれは何よりも輝かがやかしいもので、自分もそんなヒーローになりたくて仕方がなかった。メーカーの策略に乗り、利り益えきしか考えられていない安物の玩具おもちやを幾つも買い、映画が作られれば劇げき場じようへ向かい、どこかでイベントをやると聞けば親に泣きついてでも見に行った。

　だが、やがて大きくなってくれば、正義がどのようなものであるのか曖あい昧まいになってくる。たとえば、かつて見ていたあのヒーローは本当の本当に正義だったのかもしれない。なにせ彼が倒していたのはどこからどう見たって悪人で、そんな悪人を倒しているのだから正義なのだろう。

　けれど、その論ろん理りでいうならば、現げん実じつ世界には正義なんて居いなくなってしまう。なにせ、どこからどう見たってそう思える悪人が居ないのだ。確たしかに悪い事をしている人はいくらでも居たけれど、一方的な、徹てつ頭とう徹てつ尾び悪い事をし続ける人間は一人も居ない。この世界はそもそも、善悪の境きよう界かいさえ曖昧なものだったのだ。

　大人になって、世界が広がれば、その真実を嫌いやでも思い知らされてしまう。

　これが普通の場合の、夢ゆめの終わりなのだろう。誰もがそう気付き、誰もがそんな幻げん想そうから離はなれていく。世の中に絶ぜつ対たい的てきな正義など無いのだと気付き、あるいはそうなれない自分を理り解かいし、やがては普通の大人になって、普通に暮くらしていく。

　そこにかつて自分が望んだ『正義の味方』の姿は無く、その存そん在ざいに助けられるだけの弱者エキストラへと変わっていく。

　たぶん、きっと。それはそれで悪くないのだろう。今なら分かる。そうやって『大人』と呼ばれる存在になる事は、きっととても大切な事だったのだろう。

　けれどボクにはどうしても堪たえられなかった。

　ボクはずっと、正義の味方で在あり続けたかった。

　何な故ぜならボクには、守るべき存在が居たから。

　近所に住む女の子。両親と三人家族。兄も弟も、姉も妹も居ない彼女は、その年とし頃ごろの子供達と同様に、自分の力ではどうしようもないそれらの繫つながりを求めた。まして、彼女の両親は仕事に忙いそがしく、日頃から一人で居る事が多く、寂さびしい日常を送っていた。

　だからその代だい償しようとして、ボクを「お兄ちゃん」と呼んでいた。ありえるはずのない「兄」という幻想をボクに重ね合わせた。そうする事で、彼女は一人の寂しさを忘わすれる事が出来たのだろう。無む条じよう件けんの信しん頼らいに満ちた瞳ひとみでボクを見上げ、何い時つだって背せ中なかを追いかけてきた。

　ボクにとって、そんな風に懐なついてくる少女は大切な存在だった。たぶん、彼女と同様に、ボクもまた「妹」の存在を求めていたのだろう。自分より年下の、自分が守らなければ生きていく事さえ出来ないような、そんな弱者を。

　彼女の前では格かつ好こうよく在りたい。彼女の前では正しく在りたい。彼女の信頼に応こたえたい。そうする事でボクは、かつてボクがテレビの向こう側に見つめていたヒーローのように、彼女にボクの姿すがたを見つめて欲ほしかった。そうすれば、ボクはなれなかった正せい義ぎの味方になれたような、そんな錯さつ覚かくを得られると信じたから。

　独どく善ぜん的てきで酷ひどく幼おさない、馬ば鹿かげた自じ己こ満足。

　それは分かっていた。それでも十分だった。自己満足なのだとしても、それを認みとめてくれる彼女が居るのなら、ボクはそれだけで救われた。このまま彼女の傍そばで、何時までもずっと一いつ緒しよに居られればと願い続けていた。

　それこそが、ボクの唯ゆい一いつの願いだったのだ。

　今でもそう、断だん言げんできる。
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　物語は何い時つだって唐とう突とつに始まる。

　これはまぁ、どうしたって仕方が無い事なのだろう。何せ僕は神様でもなければ超ちよう能のう力りよく者しやや魔ま法ほう使つかいでもないのだから、未来を予知するなんて事は絶対に不可能だ。そりゃ人間なわけなのだからある程てい度どの未来予よ測そく───予想する事は可能だけれども、人間である以上完かん璧ぺきではなく、その思考には必ず見落としがある。

　現げん実じつは小説よりも奇きなり。

　この言葉については各おの々おの思うところはあるだろうし、否ひ定てい的てきな意見もよく見かけるのだが、今のところ僕にとってはまさに真実だと言えるだろう。理り屈くつを捏こねるならば、小説とは現実の中から生み出されるものなのだから、現実に起こりえない事を書き出す事は出来ない。ならばどうしたって、全すべての小説の奇は現実の奇を超こえられない事になる。けどまぁ、そんな屁へ理屈はどうでも良いのだ。現実が小説より奇であろうと、またその逆ぎやくであろうと、少なくとも僕の生きる現実が奇き抜ばつなものである事実に変わりはない。

　とは言え、奇抜である事は別に不幸ではないのだろうと思う。幸福だと思えた例ためしは一度も無いのだけれど、まぁなんだ、これはこれで、そんなに悪いもんじゃないだろうというのが最近の考え方だった。

　さて、そんなわけで最も早はや毎度お馴な染じみとなった大学のカフェへと僕ぼくは足を踏ふみ入れていた。

　僕の通う大学は二流と三流の間くらいにある平へい凡ぼんな私立で、学部は経けい済ざい・経けい営えいなどの文系ばかり。情じよう報ほうなんてのもあって結けつ構こう数すうの端たん末まつを用意したり高いソフトのライセンスを取得したりと、なかなかにして力を入れているけれど、まぁやってる事自体は大したものではないというのが専もつぱらの評ひよう判ばんだ。

　住じゆう宅たく街がいのど真ん中に建てられているために敷しき地ち面積は猫ねこの額ひたいで、東西に細長い敷地を横おう断だんするのに必要な時間は僅わずか数分。ぶっちゃけてしまうとついこの前まで通っていた高校の方がずっと広かったりする。まぁ、高校の場合はグラウンドを含ふくめての広さなので、この場合対比してあげるのは可哀かわい想そうかもしれないけれど。ちなみに大学のグラウンドはバスで──もちろん大学が用意した無料バスだ──十分ほどの場所にある。

　そんな狭せま苦くるしい敷地に、息苦しそうに空に向かって聳そびえ立つ校こう舎しやの一つ。Ａ館の二階かいにそのカフェはあった。毎度毎度、お世話になっている場所である。

　ただ、何時もと違ちがうところがあるとすれば、それは早朝ではなく講こう義ぎし終ゆう了りよう後ごだという事か。全ぜん五ご時じ限げんの一いつ般ぱん講義。例外的に夜間学生用の六、七時限は存そん在ざいするものの、普ふ遍へん的な一般大学生な上に特別なサークルにも入っていない僕にとって午後六時を過すぎるこの時間帯は、ほとんどの場合、見る事のない風景である。

　まぁ、別にどこがどう変わっているというわけではないのだけど。別に夜になるとカフェがバーに変化するとか、店員さんのコスチュームが変わるとか──主にバニースーツに──そんなトンデモビックリなネタは用意されていない。せいぜい、昼間よりは若じやつ干かん人が少なくて、何時もよりずっと静かだという程てい度どでしかない。

　そんな時間帯にどうして僕が今も残っているのかというと、別に講義が長引いたりしたわけでは、もちろんない。大学の講義というのは例えば中学高校の授じゆ業ぎようとは違って結けつ構こうな融ゆう通ずうが利きくから時間の短たん縮しゆくはよくある事だけど、研究という本ほん職しよくを抱かかえている講せん師せい達たちが延えん長ちようするというのはよっぽどの事がない限かぎりあり得ないのだ。

　だから僕の受けていた会計学入門も、定てい刻こくの五分前にきっちりきっかり終わっていた。

　普ふ段だんなら、とある重要な目的───というか日課みたいなものがあって、そのままさっさと帰らなければならないのだけれど、今日はその必要はない。というかここ最近はずっとそんな状じよう態たいなのだ。

　そんなわけで、僕は今まで見た事の無い時間帯のカフェを見て、そしてそこで、今まで見た事のない彼女の顔を見たのだった。

「ずいぶんと────」僅かに躊躇ためらいながら、言う。「機き嫌げんが悪そうですね」

　それに対して返ってきた反はん応のうはというと「おーきなお世話や」なんて面おも白しろみの欠片かけらもない、およそ普段の彼女からは考えられないようなものだった。

　カフェの一角。窓まど際ぎわの席せきに座すわっていたのは、毎度お馴染み、鴻こうの池いけキララ先せん輩ぱい。僕より三つ上の四回生でありながら、けれど見た目は女子高生というか女子中学生にも負けず劣おとらずな幼おさない女じよ性せい。座っている状態でさえそうと分かる小こ柄がらな身体からだに、近所の野の良ら猫ねこを髣ほう髴ふつとさせる悪戯いたずら小こ僧ぞうじみた童顔。

　ただし、そんな顔には、今は渋しぶ柿がきを誤あやまって口にしてしまったかのような何とも言えない苦々しさがあった。眼鏡めがねの奥おくに見える瞳ひとみにも何時もの無む駄だに輝かがやかし過ぎる活力は漲みなぎっていないし。

「別に機嫌が悪いわけやないんよ。あんま気にせんといて」

　やはり、どこか変だ。こういった事は初めてなので、こちらの方が戸と惑まどってしまう。向かい合わせに座りながら、僕は言葉を探さがした。

「何か悪い物でも食べたんですか？」

「そこでいきなり食い物に原げん因いんを求めるアンタのその思考は好きやでぇ。もちろん、その度ど胸きようもな」

　と、高こう尚しよう過すぎて笑えない冗じよう句く。僕はそれが冗句でない可か能のう性せいについて深く考こう慮りよする事を拒こばみつつ、改めて「どうかしたんですか？」と問う。

「ん～、何と言うべきなんかなぁ。ちょいと、考え事や」

「考え事ですか？　珍めずらしい」

「……アンタ、ほんまに喧けん嘩かうっとるんか？」

「いや、そうじゃなくって。先輩がそこまで悩なやみに悩むって、珍しいなぁと。そんなによっぽどの事なんですか？　僕でよければ、相そう談だんに乗りますけど」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じん、唯ゆい我が独どく尊そんの鴻池先輩がこれほど悩んでいるなんて、尋じん常じようじゃない。凡およそあらゆる物事に関して即そつ決けつ即そく断だんを基き本ほんとし、『悪・即・斬』の三文字を常つねに背はい景けいに浮ふ遊ゆうさせているような人なのだ。その所せ為いで何度も迷めい惑わくを被こうむってきた僕が言うのだから間ま違ちがいない。

　そんな僕の善意に「なんややっぱ含ふくみを感じるわぁ」なんて凄すごく不当な事を言いつつ、先輩も納なつ得とくしてくれたようだった。

「実はな……つい一昨日、警けい察さつにとあるタレコミが入ったんや」

「タレコミ……？」

　そうや、と先輩は頷うなずき、一度居い住ずまいを正してから話し始めた。

「今から二年と一ヶ月前、梅うめ田だにあるとある貸かしビルの中で一人の外国人が鋭えい利りな刃は物もので胸きよう部ぶを突つき刺さされて死んどった。被ひ害がい者しやの名前はザック・ユーベンス。チリ国こく籍せきの二十九歳さい男だん性せいで、日本には観光ビザで入国しとった。ただし、このビザはその時点でとっくの昔に切れとって、完全無欠に不法滞たい在ざい者しややったわけや。警察は当然、不ふ審しんに思うわな。で、詳くわしく調べてみたら、そいつはちょっと名の知れた外国人窃せつ盗とうグループの構こう成せい員いんで、更さらに捜そう査さを進めて組そ織しき内ないでのトラブルに巻まき込こまれて殺されたって事が判はん明めいしたわけや」

「……犯はん人にんは？」

「見つけたよ。キリー・アイアンっちゅう被害者の『同どう僚りよう』や。実はこいつは組織の金をちょいと横おう領りようしとって、それがバレてかなり危あぶない立場にあったらしい。んで、それをバラしたらしいザックを怨うらんどったって動機まで分かっとる。けど捕つかまえられんかった。いや、一いち応おう捕まえたって事になるんやろか？　どっちなんかはハッキリせんけど、ともかく警察は犯人の住処すみかを特定して飛び込んだんや。せやけど、そのとき既すでに犯人は自殺しとった。犯行に使ったナイフで自分の首を切って、な」

　その後は犯人死し亡ぼうのまま起き訴そ、書類送そう検けんで終わりってお決まりのコースや。と先輩。

「はぁ？　でも、それがどうかしたんですか？」と首を傾かしげる。そりゃ人が殺されて、その犯人が捕まえられる事なく自殺するなんて大おお事ごとではあると思うけど、それと先輩とどういう関係があるというのだろう？

　しかしそんな当然と思える疑ぎ問もんを無む視しして、先輩は更に言葉を続けた。

「今から一年と四ヶ月前、奈な良ら県けん生い駒こま市しで一人の男が死んでるのが発見された。名前は江え川がわ善よし治はる。四十四歳さいの、大阪にあったＹＫＳって名前の学がく習しゆう塾じゆくの講こう師し。死し因いんは何かしらの鈍どん器きで頭部を強打された事による脳のう挫ざ傷しよう。発見後、明らかな他殺体という事もあり直すぐに警察は被害者の自じ宅たくを調べたんやけど、そこからＤＶＤメディアが大量に発見され、その中には個こ人じん情じよう報ほうと映えい像ぞうデータが書き込まれとった。その映像データには複ふく数すうの女じよ性せいとの性せい交こう渉しようの場面が収しゆう録ろくされとって、個人情報を見る限かぎり上は二十代の女子大生から、下は未成年者、更には十八歳さい未満の少女も含ふくまれとった。この事から、江川は買春───援えん助じよ交こう際さいを行っていて、その映像をネット等を使って販はん売ばいしていた事実が発覚。自宅にあったパソコンから幾いくつかの業者と、個人で売っとった顧こ客きやくリストが出てきて、そっちの方の取り締しまりにも発はつ展てんしたようやな。で、その映像を検けん証しようしとって、『男だん優ゆう』である江川以外にもう一人、相あい田だ正まさ樹きっちゅう撮さつ影えい役やくが居る事がわかって、急いでその自宅を訪ほう問もんしたんやけど対たい応おうはなし。管理人に協力を頼たのんでマスターキーで踏み込んでみたら……」

「自殺してたんですか？」

「いや。そこでは死んどらんかった。自宅には居おらんくって、こりゃ逃とう亡ぼうしたんちゃうかって捜査を続けたんや。実際、援コーＤＶＤの売上金の大半がなくなっとったし。もともと相田はギャンブル好きで消費者金きん融ゆうからかなり金を借りとった。しかも、多重債さい務むが過すぎて、闇やみ金きんにまで手を出しとったらしい。首が回らんどころか、このままやと三百六十度回ってしまいそうなくらいヤバかったらしいわ。その借金返へん済さいのために、ＤＶＤを売っとったんやろうな。せやから、江川を殺害して金を奪うばって高飛びするつもりなんちゃうかって。けど……その二時間後、相田が近所の踏み切りに飛び込んで自殺したっちゅう報ほう告こくが届とどいたんや。しかも、その自殺した時間は警察が捜査を開始するよりも前、江川の死亡推すい定てい時じ刻こくの二時間後や。相手が特急列車で、しかも身元を表すようなもんも特に無かったから、個人の特とく定ていが遅おくれたわけやね。───さて、この二つの事じ件けんには共通点があるんやけど、分かるか？」

　もちろん、分かる。あんまり分かりたくはなかったけれど。

　場所も、被ひ害がい者しやも、犯人も全く違ちがう二つの事件。殺害方法も違えば、その目的も共通しない犯はん罪ざい。それらを繫つなぐ糸は無いように思える。しかしこうやって二つを並ならべてみれば、どうしたって気付いてしまう大きすぎる違い和わ感かんが存そん在ざいしていた。

　二つの事件の共通点───それは、『構こう図ず』だ。

「二つとも被害者が殺されて、その犯人は自殺している」

「その通り。加えて言うなら、被害者は二人とも何かしらの後ろ暗いところを持っとったわけやねんけど、ともかく、いっそ気色悪いくらいにこの二つの事件はその始まりから終わりまでそっくりそのまま同じや」

　確たしかに、偶ぐう然ぜんと言ってしまえばそれまでかもしれないくらい、たぶん他ほかにも幾いくらでも見つかりそうな構図なのだけど、ある一定の範はん囲いに、ある一定の期間に連続したのなら、何となく気味の悪い話である。

「タレコミってのはな、それらの事件には別の『真犯人』がおるってやつやったんや。で、ちょっとした気まぐれで調べなおしてみたら、とんでもないもんが出てきよった。二つの事件の犯人の自宅から本人や被害者のとは別に、誰だれのもんか分からん頭とう髪はつが落ちとったんや。検けん査さの結果、両方とも同じ血液型でな」

「けど、髪かみの毛からじゃ個人の特定は出来ないんじゃないですか？　なら、偶然って可か能のう性せいは十分にありますよね？　二つの現げん場ばにそれぞれ別人の髪が落ちていて、それが偶然一いつ致ちしたってだけじゃないんですか？」

「フツーに落ちとっただけやったらな」

　と、ニヤリと笑う先せん輩ぱい。してやったり、と満足げな表情だが、してやられた方としては何だか陰いん鬱うつな気分になってしまう。

「残念ながら、アンタの言うたような可能性はありえへんのや。というのも、その髪は自然に抜ぬけ落ちたものやなかったから。普ふ通つう、髪の毛が自然に落ちる場合、毛根ごと抜ける形になるんやけど、現場に落ちとったんはそんな状じよう態たいやなくて、両りよう端はしとも綺き麗れいな切断面を晒さらしとった。これの意味、分かるか？　片かた一いつ方ぽうが綺麗なんは分かるわな。つまり、散髪に行ってきたわけや。せやけど、なら反対側はどういう事なんや？　まるで鋏はさみとか刃は物もので切り落とされたみたいに綺麗な切断面を見せてる理由はなんや？」

　そんなの、決まっている。

「そいつが鏡も無いような場所で散髪するヘンテコな趣しゆ味みを持ってるわけでもない限り、わざと髪を切って現場に残したんや」

　つまり、特定の誰かがバラバラに起こった二つの事件の、両方の現場に存在していたという事。確たしかに構図が似に通かよっていた時点で誰かの意図は感じられたけれど、それ以上に、今の先輩の情じよう報ほうは決定的なものだ。

　これはもう、偶然の領りよう域いきではありえない。

「まぁ、ともかく。そういう事件やからな。アンタの厚こう意いはありがたいんやけど、出番はないと思うわ」

「そうですね。僕もそう思います」

　即そく答とうで頷うなずいておく、素す直なおな僕。断じて、そういう事件に出番の恵めぐまれるキャラにはなりたくないからね。これでも僕は平へい穏おん無事、日々太平を基き本ほん理念としている好青年なのだ。先輩からは詰つまらん男やなぁなんて不当な侮ぶ辱じよくを受ける事もあるけれど、事件事じ故こに関かかわる事無く平穏に過すごせる日にち常じようの価か値ちは、他のどんなものとも比べられない。まぁ、これは対比の存在があるからこそ自覚しているのだけれど。

「ま、アンタはそれで良えぇんとちゃうか？」

　という先輩の評ひよう価かが褒ほめられているのか馬ば鹿かにされているのかは分からないけれど、事実は事実として受け入れよう。

「その代わり、っていうたらなんやねんけど、一つお願いされて欲ほしい事があるんよ」

「はぁ？　構かまいませんけど。何です、改まって」

「ん～、実はな……今日、ウチの代わりに人と会ってきて欲しいんよ」

　はぁ、と曖あい昧まいに頷いてみたが、いきなりどういう事なのだろう？

「どういう事もこういう事も、何い時つもの如ごとく例の如く、相そう談だん事ごとやね。けど、ウチはこの後もちょいと用事があってな。うん、いま話した事件の関係で。本来は向こうの方が先やし優ゆう先せんすべきやとは思うんやけど、もしアンタが代わりに行ってくれるんやったら、おねーさんはすっごくありがたいわぁ」

　両手を合わせてクネクネと身体からだを揺ゆらす。その不ふ可か解かいかつ不気味な動きに、果たして何の意味があるのだろう？　もしかしたら怪あやしげな魔ま術じゆつ的てき効こう果かでも狙ねらっているのかもしれない。悪あく霊りようを呼よび寄よせる踊おどり、みたいな。

「いや、けどそれはダメでしょ。先輩の代わりなんて出来ませんよ、僕は。それに、その相手の人だって困こまるでしょ、別の人が来たら」

「大だい丈じよう夫ぶ！」なんて、根こん拠きよ不明の断だん言げん。「アンタやったら出来るって。それに相手の方にはちゃんとこっちから連れん絡らく入れとくから、安心して行ってきぃ」

「いえ、ですから……」

「それとも何か？　アンタは、自分で何でも相談にのるとか言っといて、噓うそ吐つくんか？　へぇ～、ほぉ～。こいつは驚おどろきやなぁ。アンタにそんな度ど胸きようがあったやなんて、おねーさんは感かん激げきやわ。感激過すぎて、涙なみだがちょちょ切れるわぁ」

「…………」

　ニコニコと怪しげに微笑ほほえむこの人には、それとこれとは話が別でしょう、なんて一いつ般ぱん常じよう識しき的てき反はん論ろんは通用しないのだろう。もう、過か去この経けい験けんからある意味悟さとってしまっている。こうなってしまっては、僕ぼくに与あたえられている選せん択たく肢しなど嫌いや々いや協力するか是ぜ非ひにでも協力するかのどちらかしか存そん在ざいしていない。

「……分かりました。その代わり、相手の人にはちゃんと連絡しておいてくださいね？」

「了りよう解かいや～」

　ビシッと敬けい礼れいをする先せん輩ぱい。ただし、僕の頭で。もの凄すごい勢いきおいで意味が分かりません！

「ん～……しっかし、アンタも他ひ人との事どうこう言えん顔しとるなぁ」

「そうですか？」と答えたものの、自分でも自覚している。確たしかに今の僕は、あんまり良い顔をしていないだろう。

「どないしたんや？　便べん秘ぴか？　下げ痢りか？」

「……先輩、食事中───ではないんですけど、一いち応おう食事するところなんですから、その手のネタは止やめましょうよ」

　っていうか、なんだかんだで、この人って結けつ構こう下ネタが多いよなぁ。見た目どおり性せい格かくどおり、ただし年ねん齢れいどおりではなく、小学生みたいな人である。

「えぇやんか。別に他に聞こえるような大声なわけやないし。このところ寝ね不ぶ足そくやねんから、栄養補ほ給きゆうくらいさせて～や」

「栄養補給……？」

「そ。アンタは実に良いリアクションとるからなぁ」

　所謂いわゆる一つの『じゅ～でんちゅ～』ってやつやな、なんて恍こう惚こつとした表情で身をクネクネと踊おどらせる鴻池キララ、二十一歳さい女じよ性せい。

　前言撤てつ回かい。この人は子こ供どもじみているんじゃなくて、ただのセクハラおやじだ。

「まぁ、良いですけど。もともと、先輩には相談したいと思ってましたし」

　ため息一つ、今度は僕の方が居い住ずまいを正す。

「実はですね、最近志し乃のちゃんの様子が変で……」

「シノシノは前からかな～り変な子やけど？」

「……どうやっても否ひ定ていの言葉を見つけられないあたり、微び妙みように恐おそろしくは思っているんですけど───でも、今回のはそういうのじゃないんです。そりゃ志乃ちゃんは普ふ段だんから何考えてるのか分からない子ですけど、それでも根は凄く素直というか、僕の言う事をしっかり守ってくれる子なんですよね」

「それが、最近は言う事聞かんと？　反はん抗こう期きとちゃうんか？　年齢的に」

「いえ、まぁそれも考えましたけど、どうにもそうじゃないみたいなんですよね」

　確たしかに僕も最初はそう考えたのだけれど。

　反抗期───生あい憎にくと自分のそれがどういったものだったのかは覚えていないが、両親の話を聞く限り、世間一いつ般ぱんで想そう像ぞうされている通り、とにかく反抗的だったのだそうだ。何事に関しても親の言う事に反発する。それまで当たり前に聞いていた事を、聞かなくなる。とは言っても、もちろん非ひ行こうに走るとか暴ぼう力りよく沙ざ汰ただとか、そういった大事になったわけではなく、単に幼おさない自じ意い識しきの表あらわれだったのだが。

　今から考えれば実に馬ば鹿か馬ば鹿かしい行動だと笑ってしまうのだけれど、それくらいの子供にとっては当たり前の、そしてある意味では非ひ常じように健全な精せい神しん活動だったと言えるだろう。

　しかしそんな大人へのステップである心の変化と、志乃ちゃんのそれとは違ちがっているように思えるのだ。

「今まではほとんど毎日のように家でご飯を食べてたのに、それがもう三日も無いんですよ」

　志乃ちゃんの両親は仕事が忙いそがしく、毎日のように朝は早く帰りは遅おそい。しかしそれだけならばまだ良いのだが、時には一日中家を離はなれる事もあり、出しゆつ張ちようの時などは数日間戻もどらない場合もあった。

　そんな日に小学生である彼女を一人にしておけるはずがない。確かに五年生なのだからお留る守す番ばんくらいは当たり前に出来るだろうが、それでもあの広い家に一人なんて、いくら志乃ちゃんが大人びていてこの辺りの治安が良いとは言っても、あんまりにも危き険けんすぎる。

　なので、旧きゆう知ちの間あいだ柄がらである僕が預あずかるような形で、家に泊とめてあげているのだった。

「なのに、最近はこっちから誘さそっても、用があるからってさっさと逃にげちゃうし。どんな用なのか聞いても全然答えてくれないし」

　もともと志乃ちゃんは小学五年生にしては行動半はん径けいが広く、幼よう児じ期きからの慣なれからか一人で居いる事への躊躇ためらいや恐きよう怖ふがまるでないから、放ほうっておけばそれこそ一ヶ月や二ヶ月くらいどこかへフラリと消えてしまいそうな子ではあったが、少なくとも僕がこの街へ帰ってきた四月からこれまで、二日と顔をあわせない日はなかったのだ。いや、一度だけ夏期休きゆう暇か中ちゆうに塾じゆくの強化合宿で四日ほど離れていたか。けど、あれは例外中の例外だろう。

　しかし、それが最近になって急に、顔を見せないようになった。

　こちらが夕食に誘っても遠まわしに───と本人は思っているのかもしれないが、聞いているこちらとしては思いっきり直ちよく裁さい的てきに断ことわってくる。

　こんな事は今まで一度だってなかったのに。こちらとしてはそんな突とつ然ぜんの態たい度どの変化に、頭を抱かかえるより他ほかにない状じよう況きようなのである。

　と、そんな僕に対して先せん輩ぱいはため息混まじりに言った。

「……倦けん怠たい期きか」

「は？」

　今、何か不ふ穏おんな発言があったような？

「あんな風に、年がら年中飼かい殺されとったら、そら嫌いやにもなるわ」

　意味不明な事を呟つぶやきながらウンウンと大きく頷うなずく鴻こうの池いけ先輩。

　うーん、この人の脳のうみそはどういう構こう造ぞうをしているのだろうか？

　きっと一般人とは異ことなる造つくりになっているに違いない。脳の断だん面めんとか、ピンク色をしているのではないだろうか？　一度ＣＴとかＭＲＩで撮さつ影えいしてもらった方が良いと思う。

「飼い殺しって、使い方、おかしいですよ」

　しかも恐おそろしいほどに人聞きが良くない。ただでさえ、それがネタにならないご時世なのに。

「せやけど、ピッタリな言葉やろ？　アンタとシノシノの関係は限かぎりなくそれに近いもんやとウチは思うけどなぁ」

「果てしなく遠いものです」

　まったく、どこをどう考えたらそんな答えになるのか。

　確たしかに、毎日のように食事を用意してあげているし、時にはお泊とまりもさせているけれど、それは家族として当然の事であって、飼うとかそんなペットのような関係じゃない。そりゃここだけの話、最初しがつの頃ころはまだ微び妙みような距きよ離り感かんがあって、まるで野の良ら猫ねこの餌え付づけをしているような、そんな緊きん張ちよう感かんがあったりもしたのだけれど。

「ともかく。そういうんじゃなくって、もしかしたら、また何か良くないものに関かかわっているんじゃないかって思うんですけど」

　良くないもの、というのは何と説明したら良いものか。具体的に説明しようとすると只ひた管すら困こん難なんになってしまうのであくまで抽ちゆう象しよう的てきに、あるいは断だん片ぺん的てきな形で一言で言ってしまうが、つまりは『人の悪あく性しよう』だ。人が人であるが故ゆえに、その心から生み出されてしまう善と悪。良い事と悪い事。正しさと過あやまち。そういった二に面めん性せいの、マイナス面。

　人の狂きよう気き。猟りよう奇きの罪つみ。異い常じよう性であり───異い質しつ性。

　在あってはならないけれど、在らなければ矛む盾じゆんしてしまう、表の対ついである裏うら。

　志乃ちゃんはそれらに強い興きよう味みを示しめす。

　それは例えば子こ供どもじみた知的好こう奇き心しんであったり、社会に対する反はん抗こう、安あん穏のんを拒きよ絶ぜつする破は滅めつ願望であったりするわけではない。具体的にどう違うのかなんて説明は出来ないけれど、話してみれば、触ふれ合ってみれば、近づいてみれば嫌いやでも気付いてしまう、明めい確かくすぎる異質さが存そん在ざいしている。

　昔からそうなのだろう。中学三年の時に九州へ引っ越こす事になり、その後今年になって大学進学のために戻ってきたあの春の日、僕と彼女は最悪な再さい会かいを果たす事になった。あれもまた、彼女の特性が引き寄よせた──あるいは引き寄せられた──事じ件けんの一つである。

　ただし、もっと幼い頃はどうだったのだろうか。僕は時々それを思い出そうと試ためしているのだけれど、どうしても判はん然ぜんとはしない。幸いな事にまだまだ一昨日の夕食を思い出せる程ほどには脳のう内ない年ねん齢れいを若わかく保たもっているのだけれど、それでも思い出せない。昔からずっと無口で無む表ひよう情じようで大人しい子だっていう印象は残っているのだけど。

「あー……それはあるかもなぁ」

　なんて、先せん輩ぱいも諦あきらめ顔で同意する。僕としてはこのタイミングにこそ彼女お得意の超ちよう時じ空くうエンジン搭とう載さい型がたトンデモ論ろん理りによる理り解かい不ふ能のうな思考を期待したかったのだけど。流石さすがの鴻池キララ女史でも別の解答を出す事が不ふ可か能のうなほど、その可能性は高すぎたのか。

「まぁ、なんや……シノシノの事やし。放っておいたらサラっと戻もどってくるやろ？」

「僕もそう信じたいんですけど。でもやっぱり、心配ですよ」

　確かに志乃ちゃんは賢かしこい子だから、例えば他ほかの一いつ般ぱん的てきな子供達のように簡かん単たんに染そまってしまったりはしないだろう。危き険けんなものや恐おそろしいものに対して全く嫌けん悪お感かんを持っていないくせに、それに感化されるという事を知らないのだ。

　朱しゆに交われば赤くなるという表ひよう現げんを使うなら、志乃ちゃんは染めようとする朱色を取り込こんで、逆ぎやくに染め上げてしまう深い黒だろう。黒というのはそういう色だ。例えば絵の具の全すべての色を混まぜ合わせていったらどんどんと黒に近づいていくように、その内側に全ての色を内包している、そんな馬ば鹿かげた少女なのである。

　だから、多少危険だったり恐ろしかったり、子供の情じよう操そう教育に悪あく影えい響きようを与あたえそうなものがあったとしても、もちろんそれはそれで心配ではあるのだけれど、少なくとも他の少年少女達のように心配する必要はない。先輩の言ったとおり、志乃ちゃんはそんなのをものともせず、サラッと帰き還かんするだろう。

「う～ん、でもやっぱり、気になるんですよねぇ。こんなに距きよ離りを取ってくるのって初めてですし。なら、今までに無かったような得体の知れないものに関わってるんじゃないかって」

　けど、そんな僕の親心、いや兄心かな？　どっちにしても語ご弊へいはあるのだけれど、ともかくそんな心情を、先輩はあっさりと切って捨すてたのだった。

「……やっぱ飼かい殺しやないか」

　酷ひどい……。




０２／




　鴻池先輩に指定された場所は難なん波ばの地下、近鉄難波からお隣となりの日につ本ぽん橋ばし駅へと続く地下飲食街にある小さな喫きつ茶さ店てんだった。

　その一番奥おくにあるテーブル席せきで、僕は今回の相そう談だん者しやらしき人と対面した。先輩は『相手は女性だ』と言っていたのだけれど、近づいてきた僕に気付いて立ち上がったその人は、女性というよりはどこからどう見ても少女だった。

　まぁ、少女だって女性である事に変わりはないわけなのだけれど……。

「初めまして」

　被かぶっていたお饅まん頭じゆうのような形をした帽ぼう子し──キャスケットと呼よばれるタイプらしい──を脱ぬぎ、少しだけ不安げに微笑ほほえむ少女。
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「えっと……涼すず風かぜ真ま白しろ、ちゃん？」

「はい。そうです。良かった、間ま違ちがっていなくて」

　ほぅ、と胸むねを撫なで下ろす仕草。

　けれど、僕の方はというと、飲み込んだ息を吐はき出せないで居いた。

　少女の服ふく装そうはまったく奇き抜ばつではない。

　色こそ白と珍めずらしいが形は一いつ般ぱん的なブレザーと、同じ色のシャツ。襞ひだのない紺こん色いろのスカート。チェックのリボン。僕もよく知っている、懐なつかしい制せい服ふく。この明るく華はなやかな印象の制服は───僕の母校である中学校の制服だ。まぁ、母校とは言っても僕の場合卒業生ではないのだけれど。なにせ、三年に上がった直後に親の転てん勤きんに付き合わされて九州へ引っ越こしているのだから。

　髪かみ型がたも不思議ではない。

　志乃ちゃん並なみに長い髪を後ろで一本に纏まとめ、しかもそれを三つ編あみにしているのは、確たしかに最近の中学生にしては珍めずらしい髪型かもしれないけれど、もしかしたら僕の知らない間に中学生の間で懐かい古こ主しゆ義ぎが蔓まん延えんしているのかもしれず、まぁ、別べつ段だん異い常じようではないだろう。

　可愛かわいらしい容よう姿しではあるけれど、そのくらいは見み慣なれている。

　本当に黄色人種にほんじんなのかと疑うたがいたくなるほど真っ白な肌はだ。整った顔立ちは絵本の中に登場する妖よう精せいのように流りゆう麗れいだが、無ぶ粋すいな黒くろ縁ぶちの大きな丸まる眼鏡めがねが微び妙みように台無しにしている。もちろん似に合あっていないわけではなく、なんとなく思わず「委員長」と呼んでしまいたくなるのだけれど、本来持っている非ひ現げん実じつ的てきな印象を阻そ害がいしているのだ。

　何ど処こにでも居そうで、けどたぶん何処にも居ないだろう、不思議な雰ふん囲い気きを持った少女。けどそんな少女の異質さを圧あつ倒とう的てきに引き立てているのは、何よりも───髪の、色。

　普ふ通つう、日本人の髪の色は黒色。そりゃ色が薄うすくて茶色っぽく見えたり、あるいは赤っぽくみえたりする場合もあるけれど、基き本ほんとなるのは黒である。

　なのにそこに居る少女の髪は、薄暗い店内でもはっきりと分かるほど、銀色だった。

　天然なのか、それとも染そめているのか。

　日本人にはありえない色。日本人には生み出せない色。

　光こう沢たくをもった白銀の色。

「あぁ、この髪に驚おどろいているんですね。ごめんなさい」

「あ、いや……うん、こちらこそゴメン。驚いたのは事実だけど、でも別に、変だとかそういう風に感じたわけじゃないから。そういうのじゃなくて……えっと、なんと言えば良いのか」

「綺き麗れい、ですか？」

「あ、そう。うん、その通り」

「ありがとうございます」

　ニコリと微笑む真白ちゃん。

　凄すごい……大人の対たい応おうだなぁ。

　恐おそらくは同じような状じよう況きようを何度も経けい験けんして慣なれているのだろう。

　誘ゆう導どうされたような形ではあったけれど、少なくとも綺麗という評ひよう価かはまったく噓うそではない。事実として、真白ちゃんの髪の色は凄く綺麗だ。鮮あざやかな光沢を放つ銀の髪は、ある種の芸げい術じゆつ品ひんに近いものがあるだろう。

　そんな彼女の髪に幻げん惑わくされそうになった頭を振ふって、僕ぼくは切り出した。

「えっと、実は鴻池先せん輩ぱいはちょっと用事があって……」

「大だい丈じよう夫ぶです。先さき程ほど、電話を頂いただきました。自分は行けないけれど、代わりが来る。その代わりの男だん性せいはとても信しん頼らいできる人だって」

「そっか、なら話は早いね」

　注文を取りに来た店員さんに、普通のホットコーヒーを注文する。メニューには色々な種類や銘めい柄がらが並ならんでいたけれど、コーヒーの味なんて分からないのだから、どれを頼たのんでも同じだ。ここへ来る前、先輩から「軍ぐん資し金きんや」と二千円預あずかっているので、もっと高いのを選んでも良かったのだろうけど、こういう時でさえ贅ぜい沢たくできない貧びん乏ぼう性しようなのである。

　やがて、注文したコーヒーが運ばれてきて、ようやく話が始まった。

「実はわたし……誘ゆう拐かいされた事があるんです」

「ゆ、誘拐……？」

　いきなりのトンデモビックリな告白に、思わずどこぞの探たん偵ていみたいにコーヒーを噴ふき出しそうになる。

「九歳さいの時です。下校途と中ちゆうだったわたしは、背はい後ごから近ちか寄よってきた誰だれかにいきなり抱だきかかえられました。何が起こったのか、その時はまるで分かりませんでした。ただ、我が武む者しや羅らに暴あばれて、けれどどうしても逃にげ出す事が出来ず、わたしはそのまま近くに止めてあった車の中に連れ込まれました。そこから先は、よく分かりません。車に乗せられて直すぐに目め隠かくしをされましたから。それが外された時には、どこかよく分からない暗い部屋の中で、パイプ椅い子すに座すわらされていました。部屋の中に居いたのは二人の男性です。と言っても、顔は覆ふく面めんで隠かくされていましたから、分かりません。声や身体からだつきから男性だと分かっただけです。彼らはわたしの携けい帯たい電話を奪うばい、それを使って家族に連れん絡らくをとりました。要求された身みの代しろ金きんの額がくは二億七千万円です」

「二億……？」

　それはまた、随ずい分ぶんと大金だなぁ。二億七千万なんて、およそ一いつ般ぱん家庭に要求する額ではない。

　誘拐事件の身代金は、基本的に保ほ護ご者しやが容易たやすく払はらえる額を要求するものだ。お金を手に入れる事が目的である以上、どうしたって払えない額を要求しても意味は無い。むしろその資産から逆ぎやく算さんして、支し払はらいに難むずかしくない額を要求するのが一般的だ。だからこそ、身代金誘拐の標的はお金持ちの子こ供どもや親族に限げん定ていされるのである。

　逆に、もしあからさまに払えなさそうな額を要求してくる場合は、単たん純じゆんな金きん銭せん目的ではないと考えるのが一般的───というかぶっちゃけ、ミステリー小説とかサスペンスドラマの常じよう識しきだ。お金を手にする事ではなく、誘拐する事によって物心ともにダメージを与あたえる事が目的なのである。

　となると、真白ちゃんの誘拐もそれだったのか。

　しかし彼女は首を振った。

「いえ、この額は払えないほどではなかったんです。わたしの両親は遺い伝でん子しを研究している学者なのですが、ちょっとした有名人で、本ほん職しよくである研究所のお給料も高かったですし、当時はテレビ番組にもたびたび出しゆつ演えんしていましたから。年ねん収しゆうやそれまでの貯ちよ蓄ちく、あるいはカードや融資の限度額を考えると、支払いは十分に可か能のうでした。えぇ……だからこそ、狙ねらわれたんでしょうけれど。事実、それ以来両親はテレビに出演しなくなりましたし」

　困こまったように笑うその表ひよう情じように僅わずかな違い和わ感かん。

　彼女は、恐おそらく自らにとって重大な苦く痛つうであるはずの過か去こを、しかし何な故ぜだかまるで痛いたみを感じていないかのように軽く語っている。

　軽く───そう、例えるならば、他ひ人と事ごとのように。

　自分ではない誰かの物語のように。

　その口調は、昨日見たテレビドラマの内ない容ようを友人に伝える時のそれに近きん似じしている。

　だが、そんな僕の疑ぎ問もんに対する回かい答とうは別の形で行われる事となった。

「誘拐された翌よく日じつの事です。わたしは、気付いたら助けられていました」

「気付いたら？」

「その時の記き憶おくがないんです。お医者さまからは嫌いやな記憶を消去してしまったんだろうって言われました。たぶん、そうなんだろうとわたしも思います。だって───わたしの目の前には、犯はん人にんの死体が転がっていましたから」

「それは……」

　言葉を失う。確たしかにそれは、記憶を失っていてもおかしくはない、幼おさない少女にとって凄すさまじいまでのストレスだっただろう。

「警けい察さつの人達は凄く困っていましたけれど。でも、そのおかげで今のわたしは誘拐されたという過去に縛しばられる事なく生きていられるわけです。そんな事じ件けん、まともに記憶していたら耐たえられないでしょうから」

　自分と同じ名前のテレビドラマを見ているような感覚です、と真白ちゃんは語った。つまり、過去の事件は彼女にとってもう、自分とは別の『誰か』が経験したものであって、今の自分とは何の関かかわり合いも無いものなのだと。

　もちろんそんなのは詭き弁べんだ。記憶のあるなしに関係なく、社会的な事実として事件は存そん在ざいして、それに彼女は巻まき込まれた。

　ただ、それを指し摘てきするほど僕だって馬ば鹿かではない。要するに、それこそが真白ちゃんの傷跡トラウマなのだ。彼女はその痛みから逃のがれるために、巻き込まれたのを自分ではない『誰か』に置き換かえたのである。

　彼女が自分の過去を他人事のように語るのは当然。

　彼女にとってその出来事は、既すでに自分の経けい験けんしたものではあり得ないのだ。

　経験ではなく、ただの記録。そんな事があったのだと他人から聞かされるだけの昔話。

「この髪かみも、染そめているんですよ。元の色はもっと艶つやの無い色の抜ぬけ落ちた白なんです」

「それって……」

「はい。恐きよう怖ふで白くなったんです。恐おそらくわたしはその時、見てはいけないものを見てしまったのでしょう」

　精せい神しんに強いショックを受けたとき髪が白くなってしまう事があるとは知っていたけれど、まさか現げん実じつに起こるものだとは思っていなかった。

「本当はこんな目立つ色じゃなくて、黒にしたかったんです。でも、それでは駄だ目めでした。黒とか濃こい色だと余よ計けいに目立っちゃうんですよ。生え際ぎわから、白が広がっていくから」

　髪の毛というのは一日におよそ〇・三五ミリ伸のびるらしいが、そんな具体的な数字に関係なくやっぱり毎日伸びていくもので、当然、新しく頭皮から伸びてくる髪は元の色だ。道みち端ばたでもよく毛先は茶色なり金色なりなのに生え際は真っ黒という人を見かけるけれど、その理り屈くつで言うと、真白ちゃんが髪を黒く染めた場合、黒い毛先と白い生え際という明らかな違和感が生まれてしまうのだ。それを避さけるためにはどうしたって毎日染めなければならなくなるのだが、これがひたすら面めん倒どう臭くさいらしい。

「なにせ、長いですから」

　納なつ得とくの一言。

　だから一目では分からないような、似にた色を選ぶ必要があったのだと言う。

　とはいえ、やはり銀色は目立つだろう。

「普ふ段だんは帽ぼう子しがあるから良いけど、学校とかでは……」

「はい。被かぶれません。おかげで、ちょっとした有名人ですよ。校長先生を知らない生徒は居いても、わたしを知らない生徒は居ません」

　そりゃそうだろう。僕だって自分の大学に銀ぎん髪ぱつの人間が居たら驚おどろくに決まってる。

　まして真白ちゃんは中学生。大学やあるいは高校とは違って、頭髪については一いち段だんと厳きびしい。今の時代はそれほどではないらしいが、僕の中学時代は薄うすく茶色に染めているだけでも先生に怒おこられたもんだ。だから皆みんな、というかあくまで一部のオマセさんだけだけど、夏休みとか冬休みとか、そういう長期休きゆう暇か中ちゆうだけ染めていたものだ。そういう連中とは違って本人にはどうしようもないものだから教きよう師しは黙もく認にんしてくれるだろうけれど、全員真っ黒な髪をしている中で一人だけ鮮あざやかな銀髪というのは明らかに異い端たん過すぎる。

「先ほども言ったとおり、わたしが保ほ護ごされた時、二人の犯はん人にんのうち一人は既すでに死んでいました。明らかに他殺体だったようです。どういった方法で殺害されたのかは教えてもらえませんでしたし、覚えていませんし、知りたいとも思いません。ともかく、誰かによって殺害されたものである事は間違いなく、そして───もう一人の犯人は、見つかっていません」

「見つかっていない？」

「はい。犯人が二人組みであった事は間違いありません。それはわたしの記憶にも残っていますし、わたしが囚とらわれていた場所にも二人分の痕こん跡せきが残っていました。しかし、その人は見つかっていません。警けい察さつさんはその状じよう況きようから、犯人二人が仲間割われした結果として一人が殺害され、仲間であるもう一人が犯人であると断だん定ていしました。そして、その犯人は何ど処こかへ逃にげ去ってしまったのだと」

「それじゃあ……」

「はい。その犯人は、今もまだ捕つかまっていません」

　一いつ般ぱん的てきに、身みの代しろ金きん誘ゆう拐かいの成せい功こう率りつは他ほかの犯はん罪ざいと比べて圧あつ倒とう的てきに低い。というのも、何より身代金を手に入れなければならないという大だい前ぜん提ていが存そん在ざいする以上、犯人はそれを受け取るために必ず姿すがたを現あらわさなければならないからだ。よっぽど上う手まくやらない限かぎり警察が張はり込こんでいる場所に現れて現金を持ち逃げする事は難むずかしいだろう。

　だが逆ぎやくに言えば、身代金を得る必要がなくなれば、誘拐事じ件けんは殊こと更さら解決困難な事件へと変へん容ようする。それこそ最悪のパターンだけれど、人ひと質じちを殺害してしまってそのまま逃とう走そうしてしまえば、犯人を特定する情じよう報ほうは極きよく端たんに少なくなってしまう。

　まして、とうの被ひ害がい者しやである真白ちゃんはほとんど何も覚えていない状態だ。そりゃ確たしかに、警察は随ずい分ぶんと困こまっただろう。

「わたし自身としては、別に逮たい捕ほされたかどうかはあんまり関係が無いんです。精神的な苦く痛つうこそ受けましたが危き害がいを加えられたりお金を奪とられたりしたわけでもありませんし。このまま平へい穏おんな日々が続いていくのなら、今更裁さい判ばんなんて面めん倒どう事ごとに巻まき込まれるよりは、いっそ逮捕されないままの方が良いと思っていたくらいです」

　それは、そうなのかもしれない。誘拐されたのが九歳さいの時で、真白ちゃんは現在中学一年生という話だから、およそ四年。世間にとってはとっくの昔に過か去この事件となり、誰にとっても記憶していない古い出来事となる頃ころだ。僕だって、その頃には大阪に居たというのに、覚えていない。そして誰もその事件を覚えていないのなら、真白ちゃんは誘拐された少女ではなく、髪の色が違うだけの少女として、ある程てい度ど平穏に生きていく事が出来る。

　それを今更犯人が捕まったという事になれば、事件は改めてクローズアップされ、真白ちゃん達一家はようやく取り戻もどしたはずの平穏な日にち常じようを失う事になるだろう。

　犯人が許ゆるせないという気持ちはあるはずだが、それ以上に、今の時間を失いたくないという願いの方が強いのだ。

「ですが……つい二週間ほど前に、こんな手紙が届とどいたんです」

　そう言って真ま白しろちゃんが取り出したのは二つ折りにされた、何ど処こにでも売っているだろうＢ５サイズのプリント用紙だった。視し線せんで見て良いのかを問い、開く。真っ白な紙はどこまでも真っ白で、けれどその中心に小さな汚よごれがあった。

　いや、汚れではない。それは文字だ。パソコンで打ち込んだらしい明みん朝ちよう体たいの文字が一行だけプリントアウトされている。それを一いつ瞬しゆん、汚れと勘かん違ちがいしてしまったのは、何よりも小さすぎたからだ。Ｂ５という割わりかし小さめのサイズの紙にとっても小さすぎる文字サイズ。そうとう高こう性せい能のうなプリンタじゃないと潰つぶれてしまいそうなそれは、こう書かれていた。

『revenge』

　中学時代から英語を狂きよう犬けん病びように罹かかった犬にとっての水のように毛け嫌ぎらいしている僕でも、流石さすがにこれは分かる。もちろん、意味も。

「リベンジ……って、まさか」

「まさか、なら良かったのですけど」

　真白ちゃんが言うには、この手紙が届いた頃ころから頻ひん繁ぱんに誰かの視線を感じるようになったのだとか。しかも、あるいはそれだけだったならば気のせいで終わらせられたかもしれないのだが、実じつ際さいに自じ宅たくの近所で不ふ審しん者しやが目もく撃げきされ始め、そうもいかなくなった。

　何せ『リベンジ』、なのだ。

　仲間割れによって失敗してしまった犯はん罪ざい。

　それに再さい度ど挑ちよう戦せんするという意思表ひよう示じであると考えるのは当然の発想である。

「け、けど……これは流石に、僕なんかがどうこう出来る次元じゃないよ。直すぐにでも警けい察さつに連れん絡らくして、本ほん格かく的てきに捜そう査さしてもらわないと」

　その性せい質しつ上じよう、犯罪に対して常つねに後手に回り未然解かい決けつが非ひ常じように苦手な警察は、身に危き険けんが迫せまっているからといって必ずしも真しん剣けんに対たい応おうしてくれるわけではない。ストーカー被ひ害がいにあっていると通つう報ほうしても大した捜査はしてくれず放置されて悲ひ惨さんな結果を迎むかえたとか、ニュースで何度も見た事のあるパターンだ。

　ただ、真白ちゃんの場合はそういった心配はないだろう。なにせ彼女は現実として過か去こに誘ゆう拐かいされていて、その犯はん人にんは未いまだ捕まっていないのである。警察にしてみれば犯人を取り逃にがしたという汚お名めいを返上する最大のチャンスだ。

　かなり本気で動いてくれるはずである。

　だが、真白ちゃんは慌あわてたように首を振ふった。

「あ、違うんです。別にその犯人をどうにかして欲ほしいって事じゃないんです。それはだって、警察さんの仕事ですから。犯人は実際に人を殺してるかもしれないんです。とても危険なんです。そんな事を誰かに頼たのんだりなんて出来ません」

「それじゃあどうして……」

「わたしが相そう談だんしたいのは、兄の事なんです」

「お兄さんが居いるんだ？」

「あ、いえ。兄と言っても血の繫つながりはなくて、近所のお兄ちゃんなんですけど……その人を捜さがして欲しいんです」

　この人です、と真白ちゃんは一いち枚まいの写真を差し出してきた。

　そこに写っていたのは制せい服ふく姿すがたの真白ちゃんと、もう一人、僕ぼくと同じくらいの年ねん齢れいだと思われる男性だった。センター分けにした髪かみに少し茶色を入れて、ジーパンにＴシャツ、カジュアルジャケットという、まぁ別にお洒落しやれでもないしダサくもない、ごくごく普ふ通つうの出いで立ちをしている。顔立ちは……どっちかと言えば美形なのかな？　生あい憎にくとどうしても同性には変なフィルターが掛かかってしまって、素す直なおに認みとめる事が出来ないのだが、そう悪くはないと思う。案外、ジャニーズ系けいかもしれない。

　しかしそんな彼は、どこか変だった。

　どこがどう変なのかと言われると困こまるのだが、とりあえずまず一つは、カメラに対して僅わずかに視線をずらしている事だろうか。そりゃ僕だってこれまで撮とってきた写真の中には、目を閉とじていたり赤目になっていたりという失敗写真はいくらでもあったけれど、こういう視線を逸そらしたものは一つもない。大きく明らかに別方向を向いている事はあるかもしれないが、この中に写っている彼は、それとは違って、まるで避さけるように拒こばむように視線を逸らしている。

　そして、そうして逸らされた瞳ひとみは、どこか暗かった。隣となりに写っている真白ちゃんが楽しそうに微笑ほほえんでいる分だけ、その違いが歴然としている。

「名前は大おお垣がき六ろく郎ろう。二十歳の大学生です」

「その、大垣六郎さんって人が居なくなったの？」

「はい……この手紙が届いた頃から」

　という事は、もう二週間もか。その頃から連れん絡らくが一いつ切さい取れなくなったのなら、確かに尋じん常じようではないだろう。自らの意志で失しつ踪そうしたか、あるいは何かしらの事じ件けんに巻まき込まれた可能性が高い。

「お兄ちゃんはきっと、この手紙を見たんです。だから、わたしの前から居なくなった。その犯人を見つけ出すために。その犯人を───殺すために」

「こ、殺す？　どうして!?」

「それは、お兄ちゃんが『正せい義ぎの味方』だからです。……昔から正義の味方になる事を望んでいたからです」

　吶とつ々とつと語りだす兄の姿。

　大垣六郎には昔からそういう趣しゆ味みがあったのらしい。

　生憎と僕は特とく撮さつ関係には昔から興きよう味みがなく、仮か面めんライダーもウルトラマンも戦隊物もほとんど知らない。そりゃ名前くらいは幾いくつか聞き覚えがあるけれど、まともに見た記き憶おくはない。特撮で良く見ていたのと言えば例のゴリラとクジラが混まざった名前の巨きよ大だい怪かい獣じゆうが主人公の映えい画がくらいだろうか。

　後はほとんどアニメや漫まん画がで、だからなのか正義の味方と言われてもいまいちピンとこないのだ。もしかしたら、ゲームに登場する勇者が一番そのイメージに近いかもしれない。それも、初期の。最近は勧かん善ぜん懲ちよう悪あくものはほとんど無いけれど、昔のファミコンやらスーファミやらの時代は明めい確かくな悪が居て、それを倒たおす『正義の味方ゆうしや』が居たのだ。魔ま王おうを倒すために民家に押おし入り金品を徴ちよう収しゆうするその姿は、今となっては実に風ふう刺し的てきだと思う。

　とはいえ、まぁ子こ供どもの頃ころというのは多かれ少なかれ、確たしかにそういうのには憧あこがれる事がある。特に男の子の場合はなお更さらだろう。『何とかごっこ』とか言って、物語の登場人物に自分を移うつし変えて遊んでたりしたもんだ。

　ただ、大垣六郎の場合、少々行き過すぎている部分があった。

　というのも、真白ちゃんは小学五年生の頃にちょっとしたイジメにあった時期があった。とは言え、それほど陰いん湿しつなものではなく、イジメていたのは同級生の男子で、真白ちゃんの髪の色を指して拙つたない語ご彙いでからかっていただけで、ある程てい度ど大きくなってしまえば侮ぶ辱じよくとも思えない程度のものだった。肉体的に攻こう撃げきを加えたり、あるいは仲間外れや物を隠かくしたりなどという事もなく、相手が男子だった事からも、たぶん幼おさない心に生まれた愛あい情じようの裏うら返がえしだったのだろう。

　もちろん、だからと言って許ゆるされる事ではない。幼いからかいは大人にとってみればほとんど笑い話の次元ではあるが、同じく幼い少女にとって大きな精せい神しん的てき負荷になり得るのだから。今でこそ真白ちゃんも笑っているが、一時期はかなり辛つらかったらしい。

　しかしそれでも、やっぱり相手は子供。

　普通なら叱しかりつけて、それで終わりだろう。躾しつけに厳きびしかったり自じ制せい心しんが足りていない親なら引っ叩ぱたくかもしれないけれど、それはまぁ何というか、血けつ縁えん者しやの特とつ権けんみたいなもので、第三者がやる事ではない。

　では、そんな第三者である大垣六郎はどうしたのか。

　彼はその事に気付くと、問答無用でイジメていた男の子達に摑つかみかかり、思い切り殴なぐりつけたのだ。

　小学五年生を当時高校三年生だった彼が本気で殴るなんて、馬ば鹿かげている。確かにイジメは良くないし、それによるダメージを考えるなら殴られたって仕方の無い事ではあるが、それにしたってやりすぎだろう。大人気ないとか、そういう次元の話ではない。

「そんなのは、『正義の味方』なんかじゃない……」

「わたしもそう思います。けど、お兄ちゃんにとってはそれが絶ぜつ対たいの論ろん理りでした。大切な人のために命を賭とし戦う事。決して諦あきらめず、挫くじけず、立ち向かう事。そして何より───『悪』を叩たたき潰つぶす事。それこそがお兄ちゃんにとっての『正義の味方』なんです」

　そんなのはただの偶ぐう像ぞうだ。

　いや、偶像でさえない、虚きよ像ぞう。

「だからお兄ちゃんはわたしを守るために、きっとその犯はん人にんを殺します。わたしを守るためにそれ以外に方法がないと信じているから」

　一度失敗した犯はん罪ざいにまた挑ちよう戦せんしようと考えるような人間なら、たとえ警けい察さつに捕つかまって刑けい務む所しよに入れられたとして、出てきた後に再度リベンジしようと考えるかもしれない。真白ちゃんの将しよう来らいの安全を考えるのなら、それもまた一つの選せん択たく肢しなのかもしれない。

　けれど───それはやっぱり、間ま違ちがっている。

「犯人がわたしを襲おそう前に、お兄ちゃんが犯人を見つけるより前に、お兄ちゃんを見つけて欲ほしいんです。そうすれば後は警察さんが何とかしてくれるでしょうから。お願い、します」





＊　＊　＊






　ただでさえ事じ情じようが事情な上に、テーブルに額ひたいがつきそうなくらい頭を下げられて、それでも断ことわるなんて事、出来よう筈はずも無い。っていうか、あの状じよう況きようで「だが断る」なんて発言が出来たとしたら、それは完全無欠に人間失しつ格かくっぽいだろう。

　そんなわけで、なんだかこちらが申し訳わけなくなってくるくらいに感かん謝しやしてくれた真白ちゃんに連れられてやってきたのは関西最さい高こう峰ほうの電気街、日につ本ぽん橋ばしだった。なんでも、大垣さんはこの街に週に一度は来ていたらしく、幾いくつか常じよう連れんとなっている店があるのだそうだ。

　いや、けど……まさかいきなりとはねぇ。

　てっきり今日はあくまで話を聞くだけだと思っていたのだけれど。真白ちゃんとしては一分一秒だって無む駄だにしたくなかったのかもしれない。

　時間が時間だけに帰らなくて良いのかと尋たずねたのだが、両親の帰りは遅おそいから問題ないのだそうだ。本人は「放ほう任にん主しゆ義ぎなんです」と軽く笑っていたが、傍はたから聞くとなかなかに笑えない。

　まぁ、両親の帰りが遅く滅めつ多たに顔をあわせないからと言って、必ずしも関係が最悪であるとは限かぎらないだろう。志し乃のちゃんのところの例がある。

　志乃ちゃんの両親も仕事人間で毎日忙いそがしく、時には残業やら出しゆつ張ちようやらで一日や二日帰ってこない事もあった。それは志乃ちゃんがまだ乳にゆう幼よう児じだった頃から同じで、だからこそ僕の家で預あずかっていたのである。けど、だからと言って志乃ちゃんと小お父じさん達の関係が悪いかというと、そうでもない。何ど処ことなく隔へだたりはありそうな感じだけれど、それはあの子の場合誰だれにだって同じだし、別に憎にくんだりなどはまったくない。

　真白ちゃんもそういうタイプなのだろう。放任される事をむしろ良しとする性せい格かく。健全とは言いがたいけれど、変に荒あれるよりはよっぽどマシか。

　地上へと上がり大きな交差点を真っ直すぐ南下して行った先にある商店街。その道みち沿ぞいにはこういう場所にはお馴な染じみの外国人の怪あやしげなアクセサリー露ろ店てんと、更に格かく安やすＤＶＤ販はん売ばいの露店が並ならんでいる。結けつ構こう最近の映えい画がが一枚まい千円だそうだ。これってもしかして違い法ほう───所謂いわゆる海かい賊ぞく版ばんというやつなのではないだろうか？　それとも何かしらの抜ぬけ道が存そん在ざいしているのか。こんなに堂々とやっているという事は、一いち応おう問題ないのだろう、と信じたい。

　平日の午後七時過すぎという時間帯なはずなのに、道は随ずい分ぶんと混こみ合っている。

　っていうか、道みち幅はばが明らかに狭せますぎるのだ。大きな道路を挟む形で伸のびる歩道は、むしろ挟んでいる道路に押し潰つぶされたように狭苦しい。その所せ為いで余よ計けいに人が多いように錯さつ覚かくしてしまう。

　そんな中をフラリフラフラと──本当はヒラリヒラリと行きたいのだけれど──ぶつからないよう歩きながら、僕は前を歩く真白ちゃんに声を掛かけた。

「その、大垣さん。聞いた感じじゃ家電を見に来てるってわけじゃなさそうだけど、何を見に来ているの？」

「それは実じつ際さいに見れば分かると思います。……いえ、それともやっぱり分からないのでしょうか？　正直、わたしもよく分かりませんでしたし」

　うーんと首を傾かしげる真白ちゃん。

　見ても分からないって事は、もしかしたらオタク系けいだろうか？

　電気街として有名な日本橋ではあるが、その裏うら──最近では裏ですらないけど──にはもう一つの顔が存在している。それは、オタクの街だ。この通りにも各所にそれ系けいの店が並んでいるし、一歩横道を入ればそれはもう壮そう観かんなくらいズラリと並んでいる。

　そっち系なのだとしたら、真白ちゃんなんかには意味不明な物も多いだろう。まぁ、かくいう僕だってウルトラな人の怪かい獣じゆうのフィギュアなんて見せられてもサッパリなのだけれど。

　案の定、連れて行かれたのは特とく撮さつ系アイテムを専せん門もんに取り扱あつかうお店や、ホビー専門店など、僕の知らないところばかりだった。流石さすがにキン消しが売られているのを見たときはあまりの懐なつかしさにちょっと感動したけれど、大半は知らないものばかりで、しかも僕の金銭感覚では異常としか思えない値ね札ふだが貼られているのだから、これはかなり異い様ような光景なのだろう。

　そんな店を幾いくつか周ってみたのだけれど、結果は全すべて外れだった。店員さんに声を掛けてみても、そもそも大垣さんの事を覚えている人の方が少数で、そんな彼らも打ち合わせしていたかのように揃そろって首を振ふった。

「……けど、本当に君のお兄ちゃんは居いなくなったのかな？」

　次の店へと向かう途と中ちゆう、僕は真白ちゃんに質しつ問もんした。

「あ、もちろん疑うたがってるとかそういうわけじゃなくって。ただ、たとえば旅行へ行っただけとか、そういう可か能のう性せいだってあるんじゃないのかなって」

「確たしかに、最初はそれも考えました。兄はインドア派はで、今まで遠出をした事はほとんどなかったと思いますが、可能性としてはあり得ると思います」真白ちゃんは一度頷うなずき、直ぐに、ですが、と続けた。「けれどそれはありえません。兄は間ま違ちがいなく突とつ然ぜん失しつ踪そうしたんです。兄の家を調べてみましたが、何もなくなっていませんでしたから」

「何も、っていうと、服とか？」

「はい。なくなっていたのは財さい布ふだけで、他ほかは衣類も鞄かばんも、それこそ保ほ険けん証しようやパスポートも全て家にそのまま残されていました」

　なるほど。それならば確かに、旅行の可能性は皆かい無むだろう。いくら女性と比べて圧あつ倒とう的てきに荷物が少なくて済すむ男性とは言え、二週間も遠出するのならそれなりの荷物が必要だろう。大垣さんには何かしらの、着の身着のまま家を飛び出さなければならない理由があったという事だ。

　次に辿たどりついたのはこれまでとは違い、ミリタリーっぽいお店だった。

　エアガンの専門店かと思ったらどうやらそうではなく、中には警けい棒ぼうやスタンガンなども陳ちん列れつされていた。しかし護ご身しん具ぐの店というわけでもなく、恐おそらくは本物であろうナイフまで売られている。そこらの工こう務む店てんとかで売っているような折りたたみ式の作業用ではなく、歪いびつで凶きよう悪あくな形をした、明らかな凶器だ。その一方で日本刀も売られている。こちらは流石に摸も造ぞう刀とうだろう。他にも手しゆ裏り剣けんとかも売っていて、コンセプトは『武器』なのかもしれない。ちなみに、それらの値段はこれまで同様、あるいはそれ以上に理解しがたいものだった。

「正せい義ぎの味方を目指しているわりに、手しゆ段だんだけはえらく現げん実じつ的てきだね」

「わたしもそう思います」

　困こまったように微び苦く笑しようする真ま白しろちゃん。たぶん僕も同じような顔をしているはずだ。

　まぁ、まさか玩具おもちや屋やさんで売っているような電池を入れてスイッチを押すと音が鳴って、ピカピカ光るだけの剣けんとか杖つえとかを持ち出されるよりマシなのだけれど。

　とは言え、物ぶつ騒そうな話だ。これ等らも、もちろん『趣しゆ味みの品』であって誰かに危き害がいを加えるための物ではなく、例えばの話、切手を集めているのと大差ないものなのだろうけれど。それにしたって物ぶつ騒そうである事に変わりはない。

　結局、そこでも何の情じよう報ほうも得られず、とぼとぼと店を出た。奥おくの試し射しや場じようで延えん々えんとライフルを止め撃うちしているお客さんがいて、その音がジンジンと耳に残っている。

　そのまま人の流れに乗って次の店へと向かおうとしたところで、

「あっ！」

　と、真白ちゃんがいきなりしゃがみ込んだ。

「どうしたの？」

「いえ、ちょっと……靴くつ紐ひもが」

　切れた、というわけではなく、単にほどけただけのようだ。

　なら直すぐに結びなおせるだろうと視し線せんを上げて───ふと、その先に。

　信じられないものを見た。

「え？　あれ……？」

　見間違いだろう。一いつ瞬しゆんそう考えて、けれどそんなはずがないと自覚する。いったいこの世界の何ど処こに、あの少女と見間違えるような子こ供どもが居いるというのだ。服ふく装そうこそ何い時つもと違っていて印象を異ことにしているけれど、長い長い黒くろ髪かみもそれに比して圧あつ倒とう的てきに白すぎる肌はだも、そんな外見的な要素に関係なく感じられる異い質しつな存そん在ざい感かんも。誰かが真ま似ねをしようとして真似られるものではない。

「志乃ちゃん……？」

　そう、そこに居たのは間違いようもなく支倉志乃ちゃんだった。

　ただ、志乃ちゃんが日本橋に居たというだけなら、別に『信じられないもの』ではなかっただろう。

　僕ぼくが驚おどろいた理由は、もっと別の事。

　そこに居た志乃ちゃんが、一人ではなかったからだ。

　小こ柄がらな身体からだを器用に使って人ごみをスルリスルリと通り抜ぬけていく志乃ちゃんの後を追うように、少しばたつきながら必死に横に並ならぼうとしている少年の姿すがたがあった。

　あれは……。







[image: ]










０３／




　支倉志乃にとってそれは必要な事だった。

　この街を選んだのには、さして意味はない。ただ提てい案あんされ、別べつ段だんそれに反対する理由がなかっただけで、ここに何かを見に来たというわけではない。だから目的も無くひたすらぶらついていたのだけれど。

「いよいよ一時間の大台に突とつ入にゆうだな」

　周囲を取り囲む無数のざわめきの中に、明めい確かくに自分に向けられた声を聞いて、志乃は視し線せんを僅わずかに右に上げた。しかし、そんな視線は直ぐに元の位置へと帰き還かんする。相手の声に反はん応のうしたというよりは、その声が届とどいているのだと伝えるために反応する事が礼れい儀ぎなのだから仕方なく反応してあげただけ、という印象だ。

「ってか喋しやべれよ。他人と二人で居るんだからさぁ。それとも何か？　お前は一言喋る度たびに二百キロカロリーくらい消費するのか？　そりゃ随ずい分ぶんとメンドクセー体たい質しつだな。いや、それとも便利なのか？　サイコーのダイエットだしな、喋ってるだけで瘦やせるなんて。いやいや、けど……お前の場合やっぱ駄だ目めか」

　なにせガキ体型だからな、なんて志乃にとっては正当すぎて何の価か値ちもない、他ほかの少女にすればあまりにも不当すぎて迎げい撃げき対象となりかねない、そんな無む謀ぼうな発言をしたのは隣となりに立っている──共に歩いているという認にん識しきはない──少年だった。

　少年の名前は×クロス。言うまでもない事だが、本名ではない。インターネット上で使われる偽ぎ名めい、ハンドルである。本名は来くる栖す太た一いち。苗みよう字じである来栖と音が似にていた事から作り出したクロスというそのハンドルは、その安直さからも分かるように彼がメインで使っているものではない。それは、彼がかつて閲えつ覧らんしていたとあるサイト用に急きゆう遽きよ作り上げた捨すてハンドルだった。そのサイトが消しよう滅めつし閲覧しなくなってからは、ネット上で一度も使われていない。唯ゆい一いつ、志乃との間で使われるのみだ。

　まるで秘ひ密みつ組そ織しきのコードネームみたいだ、なんてクロス自身は誇ほこらしく思っているらしいが、志乃にはまるで興きよう味みがない。今日から俺おれの事をスネークと呼よんでくれ、なんていきなり言われたとしても、彼女は何の感かん慨がいもなくその意見を了りよう承しようし、そのように呼ぶだろう。個こ人じんを特定する記号として成立しているのならば、名前なんて何だって構かまわない。

　どうして、そんなクロスがここに居るのか。

　確たしかに彼とは幾いく度どとなくやりとりを続けていたが、しかし全すべてネット上のチャットや電話越ごしで、直接対面した事は一度しかない。その一度だって僅わずかな時間で、再さい会かいの約束は当然なかった。再会するつもりなど、毛頭なかったのに。

　そんな予期していなかった再会には重大な理由があった。
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『ヤバイぞ、お前。命狙ねらわれてるかも』

　志乃の携けい帯たいにそんなメールが入ってきたのは、一週間ほど前の事。ちょうどその日の授じゆ業ぎようが終わったところで、そのタイミングの良さと言い、志乃は新手の悪戯いたずらだろうかと邪じや推すいした。

　だが、念のためにと連れん絡らくを入れ、それが悪戯でも間違いメールでもなく事実なのだと理り解かいした。

　詳くわしい内ない容ようを聞くために電話を掛かけた志乃に対して、クロスは慌あわてたような、というよりは興こう奮ふんしているかのような口調で言った。

『マジ、ヤバイんだって。とにかく、ＰＣの方にメール送っといたから。直すぐに見ろ』

　指し示じに従したがいパソコンのメーラーを起動させると、確かにクロスからのメールが届とどいていた。しかも、ファイルが添てん付ぷされていた。送られたファイルはＪＰＥＧ画が像ぞうだった。ダブルクリックで開く。

　表示されたのは、何ど処こにでもあるような画像掲けい示じ板ばんの静止画だった。

　画像掲示板というのは通つう常じようの文字だけを表示する掲示板ＢＢＳの隣となりにＪＰＥＧやＧＩＦなどの画像を表示するスペースが用意されたもので、記事の投とう稿こう者しやは制せい限げん容よう量りよう内ないでなら自由に自前の画像をアップロードでき、それを全ての閲覧者が見る事が出来る。様々な場所で使われ、それをメインにしているサイトも多い。

　そんな掲示板の画像欄らんに、一人の少女の姿が写っていた。

　少女───支はせ倉くら志し乃のの姿が。

　登下校中だろうと思われる黒いセーラー服姿すがた。ちょうど頭の天てつ辺ぺんから胸むねの少し下辺りまでのアップ。視し線せんは別方向に向けられ、それだけ見れば彼女の日常を写した、スナップ写真のようにも見える。

　しかし、そうではない。画像が少し粗あらいのは保ほ存ぞんする際さいにかなり圧あつ縮しゆくされたからだろうが、それ以上に望遠で撮さつ影えいし、その上で志乃の部分だけを拡かく大だいした所せ為いもあるだろう。更さらに志乃や僅かに写っている背はい景けいの角度から、かなり高い位置から撮影されたものである事も分かる。左手方向、上に十度ほどだろうか。そして何より、志乃にはこれが何い時つ撮影されたものなのか、その記き憶おくがない。

　これは、完全に盗とう撮さつ写真だ。どこかから写真が流出したというわけではなく、画像掲示板に晒さらすためだけに撮影されたものである。

　更に隣となりの記事欄には、志乃の本名と住所、電話番号。どこの学校に通っているかという個こ人じん情じよう報ほうが書かれていた。

「元の記事は？」

『俺が見た段だん階かいでも削さく除じよされてた。たぶん、管理人が流石さすがにこれはヤベーと思って消したんだろ？』

　掲示板を設せつ置ちした管理人は、管理者権けん限げんとして投とう稿こう者しやの意思に関係なく記事を自由に削除する事が出来る。

　ネット上には多くの本人の意思に関係なく撮影された『盗撮写真』というものが公表されていて、その多くは十八歳さい未満閲えつ覧らん禁きん止しのものであるし、そうでないものにしても性せい的てきなイメージを与えるものであるパターンがほとんどだ。

　ただしほとんどの場合、撮影された本人を特定する部分、つまり顔はモザイクや目線などで潰つぶされている。本人が特定される事によって発生する要いらぬ面めん倒どう──撮影された側にとってはそんな次元の問題ではないが──を避さけるためだ。そういう点で、今回のように明らかに何処の物かが明白な制せい服ふくを着た状じよう態たいでの個こ人じんを特定できる写真は、掲示板を運うん営えいする上で非ひ常じように好ましくない。

　しかもその上、記事欄には個人情報が満まん載さいなのだ。管理人が危き険けんを感じるのはむしろ当然。見つけた時点で即そく時じ削除するのは、彼らにとっての義ぎ務むとも言える。

『けど、管理人が気付くのが結けつ構こう遅おそくてな。消されるまで、半日以上経けい過かしてた。その間に、結構な数の閲覧者が居たし、その内の何人かは画像を落としてるだろうし、スクリーンショットで保ほ存ぞんしてる。ってか、かくいう俺も、その手の連中から画像を貰もらっただけだしな』

　スクリーンショットというのはパソコンの画面をそのまま写真のように撮影する機き能のうだ。普ふ段だんは滅めつ多たに使われる事のない機能ではあるが、こういう場合には役にたつ。少なくとも、画像掲示板の画像と記事を同時に保存する方法は、他ほかにない。

『コラージュされたのもあるけど、見るか？』

「必要ない。それより、詳くわしい話を聞きたい。これは、どこのサイト？」

『それも含ふくめてもっと詳しい話がしたいからな。今度───明日にでも、会わね？』

「…………」

『電話やメールじゃ面倒臭くさいだろ？　だいぶ込こみ入った話になるだろーし、直接会って話すのが一番手っ取り早いだろ？』

「……分かった」
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　そうして、その『明日』が今日から三日前の事。

　志乃としてはクロスからの貴き重ちような情じよう報ほうを逃のがすわけにもいかず、会わないという選せん択たく肢しはなかったのだが、それにしたって、話が終わればそのまま別れるつもりでいたのに。しかしクロスの方はそれを許ゆるすつもりがないらしく、この三日間、ずっと志乃の隣から離はなれなかった。わざわざ学校まで迎むかえに来るほどなのだから、よほどなのだろう。

　ともかく、クロス自身の言葉からも分かるように既すでに一時間。何を話すわけでもなく、何処へ向かうわけでもなく、二人はまるで他人同士のように一定距きよ離りを保たもったまま歩き続けていた。なんとも、不毛だ。志乃はそう思う。さっさと家に帰ってしまえばクロスも諦あきらめるのだろうが、彼の話を聞いてしまった今となっては、そうもいかない。

「あの画像が貼はり付けられてたのは、『デッドエンドコンプレックス』関連のサイトだよ」

　その答えは、志乃にとってあまり意外なものではなかった。画像を見た時点で、ある程てい度ど予想していたからだ。だがクロスとしては驚おどろいて欲ほしかったらしく、完全無欠にノーリアクションな彼女に不服そうな顔を向けていた。

「デッドエンドコンプレックスのサイトは今のところ、五十くらい存そん在ざいしてる。あ、もちろんオリジナルをコピーしたやつな？　その中でまともに運営されてるのはだいたい五分の一って程度か。残りは形だけで中身がないって状態だ。コピーしたは良いものの、誰だれも管理してない。大半の掲けい示じ板ばんは広告で埋うまってる状態だ」

「けれど残りの五分の一は生きている」

「そ。っていうか、生きてるどころか、一部ではかなり巨きよ大だい化かしてる。他のそういう系けいのサイトを吸きゆう収しゆう合がつ併ぺいするような形でな。ほら、あのサイトの趣しゆ旨し、っていうか思想って結構アレだろ？　なんて言うか……哲てつ学がく的てき？　わけのワカンネー理り屈くつが延えん々えんと並ならべられてるじゃねーか。それがウケたんだろーな」

　アホらしい話だけどさ、と付け足しながら続ける。

「ほら、世の中ってさ、何処をどう見ても、死ぬ事に対して否ひ定てい的てきな意見ばっかだろ？　テレビを点つけりゃお偉えらい先生方や『良りよう識しき的てき』らしいオッサン連中が異い口く同どう音おんで言うわけだ、『今の若わかいもんは命を粗そ末まつにしてる』ってな。そんなの、こっちにしてみりゃフザケンナって感じだけどさ。お前らの世代にだって人殺しをしたガキは居いただろうし、もっと前は平気で戦争とかしてたわけだし。……けどまぁ、それは良いとして。やっぱり、『命を大切に』ってのが世の中の良識なわけで、それに反対する意見ってのは何い時つの時代もそうだけど、反社会的だってあっさりと駆く逐ちくされちまうわけだ。誰でも良いけどタレントが自殺に肯こう定てい的てきな意見をテレビで言ってみろよ。そいつは次の日にはマスコミの総そうバッシングを食くらって、しばらくしたら見なくなっちまうぞ？　それくらいに、自殺したいって奴やつにとっては、生き苦しい世界なわけだ」

　死んではいけません。死んではいけません。死んではいけません。

　そんな良識的で善意で厚こう意いである『否定』が誰かを傷きずつけているなど、多くの人は一生気付かないのだろう。何な故ぜならそれは良識で善意で厚意なのだから。正しい言葉は全すべてにおいて正しく、だからこそ、それで傷つく方が間ま違ちがっているのだ。

「そんな中に、『デッドエンドコンプレックス』なんていう、そこそこ哲学的っぽい理屈が現あらわれたわけだ。そりゃお前、それに縋すがらない理由なんてないだろ？」

「つまりは、自じ己こ弁べん護ご」

「そういう事だな。本当はただ生きるのが辛つらくて逃にげ出したいってだけなのに、そんな自分の間ま抜ぬけっぷりを他人に知られたくないから、ご大たい層そうな理り屈くつを用意して自分を守ってるってわけだ。他人の理屈から自分を守るためだけに利用する頭に屁へのついた理屈。それが『デッドエンドコンプレックス』を肥ひ大だいさせてる主しゆ原げん因いんだ」

　愚おろかしい話だ。

　志乃はそう思う。

　市井垣忍かんりにんが望んだのは、自己弁護しない存在だ。

　彼は他人からの評ひよう価かを少しも気にしなかった。

　彼がなろうとしたのは、他人からの評価を受け続ける存在。

　他人からの影えい響きようを一いつ切さい受けず、他人に影響を与あたえ、あるいは与える事が出来ず強く反発され、けれどそれでも、ただ自分の意思はこうなのだと残す事。

　防ぼう御ぎよのない、攻こう撃げき。

　揺ゆるがないもの。

　変わらないもの。

　生きる事を放ほう棄きしてまで手に入れた、一つの『存在いのち』。

　それが結局は、他人の評ひよう価かを変動させるため、防御のために使われてしまった。

「けどなぁ。だからこそヤベぇんだよ」

「…………」

「何？　珍めずらしく沈ちん黙もく？　どーせ、俺の言いたい事なんて分かってんだろ？」

「……サイトの閲えつ覧らん者しや達たちは自分達を守るために『デッドエンドコンプレックス』の思想を利用している。ならば必然として、彼らはその理り屈くつに絶ぜつ対たい性せいを求めなければならない。それが容よう易いに破は綻たんしてしまう事を避さけなければならない。そんな必要に駆かられた場合、彼らがとり得る手しゆ段だんは二つ。一つは理屈の補ほ完かん。想定された論ろん理りの穴あなを埋うめるために更さらなる理屈を考え出す事。けれどこれには無理がある。何な故ぜなら、完全な理屈にはなりえないから。そもそも、『自殺してはいけない』という論理自体が感かん情じよう論ろんに起き因いんしているものである以上、どのような理屈を作り出そうとも意味はない。理屈や論理では、人の心を打ち破やぶる事が出来ないから」

　大だい前ぜん提ていの問題。

　何故、人は死んではいけないのか。

　自殺してはいけない理由を証しよう明めいせよ。

　そんな問題に、果たして誰が明めい確かくな答えを出せるだろうか。

　出せるはずがない。そんなもの、ありはしないのだから。

　そもそも、自殺してはいけないという理屈など存そん在ざいしなかった。最初にあったのはただ、『死にたくない』という生物としての感情。幼稚園児の自殺者が居ないように、生と死の境きよう界かいが曖あい昧まいな段だん階かいでは、否ひ定ていと肯こう定ていが存在しない次元では、人は皆みな、生きる事を望むようプログラムされている。

　もちろん、ある程てい度ど以上の社会が出来あがってからは、その構こう成せい要よう素そとして個こ人じんの自分勝手な死は、全体にダメージを与えかねない危き険けん要よう素そとして排はい除じよされるようになった。例えばの話、総そう理り大臣がいきなり自殺したりしたら、洒落しやれじゃ済すまされない影えい響きようが出るだろう。規き模ぼの問題はあるにせよ、社会の構こう成せい員いんには突とつ然ぜん居いなくなってはならないという責せき任にんがあり、それは自殺を否定する理屈として、ある程度道理に適かなっている。

　しかし、そんな社会的な責任云うん々ぬんで自殺を否定している人はそう多くはないだろう。

　何故、自殺してはいけないのか。

　その理由はやはり、感情論に帰結する。

「ならば彼らの選んだ手段はもう一つの方である可能性が高い。もう一つの方法、それは即すなわち、その思想を生み出した存在の神しん格かく化か。多くの宗教がそうであるように、設せつ立りつ者しやを人間以上の存在にする事によって、聖典りくつの絶対性を主しゆ張ちようする。そこにある矛む盾じゆんを人間側の責任に転てん嫁かする事で、矛盾をそうではないもの、つまりは未まだ理り解かいできない真理へと昇しよう華かさせる」

「ご名答。連中は元の管理者を神様扱あつかいする事で、自分達の理屈を補強したつもりになってるわけだ。まったく、馬ば鹿か馬ば鹿かしくて泣けてくるよなぁ」

　クロスは呆あきれたような顔をしていたが、志乃はそうは思わなかった。

　確たしかに、愚おろかしくはある。だが、そんな愚かしさは何も彼らに限かぎった事ではないだろう。彼らを『馬鹿馬鹿しい』と哂わらうのならば、人類全体さえも哂わなければならない。人はそうする事で、この理り不ふ尽じんで思い通りにならない世界を生き延のびてきたのだから。

「けれど、たとえ私達にとって馬鹿馬鹿しい事であっても、彼らにとっては絶対の論理。彼らが彼ら自身のために守り通さなければならない神性───絶対性」

　そして、そんな人間からすれば、市し井い垣がきの死を警けい察さつへと伝えた志乃は神に弓引く重じゆう罪ざい人にんだ。命を狙ねらわれたとしても、不思議ではない。

「とまぁ、そういう訳わけだ。分かったら、さっさと警察にでもなんでも行くか、しばらくどっかに行ってろよ。こういう『祭まつり』はさ、ネットじゃさほど珍めずらしいもんでもないし。激はげしく燃もえるけど、直すぐに消える。しばらくすりゃ、誰もお前の事なんて覚えてねーよ」

　そうだろうか。

　その可か能のう性せいも、皆かい無むではないだろう。

　彼らが具体的にどれ程ほどの人数なのかは分からないが、賛さん同どうしている全すべての者がそれ程までに熱ねつ狂きよう的てきであるとは考え難がたい。クロスの言ったとおり『祭り』のような感覚で参加している者も少なくはないはずだ。そんな人間ならば、すぐさま目に見える結果が出なければ、やがては飽あきて離はなれていくだろう。

　だが、永遠に終わらない可能性もある。

　閲覧者達にとってみればこれは『聖せい戦せん』だ。

　自分を守るために論理を守る戦い。

　呆あきれるほど矛盾したそれは、けれど彼らにとっては矛盾しない絶対の真理。

　ならば、途と中ちゆうで止める事など出来ないだろう。多くの人は、途中で止める行こう為いが過か去この自分を否定するものだと錯さつ覚かくしてしまう。だから一度始めた事を何い時つまで経たっても止められない。止めるわけにはいかないのだと、思い込こむ。

　愚かしい話だ。過去の自分を守るために今の自分を否定し続けてどうなるというのか。

　けれど、そんな事さえも分からない人間が居いる。

　面めん倒どうな事になったな───志乃はその時になって、ようやくそう認にん識しきしていた。





＊　＊　＊






「あの、どうかしましたか？」

「え────？」

　不意に凄すごく近くから聞こえた声に、現げん実じつに引き戻もどされる。

　道路の向こう側、もうとっくの昔に通り過すぎてしまった背せ中なかを求めて向けていた視し線せんを戻もどすと、目の前に真ま白しろちゃんの顔があった。漫まん画がだったらドンッという効こう果か音おんでも聞こえてきそうなくらいのどアップ。あるいは僕ぼくが子こ供どもの頃ころに流は行やった暴ぼう走そう族ぞく漫画なら『!?』という記号が写しや植しよくされているだろう。流石さすがに『ゴゴゴゴ』はない。それだとちょっと違ちがう感じになるし。

　って、そんな事を悠ゆう長ちように考えている場合ではない。

　その近さといったらほとんど視界に彼女の顔しか入ってこないくらいで、覗のぞき込むようにやや下から見上げてくる体たい勢せいだ。身長差から考えると、背せ伸のびをしているのだろう。吐と息いきの音さえ聞こえてきそうで、香こう水すいでもつけているのか、甘あまい香かおりがした。

「おうわっ！」

　慌あわてて、後ろに飛びのく。人通りの多い所でそんな事をしたもんだから、立ち止まった僕達を邪じや魔まそうに避さけようとしていた買い物客に危あやうく体当たりしてしまうところだった。混こん乱らんした脳のうみそで謝あやまり、そのままバタバタと距きよ離りをとる。

「そんなに驚おどろかなくても……」

「いや、今のは驚くって。普ふ通つう、誰だって」

　言いながら、声が引き攣つっている事を自覚する。

　うむ～、なんとも心しん臓ぞうに悪い子だ。本人はきっと何とも思っていないのだろうから、余よ計けいに性た質ちが悪い。この年代というのはなんだかんだで、結けつ構こう無む防ぼう備びだからなぁ。

「誰か、お知り合いが居たんですか？　ずっと余よ所そを見ていましたけど」

「いや……うん、そう。ちょっとね。こんな場所で見かけるとは思ってなかったから、驚いちゃったわけだよ」

　半分噓うそで、半分本当。

　こんな場所で見かけるとは思ってなかったのは事実だけど、驚いたのはそれが原げん因いんじゃない。その原因はもっと別の事。志乃ちゃんと一いつ緒しよに居た相手が予想外すぎたからだ。

　あれは確たしかに、クロス君だった。道路を挟んだ状じよう態たいで、しかも顔がこちらを向いていなかったけれど、それでも間違いはない。実はクロス君は双ふた子ごで、さっき志乃ちゃんと一緒に居たのはその弟だった───なんてオチもあるかもしれないけれど、その場合でもあんまり違いはないだろう。

　クロス君。本名は知らない、偽ぎ名めいの少年。

　彼と出会ったのはとある事件に巻まき込まれた、その中でだった。

　クロス君自身は、決して悪い子じゃないと思う。会ったのは一度きりだし、それだってホンの短い時間だったけれど、悪人には思えなかった。多少、というかかなり口の悪い子ではあったけど、悪意はまったく感じなかった。あれはたぶん性格が捻ひねくれているだけだ、なんて本人が聞いたら烈れつ火かの如ごとく怒おこり出しそうだけれど、たぶんそういうタイプだと思う。

　だけど、彼は───ダメだ。

　彼自身がダメなのではなく、彼と一緒に居る事がダメなのだ。

　だってそれは、あの事件の再さい生せいだから。

　あんな事件に、もう二度と志乃ちゃんを関かかわらせてはいけない。

　他の事件だったらまだ良い。いや、全然良くはないのだけど。けど、志乃ちゃんに影えい響きようを与あたえたりはしないだろう。彼女は僕達とは違う次元で冷れい徹てつな部分を持ち合わせている少女だけれど、感かん情じようで人の狂きよう気きや猟りよう奇きを否ひ定ていしたりはしないけれど、倫りん理りとか道どう徳とくとかを全く持ち合わせていないわけではない。社会のルールを無む視しする事を積極的に望んでいるわけではない。だから、たとえどんなに僕達にとっては気持ちの悪い、悲ひ惨さんな事じ件けんに直面したとしても、情じよう緒ちよ面で変な影響を受ける事はないだろうと信じている。事件に関わって欲ほしくないのはそれが危き険けんなものだからで、そうでないというのなら、まぁ多少は──本当に多少だけど──本人の自由意い志しを尊そん重ちようしても良いかな、と考えているのだ。

　けど、あの事件は違ちがう。

　あの事件は、否ひ定ていしなければならないものだ。

　それも、感情で。

　理り屈くつではない、思いで。

　拒きよ絶ぜつしなければいけない。

「あの……」

「あ、ご、ごめん」

　またボンヤリしていたらしい。

　心配そうに見上げてくる真白ちゃんに、僕は慌てて笑顔えがおを向けた。それに対して真白ちゃんはやはり表情を崩くずさない。ふむ、参ったなぁ。ここは一つ、小こ粋いきなジョークで場を和なごませたいところなのだけど、どうやら僕にはその手のスキルが絶ぜつ無むらしく効こう果かは望めないだろう。

　仕方がない。

「今日のところは、これくらいにしようか」

「そうですね。もうこれ以上は意味はないと思います」

　曖あい昧まいな笑顔で同意してくれた真白ちゃんと並ならんで、駅へと向かって歩き出した。
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　真白ちゃんの自じ宅たくは、僕が普ふ段だん使っている駅の一つ隣となりにあるようだった。遠かったらどうしようかと思っていたのだが、まぁ、そりゃそうか。同じ中学に通っているのだ。高校や大学とは違って公立の小中学校は学区というものが存そん在ざいするのだから、そんなに遠いわけがない。電車やバスを使って通学する方が異い常じようなのである。

　そんなわけなので。

「家まで送るよ」

　駅を降おりたところで、僕はそう提てい案あんしていた。いい加か減げんそろそろ冬の足音も聞こえてくるだろうという今日この頃ごろ、陽ひはもうとっくの昔に落ちている。この辺りは駅前だから人通りも多く、周囲のお店も閉へい店てん時間には少し早いため明るいのだけれど、住宅街に入ってしまえば話は別だ。

「ほら、危あぶないしさ。一いち応おう、念のため」

　真白ちゃんは狙ねらわれているのだから、当然だ。

　そりゃ彼女からの相そう談だんは人探しだったし、僕だって襲おそい掛かかってくる犯はん人にんと血みどろの格かく闘とう戦せんをしたりとかそんなハードボイルド系けいの展てん開かいは断だんじて御ご免めんだけれど、それでもここで「はい、さよなら」と放ほうって帰るのはマズイだろう。

　申し訳わけなさそうにする真白ちゃんと並ならんで、そのまま駅前の道路沿ぞいに南下していく。僕が小学生だった頃から空き地のままになっている──一応一部は使われているのか、倉庫らしきプレハブはあったけれど──水道局跡あと地ちを眺ながめながら、住宅街へと入っていく。

　僕の住んでいる辺りもそうだが、この辺りもまた古い住宅街だ。その証しよう拠こに昔ながらの瓦かわら屋や根ねの平屋が幾いくつも並んでいる。と言っても、京都とか鎌かま倉くらみたいに趣おもむきがあるわけではない。単たん純じゆんに古いだけで、次に大きな地じ震しんが来たら危あぶないんじゃないかなぁと軽く不安に思ってしまうような家がほとんどである。

　そんな中に、ポツンと飛び出している家が一つ。周囲の古い日本建けん築ちくに対して、明らかに浮ういていると思える三階かい建だての近代建築。ただし、一階部分はほとんど車庫になっているらしい。玄げん関かんから少し離はなれた場所に、大きなシャッターが下ろされていた。ちなみに、そのシャッターの幅はばはどう考えたところで車一台分の幅ではないのだけれど、もしかしてもしかしなくとも、二台くらい持っているのだろうか？

　当然、敷しき地ち面積もかなりあるようで、この辺りが住宅街でアルミサッシの門と表札がなければ、テナントビルと勘かん違ちがいしたかもしれない。つまり、それくらいに大きく、その反面、自宅としての味気はほとんどない。もっとデザインに拘こだわれば良かっただろうに。まぁ、あんまり拘りすぎてヘンテコな家になるのも問題だけど。何となくだけど、この家を造った人の思考が読み取れてしまう。

　帰ってきて安全に眠ねむれるのなら他ほかに何も要いらない。そういう考え方だ。

　なんというか、凄すごく嫌いやな感じだ。そりゃ僕の家だって、今住んでいるアパートにしろ九州の実家にしろ、あるいはかつて住んでいた家にしろ、決して他人に誇ほこれるような代しろ物ものではなかったけれど、そういう問題ではなく、家にはそれとは別の価か値ちがあるはずなのだ。

　それが、真白ちゃんの家だった。

　見た限かぎり、防ぼう犯はん設せつ備びは万ばん全ぜんのようだ。玄関のドアには某ぼうセキュリティー会社のシールが貼はられているし、インターフォンにもカメラがついている。他にもきっと防犯装置を用意しているだろう。

「一度泥どろ棒ぼうに入られているんで、防犯にはだいぶお金を掛けていますよ」

「あ、そうなんだ？　大だい丈じよう夫ぶだったの？」

「いろいろ持っていかれましたけど命だけは無事でした」

　真白ちゃんが言うには、その泥棒というのはこの辺り一帯を片かたっ端ぱしから狙っていた外国人窃せつ盗とうグループの一人なのだが、家人に見つかると途と端たんに強ごう盗とうへとパラダイムシフトするタイプらしく、どこか別の場所では殺人にまで発はつ展てんした事もあるらしい。しかも、その時彼女は家の中に居いたのだそうだ。偶ぐん然ぜんにも侵しん入にゆう者しやに気付いて、直すぐに窓まどから逃にげ出したらしいのだが……なんてハードボイルドな人生なのだろう。誘ゆう拐かいされるわ、強盗とニアミスするわ。そういう星の生まれなのかもしれない。

　まぁ、ともかく。そういう過か去こがあるのなら、なお更さらに自宅の防犯は完かん璧ぺきと見て良いだろう。そんなわけなので、真白ちゃんが狙われるんだとしたら、外出中の可か能のう性せいが高いのだが。ここに来る道中、それとなく周囲に視し線せんを向けてみたが、不ふ審しんな人物の姿すがたはなし。路上駐ちゆう車しやの車は何台か見かけたが、普ふ段だんから見み慣なれすぎていて不審かどうかの判はん断だんは付かない。少なくとも、運うん転てん席せきに誰だれかが座すわっているような車はなかった。

　例の『リベンジ』が送られてきて既すでに二週間。未いまだ具体的な行動がないっていうのはちょっと不思議だったけど、まぁ、危険がないのならそれに越こした事はない。

「さて、それじゃあ僕はこれで……」

「あ、あのっ！」

「ん？　なに？」

「あの……ついでですから、上がっていきませんか？」
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　もちろん、最初は辞じ退たいした。両親は居ないから迷めい惑わくではないと真白ちゃんは言ったけれど、やっぱりいきなりお邪じや魔まするというのは問題だろう。そんな風に誘さそってもらえるのは嬉うれしい事ではあるが、中学生に気を遣つかわせるのは大人として非ひ常じように情なさけが無い。

　だが、真白ちゃんの方も引き下がらなかった。これまでの印象が霞かすんでしまいそうなほどの熱心さで上がっていって欲ほしいと誘い、そして。

「それに、夕飯がまだでしょう？　どうせだったら家うちで食べていってください。協力してもらっているお礼です」

　これが、決め手。

　弱味に付け込こまれてしまったような……って、真白ちゃんはそれを弱味だとは知らないだろうし、そんな弱味を持ってしまっている僕が一方的に悪いのだけれど。何にしても一食分浮くのはありがたい話で、ついでに凄すさまじくお腹なかも空すいていたもんだから、僕は結局、あっさりと陥かん落らくしてしまったのだった。

　そんなわけで、通されたリビング。本物の革かわだろうと思われる三人掛けのソファーの隅すみっこに僕は座すわっていた。こういう時、真ん中に座れないのは貧びん乏ぼう性しようとは違う。何というか、日本人の本ほん能のうみたいなものだ。電車の座ざ席せきなんかで必ず端すみっこだけが埋うまってしまうのと同じ現象だろう。

　しかし、それにしたって……広い家だ。そりゃ外からだって十分に伝わってくるものがあったけれど、中に入ってみて改めてそう思う。今居いるリビングだけでも、カウンター越ごしに見えるシステムキッチンまで含ふくむと、たぶん軽く二にじ十ゆう畳じようを超こえているだろう。僕ぼくの家に置いたらそれだけで身動きが取れなくなってしまいそうな六人掛けのテーブルもこのソファーも、この家にあるとやけに小さく見える。

　それもこれも、空白のスペースが多すぎるからだろう。

　どうにも生活感がないのだ。まるで住じゆう宅たく展てん示じ場じように迷まよい込んでしまったような感覚。現実感のない家具の配置は一見美しくはあるのだけれど、実じつ際さいに運用する上では問題があるだろう。

　これと同じ感覚を、僕は知っている。

　そう、志乃ちゃんの家に上がった時のそれと同じなのだ。彼女の家も何い時つだって綺き麗れいで、何時だって整えられていて、まるでそこに人間なんて居ないかのように無む機き質しつだった。暮くらしている人間が零こぼしていく色々なものが欠けつ如じよした『家』ではないただの空間。僕はそれが、大嫌いだった。

「それで、何が良いですか？」

「え？　何がって、何が？」

「夕飯です。お寿す司しに中ちゆう華か、フレンチ───は無いんですけど、和食だったらあります。他ほかにも、もちろんピザとかラーメンとかも」

　と、真ま白しろちゃんが差し出してきたのは、見み間ま違ちがいようもなく出前のメニューだった。色鮮やかだったり二色刷りだったりする紙をトランプのように扇状に広げている。

　あぁ、そうか。そういう事なのね。

　夕飯を食べるというから、てっきり料理を作ってもらえるのかと思ったのだが、思い違いだったらしい。っていうか、そりゃそうか。これくらいの中学生に、手料理を期待するのは間違っているのかもしれない。

「お料理、出来るんですか？」

「まぁ、ある程てい度どはね」

　どんな程度だ、と自分でツッコミを入れたくなるが、他に表現のしようがないのだから仕方がない。そこそこ、と言ってしまえば明らかに噓うそになるし、あんまり、ではレンジでチンと勘かん違ちがいされるだろう。常じよう識しき的てきな範はん囲いで、と言いたいところなのだが、真白ちゃんの『常識』が分からないのでそれも不可能だ。お米を洗せん剤ざいで洗あらったり魚が開きで泳いでいたりする星の住人だったとしたら、目も当てられない。

　しかし、真白ちゃんはある程度という僕の言葉をどういう意味でとったのか、生まれて初めて雪を見た遊びたい盛さかりの子犬みたいに目をキラキラさせながら質しつ問もんしてきた。

「得意な料理は何ですか？」

　あ～、やっぱり来た。

　日ひ頃ごろから料理を作っていると言うと必ずと言って良いほどそれを聞かれる。

　けど、僕は声を大にして言いたい。

『そんなものは無いッ！』と。

　常つね日頃から目分量に気分量、直感と経けい験けん、そして失敗しても挫くじけない勇気こそが料理の基き本ほんだと信じている男に、得意だの不得意だのという垣かき根ねは存そん在ざいしないのだ。昨日と今日と明日で同じ物を作っても、決して同じ味にはならないのだから仕方がない。慣なれた料理でも失敗する事はあるし、初めてでも会心の出来になる事がある。

　得意料理として他人に自じ慢まんできるようなものなど、あろうはずもない。

「そうですか。でも、残念です。そんな事だったら、途と中ちゆうでスーパーに寄よって来れば良かったです」

「食材、無いの？」

「無い、というか何というか……」

　恥はずかしそうに俯うつむく真白ちゃん。その仕草が気になって、一言断ことわりを入れて冷れい蔵ぞう庫こを開けてみた。

　開けてビックリ玉手箱───なんて大昔のギャグじゃ済すまされない惨さん状じよう。それこそ、このまま電気屋さんの店頭に並ならんでいてもおかしくなさそうなくらいに、まったくもって使われていないのだ。入っているものと言えば、ごくごく一いつ般ぱん的てきなマヨネーズとかの調味料、後は冷れい凍とう食品くらいで、およそ一般的な家庭の冷蔵庫とは思えない。

「母も父も料理をしませんから……。えっと、それから、もちろんわたしも」

「なるほど。これは出前を取るしかないね」

　ここにある物だけを使って夕飯を作れなんて、そんなのはプロの料理人にだって難むずかしいだろう。カリスマ主しゆ婦ふとかだったら可能かもしれないけど。僕は苦く笑しようして、素す直なおに真白ちゃんの差し出したメニューを覗のぞき込んだ。
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「しっかし、手がかりはなしか」

「……ごめんなさい」

「い、いや。別に責せめてるわけじゃないよ。こればっかりは、仕方のない事だし」

　というか、むしろこっちの方が申し訳わけない。なにせ、わざわざ相そう談だんしてもらったというのに、まったく役にたてていないし、何より今後役にたつ自信もないのだから。

　夕食後、今日の事と今後の方ほう針しんについて少し話をしていた。ちなみに出前はお寿司で、しかも真白ちゃんの『お気に入りフエーバリツトメニユー』であるらしい特上で、大変おいしゅうございました。……別に、自殺の予定はない。念のため、一いち応おう。

　それはともかく、やっぱり人ひと探さがしというのはお金と時間と、そして人じん脈みやくが大事なのだろう。

　明日大学に行ったら鴻こうの池いけ先せん輩ぱいにも協力を要よう請せいしてみよう。あの人はその手の事に関して知ち識しきが豊ほう富ふだろうから。あっちはあっちで忙いそがしそうだから全面協力までは得られないかもしれないけれど、ノウハウくらいは伝でん授じゆしてもらえるだろう。っていうか、それくらいの義ぎ務むはあるはずだ。うん、絶ぜつ対たい。

「で、これからどうしようか？　他ほかにどこか、心当たりはある？」

「他には……わたしの知る限かぎりでは、やはり大学でしょう。後はアルバイト先に、先さき程ほど見てきたような特とく撮さつ・メディアショップが幾いくつかと、行きつけの喫きつ茶さ店てん。それくらいです。基本的に、わたしはお兄ちゃんの私生活を深く知りませんから。年ねん齢れい差さから、どうしたって生せい活かつ範はん囲いが違ちがってきますし」

「まぁ、そっか」

　例えば僕だって志し乃のちゃんが普ふ段だん何ど処こに居いるのか、ほとんど知らない。小学生と大学生では生活時間や範囲があんまりにも違いすぎる。普段から一いつ緒しよに居るとは言っても、それは夕食を一緒に摂とっているだけで、一日の大半は別々に行動しているのだ。真白ちゃんとお兄さんだって、どんなに親しかったにしても常時一緒に居たわけではないだろう。

「ともかく、この続きは明日だね」

「え……？」

　と、真白ちゃんは驚おどろいた顔をしていた。

「どうかした？」

「いえ……明日、ですか？」

「あ、もしかして用事があった？　なら他の日でも構かまわないけど」

「いえ！　そういう意味ではなくて。わたしの方は何時でも構いません。学校が終わってしまえば、後は自由ですから。だから、問題なのはわたしではなくて……」

　モゴモゴと言い難にくそうに言葉を詰つまらせる真白ちゃんに、僕の方は首を傾かしげるしかない。何か、変な事を口走ったのだろうか。生あい憎にくと記き憶おくにはない。彼女の方も、説明はしてくれなかった。

　ただ別れ際ぎわ、真白ちゃんはニコリと微笑ほほえんで言った。

「貴方あなたは、とても良い人なんですね」

「そうかな？　ありがと」

　よく分からないまま、僕はそんな詰つまらない答えを返していた。
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　真白ちゃんの家を出て、そのまま真っ暗な道を自じ宅たくへと戻もどる。街灯があまりないのでともすれば地面さえ見失ってしまいそうだ。しかも周囲には人の気配が全くない。基き本ほんが住宅地なもんだから、夜になるといきなり人気がなくなるのだ。その分、日中はとにかく騒さわがしいのだけど。ぶっちゃけ、未いまだにこの辺りには竿さお屋やのトラックが通ります。えぇ、マジで。最長四メートルが二本で千円らしいです。

　そんな街まち並なみを歩きながら、ふと思い立つ。

　一度、志乃ちゃんの家に顔を出してみよう。

　真白ちゃんの家からだとちょっと遠回りになるのだけど、仕方がない。日につ本ぽん橋ばしを歩き回った事で消費した分の体力は既すでに回復しているし──主に美お味いしいお寿す司しのおかげだ──気き候こうも穏おだやかだから夜の散歩と洒落しやれ込こむのも悪くないだろう。

　そんなわけで、少しコースを変える。

　流石さすがにもう帰っているだろう。というか、帰ってなかったら大おお事ごとだ。

　小学生が八時や九時を過すぎても帰宅していないなんて、僕の時代にはよっぽどの事じ情じようがない限かぎり考えられない事だ。まぁ、最近の小学生にとっては必ずしもそういうわけではないらしく、塾じゆくに通っていたりすると平気でそれくらいの時間になったりもするようだ。志乃ちゃんだってそう。昔は色んな塾を掛かけ持ちしていて、遅おそいときには十時を過ぎる事もあったらしい。

　だが、今はそんな塾には通っていない。一つだけ未だに通っているのはあるけれど、夜遅くまでみっちりというのはない。個こ人じん経けい営えいの小さな塾で、土曜日の午後を少しだけ利用した、塾というよりは勉強会みたいなところで参加不参加は自由という、ちょっと変わった塾だ。なんで優ゆう秀しゆうな成せい績せきを収おさめている志乃ちゃんがそんな塾に通っているのかについては、またいずれ語る機会もあるだろう。

　ともかく、塾があるわけでもなく遊び歩いているのならば、この時間はちょっと遅すぎる。クロス君だってその辺り、ちゃんと分かってくれているだろうと思うけど……どうだろうかなぁ。

　それに、帰宅しているかどうかも不安だけど、帰宅していたとしてどうするべきなのか、実はよく分かっていないのだった。

　今日の事を聞いてみよう、とは思っているのだけれど、果たしてまともに答えてくれるものだろうか。意図的に僕に隠かくし事をしているのだとしたら、非ひ常じように望み薄うすだ。下らない言い訳わけで誤ご魔ま化かそうなんて思考の存そん在ざいしない志乃ちゃんが取り得る対たい応おうは、絶ぜつ対たい零れい度ど下かの氷ひよう像ぞうだって裸足はだしで逃にげ出しそうなほどに沈ちん黙もくを貫つらぬき通すか、居い合あい抜ぬきの達人だって脱だつ帽ぼうするくらいに真っ向からその質しつ問もん自体を切り捨すてるかのどちらかだろう。そしてそのどちらの場合でも、僕に勝ち目はない。

　情なさけない、とかそんなツッコミは遠えん慮りよしておく。そんな事をいう奴やつは、一度体たい験けんしてみれば良い。あのブラックホールじみた真っ黒な瞳ひとみで見つめられると、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるどころか、鏡の盾たてを忘わすれてメデューサに挑いどんでしまったペルセウスの如ごとき気分になるのだから。

　と、そんな事を考えているうちに、何い時つの間にか直すぐ近くまでやって来ていた。この辺りでは一番の高級住じゆう宅たく街がいは、真白ちゃんの家の近くとは違ちがって近代建けん築ちくもそこそこ見られる。瓦かわら屋や根ねの平屋でも門は最新とか、そういう家もあったりしてなかなか面おも白しろい。そんな一角に志乃ちゃんの家はあるのだけど……。

「ん？　あれは……？」

　ちょうど隣となりが平屋なもんだからひょっこりと頭を飛び出させて見える志乃ちゃんの家。その玄げん関かん先さきに、人ひと影かげが見えた。ただし、期待していた志乃ちゃんの姿すがたではない。いくら夜だからといって、小学生と大人とを見み間ま違ちがえるほどではない。ましてあの子は凄すごく小こ柄がらなのだ。嫌いやでも違いは分かる。

　では、彼女の両親なのか。一いつ瞬しゆんそれも考えたが、直ぐに気付く。

　違う。そのどちらでもない。

　庇ひさしによって月明かりが遮しや断だんされている玄関先は暗く、顔立ちまではハッキリとしないけれど、間違いなくそれは僕の知らない男だった。

　それもただの訪ほう問もん者しやではない。そんなのは一目で分かる。三段ほどの小さな脚きや立たつを使って玄関先の庇に何かしているような、そんな知り合いが居るはずない。

「何してるっ！」

　咄とつ嗟さに、声を上げていた。

　躊躇ためらいなんかなかった。こういう場合、直すぐに大きな声を出すのは迂う闊かつで、人を呼よばれるのを恐おそれた犯はん人にんが襲おそってくる可か能のう性せいがあるから、慌あわてず騒さわがず冷静に警けい察さつを呼ぶのが大事だ、と以前に聞いた覚えがあったが、そんな事は頭のどこかから飛び出してしまっていた。

　だが男はもう少し冷静、あるいは臆おく病びようだったらしい。こちらに気付くと、慌てたように脚立から飛び降おりて、そのまま逃げ出した。もちろん、脚立は置きっぱなしで。

　どうする？　追うのか？

　迷まよいはなかった。何より優ゆう先せんされなければならないのは、志乃ちゃんの安全を確かく認にんする事だ。彼女の部屋がある二階にも何ど処こにも電気は点つけられていない様子だったけれど、既すでに眠ねむっているという可能性だってある。

　駆かけ出そうと踏ふみ出した足をそのまま踏み切り、家の前にたどり着く。

　そうして、僕はようやく『それ』に気付いた。男が何をしていたのかは暗くて良く見えなかった。脚立を使って庇に何かしていたのはだいたい分かるけど、具体的には分からなかった。それよりも、男の存在自体に目が集中していた所せ為いもあるだろう。
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　だから僕は、その存在にようやく気付いたのだ。

　そこに在あったもの。

　それは、犬の、死体。

　ただし、普ふ通つうの死体ではない。

「なんだよ……コレ。どういう事だ？」

　湧わき上がってくる疑ぎ問もんに、答える声は無い。

　その犬は。

　首を吊つって、死んでいた。




０４／




　目覚めは、最悪。最悪を通り越こした、激げき悪あくとでも言うべきなのか。どっちがより酷ひどいのかは分からないが、どちらだとしても今の気分がこれ以上ないくらいに悪いものである事に変わりはない。

　当然だ。あんなものを見てしまったのだから。まともに眠りに落ちる事など出来るはずもない。家に帰りついた後も、布ふ団とんの上で悶もん々もんとしていた。夜が明け始める頃ころになって肉体的な限げん界かいがやってきて、強きよう制せい的てきに意い識しきが途と切ぎれたのだが、夢ゆめの中でもずっと昨夜の光景がリプレイされ続けていた。

　おかげで、眠った気がしない。時計を見る限かぎり、四時間くらいは眠れたはずなのに。身体からだはぐったりとしていて、お酒を飲んだ時のように脳のうがぐらんぐらんしていた。

　あの後、志乃ちゃんの不ふ在ざいを確認すると、僕ぼくは一人で犬の死体を処しよ理りした。そのまま残してなど行けるはずもなかった。

　吊られていた庇から下ろし、上着で包くるんでアパートまで戻もどった。そして敷しき地ちの隅すみっこに埋うめた。この場所はいずれ大きなマンションへと生まれ変わる予定なのだから永えい眠みんは出来ないかもしれないが、他ほかに適てき当とうな場所を思いつかなかったのだ。公園という選せん択たく肢しが無いわけでもなかったが、他の人に見つかればとやかく言われるだろう。そういう面めん倒どうは避さけたかった。

　頭がパンクしそうで、精せい神しん的てきに疲つかれていたから、埋めただけで終わりにしてしまったけれど、今度ちゃんと花でも買ってこよう。あんな殺され方をされてしまったのだ。誰だれかがちゃんと弔とむらってあげないといけない。

　とはいえ、それはもう少し先の事になるだろうと思う。

　今はまず、優先しなければならない事があるのだから。

　昨夜見た人影。あれは何者だったのだろう。

　泥どろ棒ぼう、というわけではない。

　盗ぬすみに入った家に犬を吊るす泥棒なんて、聞いた事がない。

　となれば、嫌いやがらせ────。

　けど、いったい誰が。何のために。
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　世界は僕の思おも惑わくに関係なく動いているわけで。今の気分が最悪だからといって都合よく休きゆう講こうになどなってくれない。大学の講義は高校までとは違ちがって、最終的に単位を取れるのなら好きに休んでも怒おこられないのだけれど、それでも元々学力に自信のない人間としては毎回の出しゆつ席せき点てんは逃のがせない。

　それに、家に居いてもきっと悶もん々もんとし続けているだけだろう。志乃ちゃんに会う事も出来ず──当然学校へ行っているはずだから──一人で考え事をしていたって、答えが出るわけじゃない。

　そんなわけなので、僕は大学へとやってきていた。鬱うつ々うつとした気分のまま二つ講こう義ぎを終えて、お馴な染じみのカフェへと向かう。別べつ段だん約束はしていなかったのだが、昨日の今日だ、絶対居るだろうと思っていた。

　案の定、居た。っていうか、この人は何い時つもここに居るよなぁ。ちゃんと講義に出ているのだろうか。話を聞いた限かぎりでは成せい績せきは優ゆう秀しゆうらしいから大だい丈じよう夫ぶなのだろうけれど、ちょっと心配になってくる。まぁ、僕に心配されるようなヤワな人ではないのだけど。

「鴻池先せん輩ぱい」

「おー、待っとったでー」

　声を掛かけると、思い切り広げられたスポーツ新聞の横から満面の笑顔えがおをちょこんと飛び出させて、先輩は答える。約束をしていないのに待っていたとはこれ如い何かに。昨日とは打って変わって何時もと変わらぬ表ひよう情じようへと戻もどった先輩は無む駄だに明るかった。まるで、先輩の陰いん鬱うつが僕へと乗り移うつったみたいだ、なんて思ったけれど、もちろん口には出さない。

「で、そっちはどないな感じや？」

「あー、さっぱりです。真ま白しろちゃんの相そう談だん事ごとっていうのが、何というか……まぁ人ひと捜さがしみたいなもので」

「人捜しぃ？　なんや、そういう内ない容ようやったんか？」

　先輩はスポーツ新聞に視し線せんを向けたまま不思議そうに言った。

　っていうか、この人はそんな事さえ知らずに僕を行かせたのか？

　思わず呆あきれたため息を漏もらしたくなって、ふと、ある疑ぎ問もんが浮うかび上がってくる。

「そう言えば、そもそも先輩と真白ちゃんってどういう関係なんですか？　また、家庭教きよう師しとかですか？」

「いや、ちゃうよ。っていうか、実を言うとやな、ウチは直ちよく接せつには逢おうた事ないんよ」

「は？　会った事がないって……知り合いじゃないんですか？」

「正せい確かくには知り合いの知り合いやね」

　知り合いの知り合いって、それってつまり他人って事なんじゃなかろうか。

「まぁ……なんというかなぁ。アンタは、その真白って子が昔誘ゆう拐かいされた事、聞いてるんか？」

「あ、はい。それは聞かされました。っていうか、それに関係した事ですし」

「なら良ぇんやけど。その事じ件けんの担たん当とう官かん──今は退たい職しよくしとるから元やけど──がウチの知り合いで、その繫つながりで今回の話が回ってきたわけや。自分はもう捜そう査さできないから、お前が力になってやってくれってな」

　元とは言え刑けい事じさんにも知り合いが居るのか、この人は。いや、まぁこれまでにも警けい察さつしか知らなさそうな情じよう報ほうを知っていたりしたし、その辺りから警察の知り合いが居るんじゃないかとは思っていたのだけど。

「しかしまぁ、アンタはほんまにお人ひと好よしやなぁ」

「は？　いきなり、何ですか？」

「いやだって。話、聞いてくるだけで良かったのに、自分から解かい決けつに乗り出すやなんて」

「え、あれ？　聞くだけでって、それだけで良かったんですか？」

「あのなぁ。そらそーやろが。ちゃんとウチは言うたやろ？　ウチの代わりに、話聞いたってって。ウチはどうしても抜ぬけられん用事があるからって」

　確たしかにそう言っていた。

　言っていたのだけれど……。

　今いま更さらながら気付く。僕はどうやら、物もの凄すごい勘かん違ちがいをしていたのかもしれない。先輩の口調から、自分の代わりに相談を受けてくれ──つまりは解決してくれ──という意味だと思っていたのだ。

「アホ。いくらウチかて、具体的な内ない容ようも知らんとアンタに丸投げするような事せんわ」

「…………」

　そうだろうか？

　ホントにそうかな？

「……なんや、その疑うたがわしげな顔は」

「あ、いえ。別に疑わしいとか、そういう事も平気でやりそうだなぁとか、基き本ほん的てきにそういう些さ細さいな事は気にしない性せい質しつですよねとか、そんな事は全く考えていません」

「えぇ根こん性じようしとるわ」

　ニヤリと野生の猛もう獣じゆうじみた壮そう絶ぜつな笑みを浮うかべる先輩に、慌あわてて前ぜん言げん撤てつ回かい。

　ま、なんだかんだで、先輩は先輩なりに真しん剣けんなわけだから。最終的な解決までも他人に丸投げするような事は絶ぜつ対たいにないとは分かっているのだけれど。けど、ある程てい度どの範はん囲いでなら平気で僕に押おし付けてくる人だからなぁ。

「で？　どうするんや？」

「どうするって、何がです？」

「別にウチとしては、無理やりアンタを巻まき込こむつもりはなかったんやけど、自分から望んで協力してくれる言うんやったら、こっちとしては是ぜ非ひにでもお願いしたわ」

「普ふ段だんからそういう優やさしい言葉が欲ほしいところなんですけど……もちろん、今いま更さら降おりるつもりはないですよ。真白ちゃんとも約束しちゃいましたし」

　正直な話。今は他ひ人と事ごとに構かまっている余よ裕ゆうはない。志し乃のちゃんの周囲で何かが起こっている事は間違いないのだから、僕としてはそれを最さい優ゆう先せんに解決してしまいたい。

　けれど、だからと言って真白ちゃんを放ほうっておくわけにもいかないだろう。信しん頼らいできる先輩に任まかせておけば大だい丈じよう夫ぶ、とも思うのだけれど、多た忙ぼうそうな現げん状じようを見てしまうと彼女にだけ任せっきりにするのも良くないように思える。まして、真白ちゃんは僕の事を信頼してくれているのだ。その信頼に応こたえる義ぎ務むが、僕にはあるのだろうと思う。

「まぁ、せやけど。話を聞く限かぎり、アンタ向きかもしらんなぁ。これが犯はん人にんの逮たい捕ほやったらアカンかったけど、次なる犯はん罪ざいの抑よく止しって事やったらアンタもそこそこ本気になるやろ？」

「そりゃそうですけどね。真白ちゃんのお兄さんが人を殺すかもしれないっていうんなら、絶ぜつ対たいに止めなきゃいけないですし。何より彼女の安全だけは確かく保ほしないと。でも、やっぱり僕が本気になったところでこの手の事はどうしようもないわけでして」

　先輩のお力を貸かしてください、と頭を下げる。

「もちろん、元々はウチの役やく割わりやねんから、なんだってするわ」

　頼たのもしいお言葉だ。本当に、先輩の「なんだってする」は頼もしすぎて背せ中なかに冷たい汗あせが流れるくらいである。

「で、とりあえず、その送られてきたって紙を預あずかってきたんですけど」

　どうぞ、とＢ５サイズの紙をテーブルに置く。先輩はそれを取り上げ、「んん～？」と思いっきり顔を近づけた。字が小さいからそうしないと読めないのだ。

「ん～、ほんまに『リベンジ』やねぇ。なんちゅうか、学力レベルの低い脅おどしやなぁ」

「それは確たしかにそんな感じですけど。でも、これがもし本当に誘ゆう拐かい犯はんによるものなんだとしたら、洒落しやれになってないですよ」

「もとより、洒落で済すましてやる必要もないって感じやけどな」

　先輩の場合はちょっと洒落を混まぜるくらいがちょうど良いと思いますけど。過か去このロシア警察ばりの強行的な事件解決を思い出しつつ、心の中でツッコミ。口には出せない小心者な僕なのだ。

　しかし、確かに洒落で済ましてあげるほど同どう情じようの余よ地ちはないのも事実だろう。自分達の勝手な犯罪が、勝手な仲間割われで失敗に終わって、それを勝手に逆さか恨うらみしているというのなら、そんな馬ば鹿かげた話はない。

「まぁ、えぇわ。とりあえずこれは借りるで？　こっから飯いい村むらの指し紋もんでも出てくれば、警察も動きやすいし」

「え？　飯村……？」

「誘ゆう拐かい犯の事やけど……なんや、それは知らんかったんか？」

　知らんかったんか、って知ってるわけないじゃないですか。指名手配されとるし新聞にも載のったはずやねんけどなぁ、なんて先輩は言っていたけれど、生あい憎にくと何年も前の事件なんて覚えていないし、その頃ころにしろ今にしろ、新聞なんて読んでいません。

「誘拐犯は二人。一人は碓氷うすい省しよう吾ご、当時三十二歳さい。犯行の一年前まで市内にあるちっこい商社で働いとったけど、リストラされてその後は無む職しよく。雀すずめの涙なみだほどの退たい職しよく金きんと失業手当でしばらく生活しとったんやけど、住じゆう宅たくのローンも残っとったし直すぐに消費者金きん融ゆうに手ぇ出して、案の定首が回らんようなってもうたってわけや。まぁ、あの時代の典てん型けい的てきな転落パターンやね。せやから、起死回生の一発として、事件を起こしたわけや」

　確かに、典型的なパターンだろう。

　あの時代、それまでは当たり前の権けん利りであった終身雇こ用ようが崩くずれて、突とつ然ぜんのリストラに路頭に迷まよった人は少なくない。斯かく言ううちの親だって、結けつ構こう危あぶない時期があったらしいし。親の仕事なんて全く分かっていなかったから他人事だったけど、今から考えると、そしてそんな話を聞いてしまうと、恐おそろしい話だったのだなぁと思う。実を言うと九州に引っ越こす事になったのもその辺りに関係する事情からで、なかなかに笑えない。

「せやけど、そんな起死回生の一発はあっさりと失敗に終わった。どういう理由でかは分からんねやけど──たぶん取り分の問題になったんやろうなぁ──仲間割れして結局、碓氷は殺されてもうた」

　真白ちゃんならその辺りの詳くわしい事情を見聞きしているのだろうけれど、彼女はその時の光景をはっきりと覚えていない。記き憶おくから削さく除じよし、残った記憶さえ他人事にする事で自分を守ったからだ。

「で、その犯人とされる人物こそが飯村聡さと史し、同じく当時三十二歳さい。碓氷とは違う会社で働いとったんやけど、ほぼ同時期にリストラされて、その後の転落人生も似にたようなもんや。そういう境きよう遇ぐうが二人を結びつけたんやろ。具体的にどうして出会ったんかはわからんねんけど」

　ハローワークでハローしちゃったんやろなぁ、なんて。微び妙みようにいろいろ気を使わないといけなさそうな発言は止やめて下さい。ともかく、何ど処こでどうして出会い、どんな理由から共に犯罪を計画するようになったのかはまだ不明らしい。

　そりゃそうだろう。そんなのは犯人の口から直接聞かない限り分かりようもない事で、そんな犯人の内、一人は死し亡ぼう、一人は逃とう走そう中ちゆうなのだから───って。

「ちょ、ちょっと待ってください。その逃亡したもう一人の犯人ってまだ捕つかまってないんでしょ？　なのにどうしてそんな、名前なんかが分かったんですか？」

「それはやなぁ……実はな、碓氷の自じ宅たくから『犯行計画書』が発見されたんや。そこには涼すず風かぜ真白の家の住所や電話番号、周辺の詳しよう細さいな地図。真白の学校までの通学経けい路ろや登下校時間。普段良く立ち寄よる場所や両親や学校の友人連中の行動パターン。その他、どうやって手に入れたんか学校の行事予定や、真白の家に誰だれが何時何分訪ほう問もんしてきたかまで、事細かに調ちよう査さされた上で、どのタイミングで犯行を行い、どの経路を通って何処に潜せん伏ぷくするか。その後の連れん絡らくや身みの代しろ金きん受け渡わたしの方法まで、それはもう、小説でも書くつもりやったんちゃうかと思えるくらいに、詳細に書かれとったんや。……でもまぁ、そこに自分達の連絡先や本名に対する呼こ称しようまで書いてあったんは、明らかに間の抜ぬけた話やねんけど。おかげで、飯村の名前や住所を見つける事が出来たってわけや」

　それは確かに……何というべきなのか、かなり間抜けな話だ。

　彼らにしてみればそもそも失敗するつもりなどなく、またたとえ失敗したとしても仲間割れなんて結末を予想していなかったのだろうから、犯行計画書に本名を書いていたとしても問題はないだろうと考えたのだろうけれど。

「で、その犯行計画書を書いたんはどうやら飯村らしくってな。自宅から原本みたいなノートも見つかっとるし。そっから山ほど指紋を採さい取しゆしとるから、照合は簡かん単たんやろ」

「分かりました。そういう事なら、お願いします」

　紙から指紋が出れば警察は具体的に捜そう査さを開始するだろう。真白ちゃんは大おお垣がきさんが見つかるまでは警察を動かしたくないらしいけれど、何かがあってからでは遅おそすぎる。

「で、人捜しの方なんですけど……」

「ん？　あぁ、そっちもいくつか手は打っとくわ。今日明日でどうこうなるってようなもんやないから、しばらく掛かかるやろうけど。とりあえず、アンタは今日も？」

「です。真白ちゃんの学校が終わってから。今日は大垣さんの大学に行ってみようかと」

「大学には顔出しとらんねやろ？」

「そうですけど……でも、ゼミに入っているみたいですし、そこの人達やサークルの人達に話を聞けば、何かしら情報を得られるんじゃないかなぁと」

　真白ちゃんは知らなくとも、同年代の友人知人から聞けば何かしら分かる事もあるだろうという判はん断だんなのだが、それに対して先せん輩ぱいは不思議そうな顔をしていた。

「ん～。順じゆん序じよが変な感じやけどなぁ」

「順序、ですか？」

「そう、順序や。まぁ、別にえぇんやけど。何にしても手は貸すから、何かあったら連絡してやぁ」

　先輩の言わんとしている事はよく分からなかったが、とりあえず頷うなずいておく。協力を得られる──実じつ際さいには僕ぼくが協力している立場なのだけど──のならありがたい。とついでに。もう一つお願いしておきたい事があったのだ。

「先輩、志乃ちゃんから何か聞いてません？」

「シノシノから？　いや、ここしばらくは会っとらんけど……何かあったんか？」

「いえ……やっぱり危あぶない事に関かかわってるみたいで、ちょっと心配になったんです」

　そうか。鴻こうの池いけ先輩には何の連絡もなしか。となると、さほど緊きん急きゆう性せいの高いものでもないのかもしれない。志乃ちゃんだって先輩の能力スキルはよく分かっているのだから、どうしても手に入れたい情報がある場合は頼たよるはずだ。

「ふ～ん。まぁ、えぇわ。なんやったら、そっちの方も気にかけとこか？」

「そうしてもらえると、ありがたいです」

「了りよう解かい。ほんなら、何か分かったら連絡するわぁ……って、アンタ、いい加か減げんに携けい帯たい持ちや」

「前向きに考えてはいるんですけどね」

　先輩の呆あきれたような表ひよう情じように、僕は苦笑するしかなかった。





＊　＊　＊






「今日もついて来るつもり？」

　志乃は隣となりを歩くクロスにやや険けんのある口調で聞いた。七時間目の授じゆ業ぎようが終了し、放課後。小学校の校門から少し離はなれた位置で待ち構かまえていた彼に捕つかまってしまったのが、今からおよそ十分ほど前の事だ。「前々から思ってたけど、お前んとこのガッコってマジスゲーな、でも、滅め茶ちや苦く茶ちや近づきにくいのはどーなんよ？」なんて適てき当とうに話しかけてくるのを無む視しして歩いていたのだが、並行して歩かれる事、十分。昨日の一時間を超こえるどころか圧あつ倒とう的てきに短い時間で、志乃は口を開いていた。

「私と一いつ緒しよに居いれば、貴方あなたも狙ねらわれる危き険けん性せいがある」

「そりゃ百も承しよう知ち」なんて、クロスは全く気にした様子もなく、むしろ何ど処こか楽しげだ。「こんな面おも白しろそうなネタ、見み逃のがせるかよって」

「……奇き特とくな人」

「うるせっ！」

　ウザったそうに吐はき捨すてたクロスだったが、本人だって多少なりと自覚しているらしく、少しだけバツの悪そうな表情だ。

「っていうか、そういう意味じゃお前だって十分に異い常じようだろ？　自分が狙われてるってのに堂々と街中歩き回りやがって。ガキならガキらしく、大人しく家の中に籠こもってりゃ良いだろうに」

　そう考えるのが一いつ般ぱん的てきなのだろう。

　もちろん、理り屈くつがないわけではない。自じ宅たくの住所を知られている以上、安全を優ゆう先せんするのならば家の中に籠るという作戦には実はあまり意味がないのだ。籠っているところを襲おそわれれば逆ぎやくに危き険けんになる可か能のう性せいがあるのだから。むしろ歩き回っていた方が、襲う側の動きを束そく縛ばくできる点でよほど安全性が高い。昨日のように人通りの絶たえない場所を歩いていれば、よほどの事がない限かぎり襲われる事はないだろう。

　とは言え、それは志乃が特別冷静だからこそ選べる選せん択たくと言えるだろう。

　何せ、犯はん人にんの姿すがたが分かっているわけではないのだ。例えばの話、道みち端ばたを歩いているどこにでもいそうなサラリーマンや主しゆ婦ふが襲しゆう撃げき者しやである可能性もある。まして人通りが多いとなれば、その分だけその中に紛まぎれ込こんでいる可能性はぐっと上がるのだ。誰が襲撃者であるか分からない状じよう況きようは、そのまま誰もが襲撃者であるという不安へと変わるだろう。それこそ、この世界の全すべての人間に襲い掛かかってくる可能性が存そん在ざいするという恐きよう怖ふは、まともな神しん経けいでは一日と耐たえられない。大人しく家の中に籠りたいと思うのが、普ふ通つうの発想と言える。

「で？　なんか具体的な攻こう撃げきはあったのかよ？」

「幾いくつか私を狙ねらったものであると考えられる攻撃はあった。けれど、具体的にダメージを与あたえるものは一つもない。例えば……車で横を掠かすめて行ったり、家の周囲をウロウロしているとか、その程てい度ど」

「はぁ？　なんだそりゃ。連中、自じ爆ばくテロだって平気でやるってのに……遊んでるのか？」
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　恐らく、身体からだに爆ばく弾だんを巻まきつけて自殺した少女の事を言っているのだろう。

「遊んでいるというわけではないと思う。単に、獲え物ものをいたぶるつもりなのでしょう。そこから、統とう率そつしている誰かが居いる事が分かる」

　連中がもし同じ目的を持った同どう志し───ただの『祭り』の参加者なら、彼らは各々に自由に行動し、そして当然、その行動は加速度的にエスカレートしていくだろう。『祭り』の中で少しでも目立つために。自分の優ゆう秀しゆうさを誇ほこるために。

　集団から逸いつ脱だつする事を過か剰じようなまでに恐おそれながら、そのくせ集団の中の一人として捉とらえられる事を嫌いやがり、個こ性せいとかわけの分からない幻げん想そうに縋すがりつくのが人間の心理だ。彼らは集団の一員である自みずからの個性を少しでも誇こ示じするためにも、他の参加者達に負けない派は手でな事をしなければ我が慢まんならなくなるだろう。

　だが、現げん時じ点てんで彼らにはそういった逸脱行こう為いが見られない。

　ならばそれが『祭り』のルールなのだろう。そして、そんなルールがあるのなら、それを作った人間が居るのは必然。その誰かは、冷静な残ざん酷こくさで参加者達を統率している。参加者を自分の望むままに誘ゆう導どうしている。

　だけど───何のために？

　これがただの『祭り』なのだとしても、確たしかに多少のルールは必要だろう。それぞれがやりたい放題では、ゲームは成り立たない。それは理り解かいできる。だから志乃が問題視しているのはその点ではない。

　どうして、『統率する立場リーダー』になる必要があったのか、だ。ただ自分の理屈を守るために市か井み垣さ忍まを穢けがした大たい罪ざい人にんを処しよ罰ばつしようとしているだけなら、あるいはゲーム感覚で少女を嬲なぶり者にしようとしているだけならば、その必要はなかったはずだ。

　志乃の個人情じよう報ほうを晒さらすだけで───切っ掛けを与あたえてやるだけで良かったはずなのだ。

　最初、志乃はそう思っていた。どういった理由で志乃を狩かり立てようと考えたのかは分からないが、個人情報を晒したのはそれだけ仲間が欲ほしかったからだろう。一人では恐おそろしいから、賛さん同どう者しやが欲しかったのだ。集しゆう団だんの中に埋うもれてしまえば個人としての責せき任にんは薄うすまるのだと信じている。例え百人が同じ罪つみを犯おかしたとしても、その重さは百分の一にはならない。それぞれがそれぞれに相応ふさわしい『一すべての罰』を与えられるのだ。そんな簡かん単たんな事さえ分からない愚おろか者なのだろうと、思っていた。

　だから、面倒だとは思っても危き険けん視しはしていなかった。相手の思おも惑わくがその程てい度どのものなら、破は滅めつさせる事は容易たやすい。昨さく晩ばんだって、家の前を荷物を背せ負おってウロウロしていたあからさまに怪あやしい男を、その場で『終わらせる』事だって出来た。各かつ個こ撃げき破はだ。片かたっ端ぱしから叩たたき潰つぶしていけば良い。

　だが志し乃のはそれを選ばなかった。相手の思惑は、未いまだ分からない。その人物だけが別の動機を持っている。何か別の意思で他者の意思を操そう作さし、志乃への直接的な攻撃を避けている。その理由が分かるまでは、動くべきではない。志乃はそう判はん断だんしていた。

「ふ～ん？　なんか、いちいち考えすぎな気もするけどなぁ」

　他人事らしく欠伸あくびをかみ殺したような声で言うクロスに、否ひ定ていはしない。自身、多少ではあるがそんな気はしている。それがどんな思考から、感情から生まれたものなのかは分からないが、過か剰じように反はん応のうしているのではないかと思う。

　それはやはり、相手があの思想だからなのか────。

　と、そこで志乃は背後から近づいてくるエンジン音に気付いた。

　彼女の記き憶おく力りよくはおよそ一いつ般ぱん人じんのそれとは次元が違ちがっている。彼女は一度見たものを決して忘わすれないし、一度聞いた音もその特とく徴ちようを細部まで忘れない。絶ぜつ対たい音感を持っているわけではないので微び細さいな齟齬エラーは含ふくむが、よほどでない限かぎり間違う事はない。

　だからそのエンジン音が、以前聞いたものと同じである事さえも、理解していた。

　一いつ瞬しゆん、どうするべきか迷う。けれどそれは本当に一瞬だけの事で───だから彼女は、エンジン音がぎりぎりまで近づいたところで、身体からだを反転させ、クロスの服──肘ひじの辺り──を摑つかんだ。

「……お？」

　という驚おどろきの声を上げる彼を無む視しし、足を引っ掛かける形で膝ひざの裏うらを思い切り押おしてやる。所謂いわゆる、膝かっくんというやつだ。そして、倒たおれそうになる身体を持ち直そうと無む意い識しきに背中側に籠こめられた力を利用し、更さらに志乃自身の体重も掛けて、倒れながら腕うでを引き落とす。

　随ずい分ぶん変形してはいるが、柔じゆう道どうでいう大おお外そと刈がりに近いだろう。クロスは受身さえ取れず背中から地面に倒れ、ついでにゴンッと後頭部をぶつける。

　その真上を───風を切る音が通り過すぎた。

　それに続いて、ガシャンというガラスが割われる音が聞こえる。

　更にアクセルを踏ふみ込んだらしく大きなエンジン音。視線を向けると、シルバーのセダンが遠ざかっていくのが見えた。

　以前見たものと同じ車種。同じナンバー。振ふり返った瞬間見えた運うん転てん席せきに居いたのは男だった。車内だというのに目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶっていたため顔はハッキリとは分からなかったが、前回と同じ人物である事に間ま違ちがいはないだろう。

　鴻池キララ辺りに頼たのめば、そのナンバーから持ち主を割わり出す事も可か能のうなのだろうが、それは出来ない。あの女じよ性せいはあれでかなりのお人ひと好よしだ。志乃が頼めば無む条じよう件けんで請うけ負ってくれるだろう。だが同時に、かなりのお節せつ介かいでもある。相そう談だんしたが最後、事件が解かい決けつされるまで延えん々えんと首を突つっ込んでくるだろう。それはどうしても避さけたい。

　それに何より───キララには何事にも『彼』を巻まき込もうとする悪あく癖へきがある。

　それは絶対に避けなければ。

　そんな事を考えていると、

「痛いってぇなっ、クソガキ！　いきなり何しやがるっ！」

　クロスの悪あく態たいが聞こえてきた。どうやら、ぶつけた後頭部に怪け我がはないらしい。たんこぶくらいは出来ているかもしれないが。

　それを確かく認にんすると、志乃は立ち上がってガラスの割れる音がした方を向いた。地面には透とう明めいなガラス片へんが散らばっていて、灰はい色いろのコンクリート塀べいの一部が黒っぽく変色している。恐らくは水か何かが入れられたガラス瓶びんを投げつけてきたのだろう。

　ただし、着ちやく弾だん点てんを見る限かぎり、やはり直撃するコースではなかった。クロスが居いたため、念のために回かい避ひ行動をとりはしたが、どうやらその必要はなかったらしい。同時に、まだ動きはないという事か。しばらく、この状態が続くのだろう。

「ちきしょ、マジ痛いし」

「…………」

「その自じ業ごう自得だと言わんばかりの沈ちん黙もくはムカツクなぁ」

　引き攣つるような声は、誤ご解かいでは無いので放ほうっておく事にした。
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　昨日よりはだいぶ早い夕方前。昨日とは違い真ま白しろちゃんの自じ宅たく前まえで待ち合わせ、そのまま大学へと向かう。大学と言っても僕ぼくの通っているところではなく、大おお垣がき六ろく郎ろうさんが通っている大学だ。

　彼の通う大学は僕達の家からそう遠くない場所にある私立大学だった。僕の大学と同じ私学と言っても、レベルの上では一つか二つくらい上だろう。学部によって大きな差があるらしいし、受じゆ験けんの候こう補ほにも入れてなかったもんだから偏へん差さ値ちも定かではないけれど、少なくとも知名度という点で言えば天と地ほどの差が存そん在ざいしている。

　僕の大学と同じく住宅街に面して造られているくせに、広さは段違いだ。そりゃ郊こう外がい型がたと比べれば猫ねこの額ひたいほどでしかないのだろうし、背せの高いビルがパズルのように建ち並ならんでいる光景は見み慣なれたものと同じだけれど、それでもやっぱり倍ほどは違うだろう。敷しき地ち内ないに公園みたいな広場まで存そん在ざいしていた。

　そんな風景を眺ながめながら、敷地を歩いていく。他よ所その大学に遊びに入るのはそう難むずかしい事じゃない。高校までとは違って制せい服ふくがないのだから、平然とした顔をしていれば誰だれも不ふ審しんに思わないのだ。まぁ、入学シーズンでもないのに初めて来たかのようにキョロキョロしているというのはなかなかに怪あやしいかもしれないが、多くの場合は誰も気にも留とめないだろう。

　ただ、真白ちゃんはやっぱり多少目立つようで、横を通り抜ぬけていく学生の何なん割わりかは不思議そうな顔をしていた。

「帽ぼう子しを脱ぬいだら間違いなく十割になりますけど、どうします？」三つ編あみされた後ろ髪がみを収おさめたキャスケット帽のつばに触ふれながら真白ちゃんが言う。

「別に構かまわないけど、もし僕にボディーガードや芸げい能のう人じんのマネージャーみたいな能力を期待しているのなら、間違いだよ？」

「抱だき上げて暴ぼう徒とと化したファンから救い出してくれる事を期待したいです」

「お姫ひめ様さまだっこってやつ？」

「もちろん、当然ですね」

　そんな会話をしつつ、途と中ちゆうで学生に聞きながら大垣さんの研究室へと向かう。

　随ずい分ぶんと古びた校こう舎しやの階かい段だんを上り、大学というよりは中学とか高校のそれに似にた──後で聞いた話だが、事実かつての高校の校舎を流用しているらしい──教きよう室しつ群ぐんの一角にその研究室はあった。一つのゼミに一つの研究室なんて、なんと剛ごう毅きな事か。うちの大学なんて、一つの部屋を幾いくつものゼミが時間ごとに使っているというのに。

　まぁ先せん輩ぱい曰いわく、経けい済ざい経けい営えい系けいのゼミはネット環かん境きようの整っているパソコンさえあれば月面だろうがマントル中心部だろうが問題ないらしいから、あまり不満の声はないけれど。

　その点、大垣さんのような工学系のゼミの場合、専せん門もんの設せつ備びが必要になるから、どうしても一つの教室を独どく占せんする必要が出てくるのだろう。

　ドアをノックし、用向きを伝える。応おう対たいしてくれたのは高たか畑はた幹みき信のぶという三回生だった。大垣とはチームを組んでいるらしく、真白ちゃんも一度だけではあるが面めん識しきがあるらしい。

「はぁ……大垣を捜さがしてる、ねぇ？」

「はい。何か、ご存ぞん知じありませんか？」

「悪いが、ご存知ねぇな。向こうから連れん絡らくしてきたって事もないし、こっちから連絡しても、ケータイの電でん源げんが切られてる。何ど処こで何をしてるんだか、こっちが教えて欲ほしいくらいだよ。ったく、どこ行ってんだか」

　隠かくす気もないらしく露ろ骨こつに苛いら立だたしげな表ひよう情じようを見せる高畑さん。もしかしたら、何か重要な研究の真っ最中だったのかもしれない。いきなり失しつ踪そうされて、かなり迷めい惑わくしているのだろう。

「それじゃあ、居いなくなる前───っていうか、連絡がとれなくなる前、何か言っていませんでしたか？」

「そうだなぁ……どうしてもやらなきゃいけない事がある、とか言ってたかも」

「そ、それはどういう意味です？」

「いや、聞いてない。意味ないしな」

「意味がないって、どうして……？」

　首を傾かしげた僕に、彼は少しだけ言い難にくそうに眉まゆを顰ひそめ、そしてため息と共に肩かたを竦すくめた。

「だって、ワケわかんねーから」

「は……？」

「アイツって、ちょっとどっかおかしい奴やつだったからな」

　呆あきれたような、あるいは気味悪げな表情が印象的だった。

　これ以上は得られる情報もないだろうと判はん断だんした僕達は、軽くお礼を言って研究室を離はなれた。そのまま元来た道を戻もどっていく。その道中、多くの人とすれ違ちがい、騒さわがしい雑ざつ談だんの声が周囲に充じゆう溢いつしていたけれど、真白ちゃんはずっと無言だった。俯うつむいたままその唇くちびるを頑かたくなに結んでいる。大きな帽子を被かぶっている所せ為いで、表情は分からなかったけれど、その心情は理り解かいできていた。

　彼女は今、自分の大好きな兄を面と向かって否ひ定ていされたのだ。それは少女にとってどれ程ほどの苦く痛つうだっただろうか。

　もちろん、高畑さんを責せめる気はない。彼は大垣六郎と真白ちゃんとの関係を理解していなかっただろうし、何よりその心情はあんまりにも妥だ当とうだから。もう少し言い方を選んで欲ほしかった気持ちはあるけれど、正当な意見だろうと思う。

　正せい義ぎの味方に対する大垣さんの執しゆう着ちやくは、誰にも理解されない。それは理解できるようなものじゃない。もしくは、理解できたとして納なつ得とくできる類たぐいのものではない。それらは、僕らがとうの昔に見終えてしまった夢ゆめの欠片かけらだ。

　そんなものは無いのだと───諦あきらめてしまった遠い自分だ。

　分かってる。正義の味方なんて何処にも居ない。正義なんて何処にも在ありはしない。そんなのは分かってる。けれど、やっぱり何処かに居て欲しい、確たしかな形で触ふれてみたい。

　やがて、正門を抜けたところで、ようやく彼女は口を開いた。

「正義の味方なんて、そんなのは幻げん想そうです」

「真白ちゃん……」

「正義の味方なんて、この世に存そん在ざいしていると思いますか？」

　真しん摯しな瞳ひとみで見上げてくる彼女に、僕は肯こう定ていも否ひ定ていも出来なかった。

　彼女は子こ供どもだ。けれどもう、幻想を信じるほど幼おさなくはない。特とく撮さつヒーローのような、勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの物語を夢見るほどではない。この世の仕組みを、彼女だってもう理解し始めている。

　だけど、彼女の兄はそれを信じていた。

　そして、彼女は兄を大切に思っていた。

「正しさには社会のシステムとして実じつ装そうされるものと、自らの思想に内包されるものの二つが存在します。社会的な正しさとはつまり法レギユレーシヨンであり規則ルールであり約マ束ナ事ーですね」

　例えばスポーツにおいて、約束事は守らなければ審しん判ぱんや主しゆ催さい者しやから注意を受けるし、何かしらのペナルティが与あたえられる。規き則そくを守らなければ失しつ格かくになるだろう。そして法を守らなければ、そもそも参加する事さえ許ゆるされない。社会だってそれと同じで、約束事と規則を守る事を義ぎ務む付づけられ、法を守らない者は排はい斥せきされる。それが、社会としての正義だ。

「一方の個こ人じんの思想の正しさは、人間の多た様よう性せいに従したがって様々な形を見せるものですが、その根こん源げんにあるものは欲よく望ぼうと快かい楽らくです。苦行を善とする人間は居いません。痛いたみを受ける事で快楽を得るマゾヒズムのように、個人の善性は全すべてにおいて見返りを要求するものです。あるいは見返りがあると信じる事、見返りがあったのだと信じる事に起き因いんしています」

　それに関しては、僕は今ひとつ納得は出来ない。たぶん、鴻こうの池いけ先せん輩ぱいが好んで使いそうな極きよく論ろんだったからだろう。そしてそうであるからこそ、彼女の言う事はきっと一部において正しいのだ。

「では、そのどちらがより正しいのだと思いますか？」

「それって比べられるものなのかは分からないけど……やっぱり社会としての正義が優ゆう先せんされるべきなんじゃないのかな？　みんながみんな、自分の正しいと思う事を自由に出来る世界ってのは理想かもしれないけど、やっぱりどこかで破は綻たんしてしまうと思う」

「正しい認にん識しきだと思います」その言葉が志乃ちゃんにそっくりで、ドキリとする。「ですが、どちらが『より正しい』のかという質しつ問もんである以上、わたしは逆ぎやくの答えを出します。個人の正しさは、社会の正しさを超ちよう越えつするものである、と。何な故ぜなら社会を構こう成せいしているのが個人なのですから。個人の集合体こそが社会です。個人が社会を支し配はいする事はあっても、社会が個人を支配する事は絶ぜつ対たいにあり得ません。そこには社会によって支配されたいという個人の『欲望と快楽ただしさ』があるだけで、それこそが個人が社会を支配している証しよう左さであり、もしそれが悪であると感じたのならば社会など最初から生まれなかったのです」

「ちょ、ちょっと待って。幾いくらなんでもそれはちょっと極論過すぎだよ」と言うかほとんど暴ぼう論ろんの領りよう域いきだ。「そりゃ確たしかに君の言っている事はある意味で正しいのかもしれないけど、現げん実じつ的てきにはそこまでの強さをもった個人なんている訳わけないんだから……」

「その通りだと思います。けれどもし、それほどの圧あつ倒とう的てきな、確かつ固こたる『個人』が存在したのだとしたら、人はそれこそをこう呼よぶ事になるでしょう───『正義の味方』と」

「…………」

　ぐぅの音も出ないとはこの事か。真白ちゃんは僕から否定の言葉を引き出すために極論を利用し、そしてその結果として曖あい昧まいな『正義の味方』像ぞうを定義した。

　支配されたいと望む個人の集合体である社会。

　それを超越する個人。

　それを支配する個人。

　揺ゆるぐ事のない己おのれの正しさによって全体を超こえ動かしうる者。

　それは確かに、『正義の味方』と呼ぶべき存在。ゲームの中に登場する勇者や英えい雄ゆうの姿すがたそのものだった。

「けれど、果たしてそれは───許ゆるされるべき存も在のなのでしょうか？」

　真白ちゃんの言葉に、首を振ふる。

「その延えん長ちよう線せん上じように存在するものが、あるいは『神』と呼ばれる存在なのでしょうね。ですが、人の身で神に近づく事は叶かないません。人はどうやったところで、どれほど願ったところで、正しいだけでは生きていけない生き物なのです。そしてそうであるからこそ、『正義の味方』は必ず間ま違ちがわなければならず、故ゆえに存在し得ないただの幻げん想そうです」

　夢ゆめを見ているんですよ、と真白ちゃんは語った。

　幻想───というよりは夢む想そう、あるいは空想の領域なのかもしれない。そんなもの在あるはずがないと分かっていても、やっぱりどこかで存在していて欲ほしい。けどやっぱりどこを探さがしたって居いるわけないのだから、仕方がないから心の中で作り出す偽いつわりの物語。

「でも、たとえそれが夢だとしても。それを夢見るその心にはきっと罪つみはない。わたしはそう思うんですよ」

　真白ちゃんはそう、断だん言げんした。真っ直ぐにこちらを見つめて。

　訴うつたえかけるようなその視し線せんを僕は受け止めた。それが彼女なりの答えなのだろう。在るはずのないものを求め続ける兄を肯こう定ていするための理り屈くつだ。

　大垣六郎は何ど処こに居るのだろう。

　こんなにも自分の事を思ってくれている少女を残して。

　今、何処でどうしているのだろう。

　僕は思う。

　やはり彼は間違っているのだと。

　もし本当に正義の味方だというのなら───何よりも、今この瞬しゆん間かんにこそ、彼女の傍そばに居てあげるべきなのだから。
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　結局、大学で得られたものは、まったくと言って良いほど無かった。誰に話を聞いても、最近は顔を見ていない。連れん絡らくもとれない。その二つが返ってくるだけだった。

　そうして、僕達は結局何の成果もないまま帰き宅たくする羽目になった。二日続いての無む駄だ足あし。徒労感ばかりが重々しく背せ中なかに圧おし掛かかってくる。子泣き爺じじいに取り憑つかれたらこんな感じかもしれない。

　昨日と同様真ま白しろちゃんを家まで送り、上がっていかないかという非ひ常じように魅み力りよく的てきなお誘さそいを断ことわり、帰き路ろへとつく。

　その途と上じよう、出てくるのはため息ばかりだった。

　大学で得られるものはなかった。けど、だとするとこの先どうしたら良いものなのか。行きそうな場所を片かたっ端ぱしから調べていくにしたって、学校が終わってからの数時間じゃ行ける場所も限かぎられているし。そもそも、候こう補ほがあんまりにも少なすぎるだろう。

　とりあえず明日も、という約束なのだが、これは先せん輩ぱいからの情じよう報ほう待まちになるかもしれない。

　そんな事を考えながら、志し乃のちゃんの家へと向かう。昨日よりずっと早い時間だから、まだ人通りはかなりあった。これが、後一時間もすれば無人の廃はい墟きよなのではないかと思うほどに静まり返る。そうなれば、また昨日の男が現あらわれるのかもしれない。

　あぁ、しまったなぁ。鴻池先輩に会った時に、何かしらの護ご身しん具ぐを貸かしてもらっておけば良かったかもしれない。あの人はその手のマニアなんじゃないかってくらい、多種多様なアイテムを持っているから。僕にも扱あつかえそうな簡かん単たんなので、出来る限かぎり相手に酷ひどい事をせず、迅じん速そくに無力化が出来るようなのを貸してくれただろうに。

「まぁ、今いま更さらなんだけど」

　呟つぶやきながら、不ふ審しん者しやを見つけた場合の行動をシミュレートする。護身具を必要としている事からも分かるように、今日も見かけるようなら捕つかまえるつもりでいた。昨日のアレを見てしまった以上、もう危き険けんだとかそんな事は言っていられない。捕まえて、目的を聞き出さないと。

　やがて、志乃ちゃんの家が見えてくる。

　そこに昨日と同じく人ひと影かげが見えて、僕の緊きん張ちようは一気にマックスへと跳はね上がった。運動しているわけでもないのに心しん臓ぞうが激はげしく弾はじけるように動き、頭が真っ白になりかける。脳のう内ないシミュレーションはきっと役にたたない。イメージトレーニングはプロがやるから意味があるだけで、素人しろうとがやったところでそんなのはただの妄もう想そうだ。

　だが、近づいてみて、僕は別の意味で驚おどろくしかなかった。

「……鴻池先輩？」

　家の前に立っていたのは、童顔の先輩だった。よく見ると、近くには見覚えのあるオレンジメタリックのｂＢが止まっている。

「驚いたわぁ、ベストタイミングやなぁ」

　今からそっちに迎むかえに行こうと思っとったんよ、と先輩は笑う。

　迎えにって、どういう事なのだろう。

　首を傾かしげるしかない僕は、そのまま「ほら、さっさと乗りぃ」と車に押おし込こまれた。ワケも分からぬまま抵てい抗こうもできず、まるで誘ゆう拐かいされるように助じよ手しゆ席せきに乗り込む。そこで誰かが後部座ざ席せきに座っている事に気付いて、更に驚きが爆ばく発はつした。

　後部座席の右側、運転席の後ろで行ぎよう儀ぎ良く背せ筋すじを伸のばしながら、ロボットだってもっと情じよう緒ちよ豊ゆたかだろうと思うくらい一いつ切さいの感情を見せない無表情で座すわっているのは────。

「……って、志乃ちゃんっ！」

　そう、そこに居いたのは見み間ま違ちがいようもなく、支はせ倉くら志乃ちゃんだった。見み慣なれた何い時つものセーラー服姿すがたで、隣となりには真っ赤なランドセルがちょこんと置かれている。まるで学校帰りに拉ら致ちされたみたいだ。

　しかも、僕ぼくの驚きはまだ続く。もういい加か減げんにして欲ほしいと思う程ほどに続く。

「……しかも何な故ぜかクロス君までっ!?」

　ランドセルを挟はさむ形で反対側に座っていたのは、何とクロス少年だった。呼よび出されたのか志乃ちゃんと共に捕ほ獲かくされたのか、その表情はまるで何日も前からコースを練ねって気合を入れていたデートを邪じや魔まされた思春期中学生のようである。

「って、嫌いや味みかよっ」

「へ？　何が？」

「……ちっ！」

　よく分からないが随ずい分ぶんとご立りつ腹ぷくらしい。あからさまな舌した打うちと共に、そっぽを向いてしまった。で、先輩は今の会話の何処にツボがあったのかは知らないけれど、大爆笑。もちろん当然当たり前。志乃ちゃんは終始無言地じ獄ごくである。

「えっと……これはどういう事なんです？」

「うん、校門前でゲットしたんよ～」

　どない？　大物やろ～？　なんて。たぶん、事情を知らない人が聞いたら通つう報ほうされても文もん句くは言えない危き険けん発言。

「いや、そういう方法を聞いているわけではなく。どうして……」

「まぁ、それは追々や。とりあえず、どっかファミレスでも行こかぁ」

　はぐらかすようにそう言って、先輩はアクセルを踏ふみつけた。

　僕は慌あわてて、シートベルトをした。
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　実を言うと僕の住んでいる駅前付近にはファミレスが無かったりして。基き本ほんが住じゆう宅たく街がいな上に、住人の年ねん齢れい層そうが高いもんだからそういう店てん舗ぽは出店が難むずかしいのだろう。

　そんなわけで、車で走ること十分ほど。大きな道路沿ぞいにある某ぼう大手ファミレスに、僕達はやってきていた。以前にも来た事のある場所だ。確か前と同じだったはずの窓まど際ぎわの席に、男女別れて座る。つまり、僕の隣はクロス君なわけだ。

　しかし、車内にいる間からずっと厳きびしい表情だった少年の不ふ機き嫌げん度数が大だい激げき増ぞうした空気が漂ただよってきて、ちょっと気け圧おされてしまう。

「気にしたらアカン。二人で仲良く下校しようとしとった所を邪魔されたからイラついとるだけや。ほら、クロ助も機嫌直しや。コイツに悪意も他意もないんはわかっとるやろ？」

「だからクロ助って呼ぶな！」

　ってか、お前の方こそ悪意だらけだろっ、と吼ほえるクロス君。

　どうやら早速先せん輩ぱいの餌え食じきになっているらしい。僕が来るまでにどういう会話があったのかは分からないが、ブチ切れモードなクロス君と、「悪意とちゃうよぉ。好意やよぉ」なんて喜色満面な先輩とを見比べれば、だいたい予想がつくだろう。ご愁しゆう傷しよう様さま、と肩かたを叩たたいてあげたかったけれど、それをやったら取り返しがつかないくらい機嫌が悪くなりそうだから諦あきらめた。

「で……や。こうして集まってもらったんは────」訂てい正せい、集まったのではなく集められたのです。「そこ、黙だまり！　ともかく、集まってもらったんは、色々と相そう互ご理り解かいを深めるためやね」

「相互理解、ですか？」

「そーや。アンタ、シノシノが危あぶない事しとるんちゃうかって心配しとったんやろ？　せやけど、シノシノとしては変に心配なんぞして欲しくない。関かかわって欲しくないと思っとるわけや。せやったら、お互いにその気持ちを伝え合って、お互いが納なつ得とくできる解かい決けつ法ほうを見つけるんが、文化的なやり方とちゃうか？」

　何と言うか……ご尤もつとも。けど、そのために学校帰りを拉致するというのは文化的なやり方なんだろうか？

「アホ。そういうんは効こう率りつの問題や。こういう時、手しゆ段だんを選んだらアカン」

「選べる選せん択たく肢しがある人は、出来る限かぎり選ぶべきだと思いますよ？」

「そんなん知らんわ」

　出来れば知っておいてください。今からでも遅くないですから。

「ともかく。まず先に、シノシノの現げん状じようを教えてもらおうかぁ。ほら、クロ助。その辺りの事、出来る限り詳くわしくな」

「俺おれかよ！　なんで本人に聞かねぇんだよ」

「シノシノはこういう面めん倒どう臭くさそうな説明には向かんからなぁ。特に詳しい説明となるともう絶ぜつ望ぼう的てきや」

　それは同感だ。志乃ちゃんは端たん的てきな必要最さい低てい限げんの言葉しか使わないから、彼女に説明をお願いすると本当に要点しか話さない。ある程てい度ど事情を知っているのならそれでも会話は成立するのだけど、全く無知の状じよう態たいからでは時に、彼女が本当に日本語を喋しやべっているのかさえ不ふ確たしかになる事さえあった。

「ほらほら、ちゃっちゃと吐はきぃ」

「……くそっ、分かったよ。はぁ、面倒くせぇ」

　吐き出した悪あく態たいに、力が無い。完全に気き迫はく負まけしてるなぁ。

「このガキは命を狙ねらわれてんだよ……『デッドエンドコンプレックス』の信者達にな」

「…………」

　自分でも不思議なほど、驚おどろきは無かった。どうしてだかは分からない。予よ測そくしていた、というわけではないのだろうけれど、あの首を吊つった犬の死体を見たときから、何となく頭の中にそれの存そん在ざいがあったのは事実だ。

　けれど、先せん輩ぱいの方は驚おどろきだったらしい。

「なんや？　あんなん、未いまだに残っとったんか？」

　まるで久ひさしぶりに会った従兄弟いとこが引き籠こもりになっていると聞かされたかのような表情だ。彼女にしてみれば、あの事じ件けんはもうとっくに終わったものだったのだろう。

　実じつ際さい、世間一いつ般ぱんではもう終わっている。集しゆう団だん自殺や少女の自じ爆ばくなどで一いち躍やく有名になったあの事件は、その後数名の後追いを出したり、管理人の死が発表されたりでマスコミから格かつ好こうの餌え食じきとなったものの、そんな好こう奇きの目はおよそ二週間ほどでほとんど別のものへと移うつり、一ヶ月以上経たった今では誰だれも覚えていないのではないかと思うほどになっている。

　けれど僕は何となく、終わらないのだろうと思っていた。それは志乃ちゃんと一いつ緒しよに、管理人の本来の思惑を見てしまったからかもしれない。

　市し井い垣がき忍しのぶはもうとっくの昔にその人生を終えてしまっている。終わってしまっているものを更さらに終わらせる事は出来ない。彼の魂たましいは無む限げんに近しい何かへと変わり、永遠に滞たい留りゆうし続けるのだろう。

「だいぶ深いところで、かなりの数が残ってるな。だいたい、ちょっと検けん索さくに引っ掛かからなくなったくらいで『無くなった』なんて考えるのが間ま違ちがってるだろ。あんなの、引っ掛かる方が少しよう数すう派はなんだからさぁ」

　その後、クロス君は志乃ちゃんの写真や個こ人じん情じよう報ほうがそういった自殺系けいのサイトにアップロードされていた事を話してくれた。あのサイトの管理人、市井垣忍の死を穢けがした大たい罪ざい人にんとして、志乃ちゃんを狩かり立てる事が目的らしい。そうする事で自分達の理り屈くつを守る事が出来る、そういう自じ己こ弁べん護ごのためなのだという事も。

「ちょっと待った。どうしてその人達は志乃ちゃんの事を知っているの？　だって、管理人が死し亡ぼうしているのを通報した時は、匿とく名めいだったし。志乃ちゃんが市井垣忍って人の家に行った事を知っているのってほとんど居いないはずです。一いつ緒しよに居た僕と、それから鴻こうの池いけ先せん輩ぱい。そして、クロス君。このくらいですよ」

「お、俺は誰にも話してないぞ！　ネット上でリアルの人間の話をする事なんて滅めつ多たにねーし。そりゃ……多少は変なガキが知り合いに居るって話した事はあるけどさぁ」

「ウチは言うまでもないやろ？」

　僕は頷うなずく。先輩は志乃ちゃんの事を他人にベラベラ話すような人ではない。自由奔ほん放ぽうを素すで体たい現げんする彼女だけれど、その辺りの責せき任にん感かんは強い。敵てきに対しては一いつ切さいの容よう赦しやがないけれど、その分、『身内』に対してはとことんなまでに優やさしく、間違っても誰かに売るような真ま似ねはしないだろう。絶ぜつ対たいに、信しん頼らいできる。

　一方のクロス君はどうだろう？　正直、会ったのはこれが二回目なのだから信用できるできないの問題ではないだろうと思う。良い子だとは思うけれど、間違って話してしまう可か能のう性せいは完全には排はい除じよできない。けど、一方でやっぱりそれも無いだろうとも思う。何せ、ネット意い識しきという点では僕達の数すう段だん上を行く少年だ。一度流せば一生消えないと理解している個人情報を迂う闊かつに流したりはしないだろう。

　この二人ではない。

　となると他ほかに────。

「あっ、そうだ！　先輩、あの人です。市井垣忍の家に居た、殺さつ人じん犯はん！」

　ここに居る二人以外に唯ゆい一いつ詳くわしい事情を把は握あくしている女じよ性せい。自分を守るために七人もの他人の命を利用しようとした女性。彼女なら、志乃ちゃんの容よう姿しも名前も知っている。

「先輩、あの女性は今……」

「神か奈な川がわの拘こう置ち所しよに居るはずやけど……そっか、せやったらこっちにもチャンスはあるなぁ。拘置所で被ひ疑ぎ者しやと面めん接せつするためには住所氏名なんかを書かんとアカンからな。そっから当たれば、個人情報をアップロードした奴やつの事も分かるかもしれん」

　ちょい当てがあるから頼たのんでくるわ、と先輩は慌あわてて席せきをたった。別に連れん絡らくだったらここですれば良いのになぁ。

「なぁ……拘置所に当てがあるって、アイツ、何者なんだよ？」

「さぁ？」

「さぁって……」

　クロス君は「馬ば鹿かにしてんのか？」なんて剣けん吞のんな瞳ひとみを向けてきたけれど、僕としては他に答えようがない。僕の知る鴻池キララ先輩はあくまでごく普ふ通つうの───もとい、ちょっと変なだけの大学生なのだから。とりあえず宇う宙ちゆう人じんとか魔ま法ほう使つかいとかの類たぐいでない事だけは確たしかだ。ただし、それに限かぎりなく近しい存在である事を否ひ定ていできないのだけれど。

「あんまり詮せん索さくしない方が良いいと思うよ」

「んな事は分かってる。俺は鬼おにも蛇へびも嫌きらいだ」

　まったく同感。

　けど、そんな鬼が出るか蛇が出るかも分からないお人に気に入られてしまったらしいという事実を、まだ彼は理り解かいしていないらしい。

「しかし、それにしたって……志乃ちゃん。どうして直すぐに相そう談だんしなかったの？　そういう事情なら、先せん輩ぱいに頼たよるのがベストだって君も理解しているでしょ？」

　僕の問いかけに、志乃ちゃんは目を合わそうともしない。ずっと誰かの指し紋もんがついた窓まどガラスの向こう側を眺ながめている。そこに何か特別な、大した物が見られるわけでもなく、通り過すぎていく人や車の姿すがたをボンヤリと目で追っているようだった。

　そんな態たい度どが何い時つもよりずっと無感情で───少し不思議だった。

「志乃ちゃん？」

「うっせーな、喚わめくなよ」クロス君が苛いら立だちの混まじった声で言う。「わかんねーのかよ？　コイツは、アンタを意識的に遠ざけてたんだよ。アンタが巻まき込こまれないようにな。だからあのヤバイ女にも相談できなかったんだろ。アイツに話したら、自動的にアンタにも話が行っちまうのが分かってたから」

　いや、それは分かってる。分かっているんだけど、それにしたってちょっと変な感じなのだ。

　無口で無表情な志乃ちゃんだけれど、感情が無いわけではない。喜き怒ど哀あい楽らくの振ふり幅はばが人よりもずっと狭せまくて、誰の目にもハッキリと分かる形で表現する事が無いだけで、感情そのものを持っていないロボットというわけではない。まぁ、そうと気付けたのは随ずい分ぶん最近になってからで、最初の頃ころはちょっと疑うたがっていたけれど。

　そんな志乃ちゃんが今、僕の目からもはっきりと分かるほどに感情を消している。自分の意思で、より厚あつい仮か面めんを被かぶっている。

　どうして────。

　今まで、こんな事は一度だって無かった。彼女は色々な事件に関かかわってきて、けれどその全てをありのままの自分で受け入れていた。

　なのに、今は違ちがう。

　それはやっぱり、『デッドエンドコンプレックス』が絡からんでいるからなのだろうか。

「とりあえず、知り合いに連れん絡らくしてお願いしといたわ。何か分かったら連絡してくれる……らしいけど、アンタ等らはいったい何を話しとんねん。そないな殺さつ伐ばつとした空気撒まき散らしてからに」

「殺伐とって……そんな風に見えました？」

「ん～、アンタはもうちょい殺伐とすべきかもしれんなぁ。ノホホンとしすぎやから」

　先輩には申し訳わけないですが、日頃から殺伐とした空気を醸かもし出している人間になりたいとは思いません。ノホホンで結けつ構こうです。

「まぁえぇわ。それより、次はこっちの話やね」

「こっちの話って……まさか、あれを話すんですか？」

「今いま更さら、何を言うとるんや、アンタは。そんなん、当たり前やろ？」

　情じよう報ほうの対たい価かは情報と相場が決まっとるんや、なんて豪ごう語ごする先輩。

　まぁ、一理はあるだろうか。こちらだけ一方的に話を聞きだしておいて、それでお仕し舞まいというのは僕ぼくもどうかと思う。どうかと思う……のだけれど、内ない容ようが内容だけに、ベラベラと誰かに話して良いようなものじゃないだろうとも思う。

「それにどうせ、志乃ちゃんに解かい決けつの手伝いをしてもらおうって腹でしょう？」

　ニャハハ～なんて笑う先輩からは、ついぞ否ひ定ていは聞かれなかった。
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「とまぁ、そんなわけで。目下捜そう査さ中ちゆうなわけや」

　と締しめ括くくり、先輩の説明は終了した。所要時間はおよそ三十分だろうか。簡かん単たんだったクロス君の説明とは違って、真ま白しろちゃんの相談事と先輩の調べている過か去この二つの事件とを説明しなければならなかった分、ずいぶんと時間がかかってしまった。……先輩が無む駄だにクロス君達の反応リアクシヨンを求めたりするもんだからっていうのもあるだろうけれど。

「真しん犯はん人にんねぇ。わけワカンネェ。どこの推すい理り小説だよ、それ」

「ウチもそう思うけどな。これはマジの話や」

　僕だって同感なのだけれど、恐おそろしい事に、そして残念な事に、現実なのである。

「自殺が偽ぎ装そうされた可か能のう性せいはどうなったんですか？」

「どうなんやろうなぁ」

　何かしらのトリックが入り込む余よ地ちがあるのではないか、と聞いた僕に先輩は困こまったように眉まゆを顰ひそめる。

「ただな、少なくとも二つ目の相あい田だ正まさ樹きの自殺だけは、偽装の余地がないんよ。なんせ、衆しゆう人じん環かん視しの中、自分から線路に飛び込んで行ったわけやねんから。誰かに突つき飛ばされたとか、そういう可能性は無い。その場に居いた何十人もの人間がそう証しよう言げんしとる」

「となると、やっぱり自殺……かぁ？」

「けど、だとしたら殺人の方に別の犯人が居るって事になるわけなんだけど、そうなると色々問題が出てくるわけだよ」

　これはもう、うーんと唸うなるしかない。

「殺された連中に何か繫つながりはねぇのかよ？」

「無いなぁ。年ねん齢れいも住んどる場所もバラバラや」

　一人は外国人窃せつ盗とうグループの一員。一人は援えん助じよ交こう際さいをしていた塾じゆく講こう師し。

　この二人を繫ぐ糸なんてありはしないのではないだろう……か？

　思わず首を傾かしげる。何だろう、今一いつ瞬しゆん、何かが見えたような気がした。それは電気ショックにも似にた明めい確かくな違い和わ感かんを持っているくせに、白はく昼ちゆう夢むみたいに淡あわく一瞬で消えてしまった。

「他には、何か情報がねぇのかよ？」

「ん～、『真犯人』に関係するようなネタはないなぁ。ぶっちゃけ、それこそ新しい事件でも起きん限り、手の出しようがない感じや」

　事じ件けん解かい決けつのために新しい事件を欲ほつするなんて不ふ謹きん慎しんだ、とは思ったけれど、口には出さなかった。先せん輩ぱいが本気で言っているわけではなく、単にそれくらい取っ掛かかりがないという意味なのだから。

「で、シノシノ。なんか、思いつかへん？」

　その場に居た三人の視し線せんが、一いつ斉せいに彼女へと向けられる。そう、僕もだ。

　先輩には否ひ定てい的てきな意見を口にしたものの、やはり興きよう味みというか期待はあったりする。

　この黒こく曜よう石せきのような少女は、僕達とは全く別の次元で物事を観かん測そくし、解決へ導みちびく事のできる天才だ。凡ぼん人じんでは気付けない何かに気付いている可能性は高い。

　そんな志乃ちゃんは、無言のまま僕に対して視線を返してきた。どこか物もの憂うげな瞳ひとみが僕の姿すがたを映うつし出す。

「……その誘ゆう拐かいされた少女の名前は、涼すず風かぜ真白で間違いないの？」

「え？」

「あぁ、そっちの話か？　意味がよぅ分からんけど、間違いないよ。ちゃんと、戸こ籍せきにもそう書かれとる」代わりに、先輩が答える。

　それに対して志乃ちゃんは、数秒の空白の後、視線を窓の向こう側へと戻もどした。

「なら、問題は無い。放ほうっておけば良い」

　どうせそこに、意味なんてないから───なんて言って。
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　喫きつ茶さ店てんから出て──支し払はらいは先輩持ちだった──二組に分かれる。一つは僕と志乃ちゃん。もう一つが先輩とクロス君だ。クロス君はまだ志乃ちゃんに何かしらの用があった様子だったけれど、先輩が強きよう制せい連行してしまったのだ。「ほら、クロ助。アンタにはまだ聞きたい事があるからなぁ」なんてまるで同性の同級生にするみたいに肩かたを組みながら、本当に拉ら致ちしているとしか思えない力で車内に引き摺ずり込む先輩。「止やめろ、触さわんなっ、放はなせっ！」とシャンプーされている猫ねこみたいに暴あばれるクロス君の努力も空むなしく、二人の姿は道路の向こうに消えていってしまった。

「南な無む……」

　そんな光景を合がつ掌しようしながら見送った僕は、志乃ちゃんと二人きりになった。

　場所は、僕のアパートの前だった。先輩は、誰が何を言うまでもなく、当たり前のように僕達をこの場所に降おろしたのだった。流石さすがに今日はもう観念しているらしく───と言うか、むしろ「今日くらいは機き嫌げんをとっておこう」という打算じみた素す直なおさで、志乃ちゃんは僕の後に続いていた。

　家の中に入る。無言の空気は耐たえ難がたいくらいに重く、ついに僕は口を開いていた。

「ねぇ、志乃ちゃん……」

　普ふ段だんとは少し様子のおかしい志乃ちゃん。

　それがとても気になる。

　何が彼女にそこまで影えい響きようを与あたえているのか。そこまで彼女を集中させるものは何なのか。

　けれど、それを聞いたところで意味は無いのかもしれない。

　彼女が今居いるのは、たぶん境きよう界かい線せんの向こう側だ。善性と悪性。普通の人には超こえる事の出来ない、けど、どこかでふと転がり落ちてしまう危険性を孕はらんだ断だん絶ぜつ。その彼ひ岸がんに、彼女は居る。それもずっとずっと奥おく深ふかいところに。

　そこに居る志乃ちゃんに、僕は触ふれる事が出来ない。

　今はまだ絶ぜつ対たいに届とどく事はない。僕に理り解かいできる事ではないだろうし、理解できる形で説明してくれる事もないだろう。

　とは言え、名前を呼よんでしまって、しかも真っ黒な瞳ひとみがこちらをしかと見つめている以上、何か話さなければならない。

「えっと、その……どう思う？　今回の事件。志乃ちゃんは、何か分かってるみたいだけど……『真しん犯はん人にん』って誰だれなんだろう？」

　別に答えを欲ほつしていたわけではない。ファミレスの中でも、先輩の追つい及きゆうをスルーし続けた彼女だ。今いま更さら、何かを語ってくれるとは思えない。これはあくまで、間を持たすための戯ざれ言ごとだった。まぁ、そのために殺人事件を話題にするっていうのは、我われながらどうかと思うが。

　だが、そんな予想に反して、特とく等とう席せきで体たい育いく座ずわりをした彼女は、こちらを見ぬまま口を開いていた。

「……過か去こにあった二つの事件。更にそれと同じ構こう図ずによって完結された誘ゆう拐かい事件。その被ひ害がい者しやと正せい義ぎの味方を目指す兄の存そん在ざい。これだけ揃そろえば、既すでに答えは出されている。後はただ、それが答えであると確かく信しんできるかどうかの問題でしかない」

「確信……？」と首を傾かしげる。

「二引く一は？」

「は？　え？　算数？」

　そこでいきなりどうして算数の問題が出てくるのか。

「そりゃもちろん、一だよ？」

「では、一引く一は？」

「ゼロ、だね」

　当然でしょう、と答えた僕に、志乃ちゃんは何も言わなかった。

　その後もずっと、何を話しかけても沈ちん黙もくを守り続けた。


to be continued.









　幕まく間あい　─an intermission─







「……で？」

「で？　ってなんや」

「『それで？』の略りやく」

「あはは、面おも白しろい子やなぁ、アンタも」

　心底楽しそうな声が車内に響ひびく。カーステレオもラジオも点つけられていない車内は、僅わずかなエンジン音とタイヤがアスファルトを嚙かむ音だけだったから、なお更さらに大きく聞こえた。

　クロスはその事実に、つまりは自らが置かれている状じよう況きように軽く困こん惑わくしつつ、声の主へと視し線せんを向ける。

　今日、出会ったばかりの、年上の女じよ性せい。間ま違ちがいなく年上のはずなのだが、めいっぱい前にスライドさせた運うん転てん席せきに座すわるその姿すがたは、自分と同年代にしか思えない。確たしか名前は鴻こうの池いけキララだったはずだ。ヘンテコな名前だとは思ったが、口には出さなかった。何な故ぜだか理由は分からないが、口に出した瞬しゆん間かん、殴なぐられるような気がしたのだ。

　クロスは彼女が苦手だった。出会った瞬間から、分かっていた。自分が一番、苦手とするタイプなのだと。もちろん自分をクロ助などと呼よび構かまってくるそのテンションに付いていけない、という意味でもあるが、それ以外においても同様に。だからこそ、あえてぶっきらぼうな口の利きき方を選び、そんな彼の心しん情じようなど全すべて理り解かいしているかのような答えに、更に苦手意い識しきを強めていく。

　二人を乗せた車は、夜間の公道を進んでいた。

　帰き宅たくラッシュからは外れているとはいえ、まだまだ道は混こんでいて、軽けい快かいにとはいかなかった。三車線もあるというのに、車が密みつ集しゆうしていて、車間距きよ離りも何もあったものではない。信号も多いらしく、少し走っては止まり、また走っては止まるを繰くり返している。

　クロスには自分が今、どの辺りを走っているのかさっぱり分からなかったが、それよりも、何となくではあるが、隣となりに座っている人物キララも分かっていないような気がするのが恐おそろしい。

　五分ほど間をおいて、クロスは改めて聞いた。

「どーして俺おれは、拉ら致ちされちゃってるわけ？」

「拉致なんて酷ひどいわぁ。ちょっと、ドライブに付き合ってもらってるだけやんか」

　即そく答とうで返ってきたのはそんなふざけた言い分だった。

　その付き合わせ方が拉致だと言うのだ。胸きよう中ちゆうでツッコミを入れる。

　口に出さなかったのは、それに意味があるとどうしても思えなかったからだ。

「なんで俺がアンタのドライブに付き合わなきゃならねーんだよ」

「さぁ、なんでやろうなぁ？　アンタが弄いじり甲が斐いのある少年やからやろーか？」

　運転中じゃなかったらぶん殴なぐってるのに……。

　喧けん嘩かを売られているとしか思えないクロスは、心中で妄もう想そうする。残念な事にと言うべきか、幸福であったと言うべきか、彼は喧嘩なんて一度もした事がなかったから、どちらにしても妄想の領りよう域いきを出る事はないのだが。

　苛いら立だちを抑え込こむように、クロスは視し線せんを正面に固定した。

　一つ前を四トントラックが走っているため、フロントガラス越ごしに見えるのは『後方注意』という文字の入った荷台だけで、風景のふの字も存そん在ざいしない。もちろん左側だって似にたり寄よったりの退たい屈くつさだ。右側をじっと見つめるわけにもいかず、後方を振ふり返るのは面めん倒どうで、結局クロスはずっと正面だけを見ていた。

「我われ々われは安全運転を心こころ掛がけます」

「……は？」

　意味不明なキララの言葉に、訝いぶかしげに視線を向けるクロス。

「あれや……前、前。トラックのケツにシールが貼はってあるやろ？」

　言われた通り視線を前方のトラックに向けて、クロスは「あぁ」と気付いた。確たしかにリアバンパーに『我々は安全運転を心掛けます』というシールが貼られていた。ドライバーの心得、というやつだろう。先ほどの発言はこれを読み上げたものだったのだ。

「あれってなんや、馬ば鹿か馬ば鹿かしいよなぁ」

「なにが？」

「だってやで？　ホンマに安全性せいを求めるんやったら、一番えぇ方法は運転せん事や。運転せん限かぎりは、事じ故こに遭あわんやろ？」

　さも当然そうに言うキララを、クロスは鼻で笑う。

「それじゃあ『安全』なだけで『安全運転』にならねーじゃん」

「なるほど、ご尤もつとも」

「それに、運転してなくったって事故には遭うだろう。道を歩いてるだけで馬鹿な飲酒運転の車に轢ひかれるかもしれねーし、それが怖こわくて家に籠こもってても、トラックが突つっ込んでくる可能性だってあるだろ？」

「まったく正せい論ろんやなぁ」

「…………」

　クロスは沈ちん黙もくした。勢いきおい、反論してみたが、キララはまったく気にしていない様子だった。それどころか、自分の意見に対する反論を肯こう定ていしている。彼にしてみれば、馬鹿にされているとしか思えなかった。

　視界に入ってくるのも嫌いやで、クロスはずっと窓まどの外を眺ながめている。いつの間にか車線変へん更こうしたらしく、一番左に寄っていた。おかげで、見えるのはガードレールの向こう側を歩く人の姿すがただけだ。石のタイルが敷しかれた歩道は、だいたい何ど処こでも似にたようなものではあるが、見るからに狭せま苦くるしい。違い法ほう駐ちゆう輪りんが多い所せ為いもあるだろう。自転車に乗った学生の集しゆう団だんが横よこ並ならびに、歩行者を押しのけるような形で通っていった。

　そういえば、とクロスが思い出したのは支はせ倉くら志し乃のという少女の姿だった。彼女もこうして、同じように窓の外ばかり眺めていた。それがどうしてなのか、いったいその瞳ひとみに何が映うつっているのかは、分からない。そもそも、何を考えているのかさえも分からない。そこに、惹ひかれるものがあったわけだが。

「シノシノの考えとる事なんか、誰にも分からんよ」

「……なんだよ」

　まるで思考を読んだかのようなタイミングに、思わず頰ほおが引き攣つる。何故だか少し、恥はずかしいような気がしたのだ。

「実はな、今まで黙だまっとったんやけど、ウチ、人の心が読めるんよ」

「……それ、絶ぜつ対たい噓うそだろ」

「まぁ、せやねんけど。でも、そんな能のう力りよくがあったら良かったのになぁ」

「いや、駄だ目めだろ、絶対」

　そんな能力があって堪たまるか。現げん状じようでさえ、十分に厄やつ介かいだというのに。

「残念やわ……」

　凡およそ残念そうに聞こえない声で言って、

「で、こっから本題な」

「やっとかよ！　遅おせーよ！　ってか、すげぇタイミング悪わりぃーよ！」

「ナイス、ツッコミ♪」

　無意味に満面の笑みで「グッジョブ！」と親指を立てるキララ。

　もしかしたら、このためだけに本題を先さき延のばしにしていたのだろうか？

　一いつ瞬しゆん考えて、否ひ定ていする要よう素そを一つも見つける事ができず、クロスは考える事を止やめた。

「前を向いて運転しろ、頼たのむから」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。ウチは今まで無事故無違反やもん」

「……で？　本題って？」

「ウチが聞きたいんは、『デッドエンドコンプレックス』に関連した全すべての事や」

「……んな事いわれても、俺だって別にそんな詳くわしいわけじゃねーし」

「それでも、ウチよりは詳しいやろ？」

　まぁ、そりゃそうだけどさ。口の中でもごもごと反論する。

　声を大に出来なかった理由の三分の一は羞しゆう恥ち心しんで、三分の一は警けい戒かいで、残りの三分の一は本人にも分からない感かん情じようだった。

「何で、そんなに気にするんだよ？　アンタには関係の無い事件だろ？」

「無関係ってわけやないけど……まぁ、半分以上は趣しゆ味みやな」

「趣味ぃ？　性た質ち悪ぃな」

「アンタがそれを言うか？」

　キララの言う通り、クロスもまた趣味として事件に関かかわっている。それがお世辞にも上品と言えない事は本人も理り解かいしていた。

「ウチはね、怖こわがりなんよ、たぶん。せやから、怖いもんが許ゆるせへんねやろうね」

「普ふ通つう、怖がりな奴やつは関かかわろうとしないだろ……ってか、アンタが怖がりとか、ふざけてんの、ガッ!?」

　語ご尾びを正せい確かくに発音できなかったのは、横から飛んできた──まさにその比ひ喩ゆに相応ふさわしい速度で──裏うら拳けんが額ひたいに的中したからだ。脳のうに金かな釘くぎを打ち付けられたような痛いたみに、瞳の奥おくでチカチカと星が散る。

「ウチは怖がりなんよ」

「……ソーデスカ」

　あくまで不服だったが、言葉の上では屈くつ服ぷくする。

「せやから、いろんな事が怖いんよ。さっき言ったみたいに、交通事故が怖い。他のどんな事故も怖いし、事件はもっと怖い。殺人事件とかは最大級の怖さやな。それに、ウチは自殺も怖い。自殺させる社会が怖いし、自殺する意思が怖い。それらを否定しない思考が怖い。だから、シノシノの事も怖い」

「アイツの事、怖こえーんだ？」

「怖いなぁ。滅め茶ちや苦く茶ちや、怖い。あんまりにも怖すぎてママ～ンに泣きついてしまいそうなくらいやわ」

「…………」

「もちろん、冗じよう談だんやで？」

「いや、分かってるし。説明されるまでもないし」

「ウチのおかあはんはそんな理由で泣きついてくる娘むすめを平気で投げ飛ばす兵つわものやしね。しかもプロレスやら柔じゆう道どうやらの技わざやなくて、こう……とにかく力ちから任まかせに！」

　恐おそろしい人やで～と快かい活かつに笑うキララの隣となりで、「……家か系けいか」とボソリ。

「なんか言うたか？」

「何も言ってねーよ！」

「そうか……」

　納なつ得とくしたように頷うなずくキララ。その姿すがたにホッと息を吐ついたのもつかの間。

「ぐぎゃっ！」

　時間差で閃せん光こうのような裏拳がまたも額に突き刺ささっていた。しかも何気に、先ほどと同じ場所だ。

「聞こえてんじゃねーか！」

「聞こえんかったけど、リアクションから陰かげ口ぐちやと判はん断だんできたからなぁ」

「鬼おにかテメーは！」

　痛みのあまり半泣きになりながら、口の中で「チキショウ」と呪のろいを吐はく。

「ウチはホンマに、怖がりなんよ。アンタとは正反対や」

「なんだよ、正反対って」

「怖いもの見たさのアンタと、怖いものが嫌きらいなウチ。ほら、対極的やんか」

「わかんねーな。そんなに怖いものが嫌いだってんなら、なんで関かかわろうとするんだよ」

「アンタが自分で言うたやないか。車を運転せんでも道を歩いてるだけで轢ひかれるかもしれんし、家に閉とじこもっとってもトラックが突っ込んでくるかもしれん。どこに居いて何をしとっても可か能のう性せいの上ではそれと直面するんやったら、突とつ然ぜんやなくて必然として、自分の意思で立ち向かった方が圧あつ倒とう的てきに有利やろ？」

　その考え方は、クロスには理り解かいしがたいものだった。理り屈くつの上では分かる。けれど、そんな生き方を選ぶ事は、彼には出来ない。

　それは、あまりにも無む謀ぼうだ。怖いものが嫌いだから、自らその渦か中ちゆうに飛び込んでいく。自分のタイミングで、それらを迎げい撃げきするために。少しでも確かく実じつに打ち破やぶるために。

　だが、彼女の理屈は勝てる事が前ぜん提ていで、負ければ毒どく蛇じやが満まん載さいの藪やぶを突つつくだけの自じ滅めつ行こう為いだ。リスクと呼よばれるものに対する考え方が、根本的に狂くるっているとしか思えない。

　あぁ、そうか。とクロスは理解する。

　本当に、この女性は自分とは正反対なのだ。

「っと、到とう着ちやく～」

　無音のブレーキと共に、車は緩ゆるやかに停てい車しやした。その声に、意い識しきをフロントガラスに向けると、何い時つの間にか大きな道路からは離はなれ、住じゆう宅たく街がいに入り込んでいた。

　どうやら目的地に着いたらしい。そうか、ちゃんと目的地があったんだな、と軽く安あん堵どしつつ窓まどの外へ視し線せんを向けて、クロスは悲鳴を上げた。

「って、何で!?」

「なにがや～？」

「何で俺の家を知ってるんだよ！」

　そう。そこは間ま違ちがいなく、見み慣なれた我わが家だった。

　もちろん、住所を伝えた事は一度もない。それどころかキララは彼の本名さえ知らないはずなのだ。自分の情じよう報ほうに関しては志乃にさえ伝えていないのだから。なのに、いったいどうして……。

「さぁ、なんでやろな～？」

　そっぽを向いて口笛を吹ふく真ま似ねをするキララにクロスは本気で呟つぶやいた。

「俺おれにしてみれば、アンタが一番怖こぇーよ」

　どうやら自分は、どつぼに嵌はまってしまったらしい。今いま更さらそう気付いたクロスは、『明日』を探さがして周囲を見回す。もちろん、見つかったのは鴻池キララのしてやったりという笑顔だけだった。
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　正せい義ぎの味方になりたかった。

　少女と一いつ緒しよに居いて、ずっとずっと守り続けたかった。

　それが僕ぼくの唯一の願いだった。

　だがある日、彼女が誘ゆう拐かいされたと聞いた。学校から帰ってきて、母が教えてくれたのだ。慌あわてて彼女の家に行くとそこには見み慣なれない白いバンが止まっていて、刑けい事じらしきスーツ姿すがたの人達が忙せわしなく出入りしていた。

　母はオタオタと慌てふためくだけだった。父は「早く助けられたら良いな」と新聞を読みながら言った。それが普ふ通つうの人の反はん応のうなのだと、ボクは理解していた。両親は彼女が助かる事を望んでいるだけで、自分から何かしようという考えは無くて、全すべてが自分ではない『誰だれか』に頼たよった思考だった。

　正義の味方ではない自分達には他人を救う事なんて出来ないのだと、彼らは最初から諦あきらめきっていた。

　だけど、ボクは───正義の味方だから。

　彼女にとっての、ヒーローだから。





＊　＊　＊






　ありがとう。ありがとう。

　そんな声が聞こえる。

　何ど処こまでも暗いその場所で。

　鉄の臭においのする冷たい空間で。

　ありがとう。ありがとう。

　そんな声を聞く。

　ありがとう。ありがとう。

　助けてくれてありがとう。

　貴方あなたはわたしにとってのヒーロー。

　貴方はわたしを助けてくれた───正義の味方。




　そうして、ボクはずっとなりたかったものになれた。
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「はぁ……」とため息を吐つく。

　これでいったい、何度目だろうか。もちろんそれを実直に数えてるようなヘンテコな趣しゆ味みはないわけだけれど、たぶん十回は軽く超こえていると思う。

　ため息ばかり吐いていると幸せが逃にげていく、というのはただの迷めい信しんだろうけれど、今の僕なら少しだけ信じられそうな気がする。

　昨日、志し乃のちゃんは僕の家にお泊とまりした。夕食を食べ終わった後、たぶん駄だ目めだろうなぁとは思いつつ誘さそってみたら、予想外にも簡かん単たんに頷うなずいたのだ。更さらに、こちらは予想外どころか我わが耳を疑うたがうほどだったけれど、しばらくはお泊りを続けると自分から言い出したのだった。

　志乃ちゃんを狙ねらっているという連中が捕つかまるまでは出来るだけ一人にしたくない──目の届とどく所に置いておきたい──僕としては、その事に素す直なおに喜んだのだけれど……。

　部屋の片かた隅すみ、何い時つもの特とく等とう席せきに座すわりながら、

『…………………………』

　と、こんな感じで延えん々えんと沈ちん黙もくし続ける彼女の存そん在ざいは、安らぎとか平へい穏おんとかの対極だった。

　結局、家に帰ってから眠ねむりに就つくまで、そして朝ごはんを食べ終えるまで、我が家は完全に沈黙という名の大だい魔ま王おうの統とう治ち下かにあったのだった。

　ため息が止まらないのは、そのおかげだ。

　まったく、この調子がしばらく続くのかと思うと胃がキリキリと痛いたむ思いだ。実家から離はなれ一人暮ぐらしとなり、人の居いないときに勝手に入ってきては掃そう除じと称しようして色々と家や捜さがししていく母親が居なくなって以来、安息の代だい名めい詞しとなっていた我が家は、今や拷ごう問もん部屋と同どう義ぎだ。一週間も昨日と同じ状じよう況きようが続けば、胃に穴あなを空けられる自信がある。

　そんなわけで、翌よく日じつの夕方。僕はこの先に待っているだろう恐きよう怖ふの時間を陰いん鬱うつに思いながら、道を歩いていた。いや、陰鬱なのは何も志乃ちゃんの事だけではない。もう一つ、真ま白しろちゃんに関しても、陰鬱度合いは高かった。

　今日の捜そう索さくでは、真白ちゃんの提てい案あんで再ふたたび日につ本ぽん橋ばしを訪おとずれてはみたけれど、結局は空から振ぶり。

　三日続けてだから三さん振しんか。バッターならアウトだ。これはやっぱり代打──というか実じつ際さいには僕の方が代打で向こうはスタメン四番打者なんだけど──に任まかせるしかないのだろう。

　そんなわけで、さんざん歩き回っただけのやはり徒労に終わってしまった一日を終えて、僕達は真白ちゃんの家へと向かっているわけだった。別にそう大した距きよ離りを移い動どうしていたわけではないのだけれど、徒労感というのは結けつ構こう肉体にもダメージを与あたえるものだ。子泣き爺じじいが一人増ぞう殖しよくしている。

　しかしそんな結果に終わったにも拘かかわらず、見る限かぎりでは、真白ちゃんは割わりと気楽そうだ。今も隣となりでこれから遠足に向かう小学生みたいな顔をしている。そこには自分が狙ねらわれているかもしれないとか、兄が人を殺してしまうかもしれないとか、そういった不安は全く見えない。

　まぁ、変にマイナス思考になるよりはずっと良いだろうけれど。

「どうかしましたか？」

「いや、別に。何でもないよ」

　不思議そうに覗のぞき込こんでくる彼女の瞳ひとみから逃のがれるように視し線せんを彷徨さまよわせる。まぁ彷徨わせたところでどうせ見えてくるのは一いつ般ぱん家屋くらいのもので、天変地ち異いが起きたところで日本の絶ぜつ景けい百選には選ばれないだろう、実につまらない風景ばかりだ。

　せいぜい目に付くものと言えば、住じゆう宅たく街がいの真ん中にポツンと延のびているコンクリートの灰はい色いろくらいだろうか。アパートか、いやたぶんテナントビルだろう。見るからに無愛想なコンクリート剝むき出しの建物は、大した価か値ちも無いものの全体の景観を壊こわしているように思える。

　と、そこで───見覚えのある姿すがたを見つけた。

　とは言っても、何となく知っているような気がしただけで、それが誰なのかは分からない。そのセンター分けの髪かみ型がたにもジャニーズ系けいの顔立ちにも、見覚えがあるのに。真っ白な洗あらい立てのＹシャツとジーパンという出いで立ちの彼の名前は、直すぐには出てこなかった。

　まるで小学校時代の友達ではないクラスメイトと再さい会かいした時のような感覚だろうか。何となく印象には残っているんだけど、名前や詳くわしい関係は思い出せない、あぁでも向こうはこっちの事を覚えてるっぽいし、どうしよどうしよ───というような、後半部分はちょっと違ちがうけど、それによく似にた曖あい昧まいで不安定な記き憶おくだ。

　だから僕は、真白ちゃんがその名を叫さけんだ時、ようやく思い出す事が出来た。

「……お兄ちゃん！」

　お兄ちゃん。彼女がそう呼よぶ相手は、一人しか居いない。

　その声に向こうも気付いたようで、驚おどろいたように動きが止まった。

　写真で見たのと同じ顔がこちらを向く。

「お兄ちゃん……」

「……真白か」

　二人の会話はそれだけで終わっていた。真白ちゃんは何も言わない。大おお垣がきさんに届とどけたい言葉は持っているはずなのに、それを口にする事が出来ない。それを口にした瞬しゆん間かん、今のこの距きよ離りが潰つぶれてしまいそうで、恐おそろしいのだろう。そして大垣さんが無言なのは、たぶん口に出来ないその言葉が届いているからなのだろう。届いていながら、それに応こたえる事が出来ないからなのだろう。

　お互たがいに動く事の出来ない緊きん張ちよう状じよう態たい。

　仕方なく、僕は一歩だけ前に出て二人の間に割わり込んだ。

「大垣さん。僕は真白ちゃんから相そう談だんを受けて、貴方あなたを捜さがしていた者です」

「…………」

「どうしてそんな事をしていたのかは、分かりますよね？」

「…………」

「大垣さん───戻もどってください。貴方がやろうとしている事に、意味なんて無い」

「意味が、無い……？」

「そうです。貴方がやらなきゃいけない事は、もっと別にあるはずです。なのにそれを放ほうり出して、貴方が今やっているのはただの暴ぼう走そうですよ」

　大切な女の子を狙ねらう悪人を打ち倒たおす、それは確たしかに物語の中でならよくありそうな手しゆ段だんの一つで、もしかしたら的てき確かくな選せん択たくなのかもしれない。法ほう律りつ的てきには絶ぜつ対たいに許ゆるされない事ではあるけれど、それを選んだ心しん情じようが理り解かいできないわけでもない。

　けれど、やっぱり間違っているのだ。

　真白ちゃんを助ける一番の方法は、大垣さんが隣となりに居る事なんだから。

「……違う。これには意味がある。ボクは正せい義ぎの味方だ。そうあるべき義ぎ務むがある」

「義務……？」

「君には分からないかもしれない。けれどこれは、間違いなくボクの義務なんだ。物語はね、始まった瞬しゆん間かんから正しい結末に向けて加速するものなんだ。まるで生まれた瞬間に死ぬ事を宿命付けられるのと同じように、物語の始まりは必ずその結末へとたどり着く。その中で人が出来る事はただ、己おのれの役やく割わりをやりきる事だけなんだ。だから、『これ』には意味がある。ボクは、最後の最後まで、正義の味方であり続けるんだ」

「それは……でもっ！」

　大垣さんの言葉の意味はよく分からない。

　彼の正義の味方に対する執しゆう着ちやくは、やはり僕達に理解できるようなものではないのだろう。

「真白ちゃんは貴方と一いつ緒しよに居たいんですよ！　そんな彼女を放っておいて、それでどうして正義って言えるんですか？」

「そうだね……そう在ある事が出来たなら、どれほど幸福だっただろう」

「大垣さん……？」

「けれどもう、ボクは戻る事はできないから」

　そう言って、何な故ぜか彼は悲しそうに、何ど処こか晴れやかそうに微笑ほほえんだ。

　その表情が何を意味しているのかは分からない。

　けれど、どうしてだろう。まるで最後の戦いに赴おもむくヒーローのようだと思った。

　そんな余よ計けいな事を考えてしまったからだろう。こちらに背せを向け走り出した大垣さんに、直すぐには反はん応のうできなかった。

「あ───待って、大垣さんっ」

　制せい止しを促うながすけれど、これほど無意味な言葉は他ほかに無いだろう。駆かけ出して行く大垣さんの脚あしは緩ゆるむどころか、どんどん加速していく。

　僕は内心で舌した打うちしながら、後を追って走り出した。そのまま一度振り返って立ち尽つくしている真白ちゃんに声を掛かける。

「君はそこに居て！」

　返答は無かったし、待ってもいられない。そうこうしている間にも距離は開き、もう十五メートル近くになっている。ここから追いつくにはよっぽどの僥ぎよう倖こうが無い限かぎり不可能だろう。諦あきらめ半分。

　けど、完全に諦めるわけにもいかない。

　失しつ踪そう中ちゆうの彼がどうしてあんな場所に居たのかは分からないけれど、ここで見失ってしまえば再さい度ど見つけ出すのは困こん難なんを極きわめるだろう。このチャンスをふいにするわけにはいかないのだ。

「はぁ、はぁ、はぁっ……」

　スポーツを専せん門もん的てきにしているわけでもない一いつ般ぱん人じんだ。五十メートルで息が上がり、百メートルで足が重くなる。高校時代には十キロマラソンも経けい験けんしているけれど、あの時は友達と喋しやべりながらノンビリゆったりとほとんど歩くような速度だったし、今みたいな全力での追いかけっこはそれこそ小学生の頃ころに鬼おにごっこをした時以来だろうか。

　左右を住じゆう宅たくに挟はさまれた狭い道を駆かけ抜ぬけていく。車や歩行者が居ない事には感かん謝しやだけれど、十数メートルおきに右へ左へと曲がるのは勘かん弁べんして欲ほしい。トップスピードに乗り切れないまま減げん速そくし、再ふたたび加速するという不自然なペースは慣なれない人間には辛つらい。

　結局、およそ五分ほど追いかけっこをして、僕は完全に大垣さんの姿すがたを見失っていた。

　周囲を見み渡わたしても、何ど処こにもそれらしい姿は見られない。

　この辺りは区画整理されている新しん興こう住宅地とは違ちがい、昔のままの住宅街だから割わりと脇わき道みちが多いのだ。それを利用されたら、もうどうしようもないだろう。

　立ち止まり、はぁ、とため息を一つ。体内に溜たまった熱を排はい出しゆつする。

　ともかく、いったん真白ちゃんの所へ戻もどろう。

　僕ぼくはそう判はん断だんし、来た道を引き返した。
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　真白ちゃんは、まったく同じ場所に居いた。同じ場所に立って、空を見上げていた。

　いや、違うか？

　空ではない。見上げているのは、ちょうど正面に建っているビルだった。

　何処にでもありそうなコンクリート三階かい建だての貸かしビルで、今はどうやら一つもテナントが入っていないらしく、プレートの入っていない看かん板ばんが空むなしく生えている。道路こちら側の窓まどは全て閉しめ切られていて中は覗のぞけない。

　ただ、その中に一つだけ、最上階の一番右側の窓からだけ明かりが漏もれていた。

「人が、居るのかな？」近づいて、声を掛かける。

「たぶん、居ないと思います。あそこはもう随ずい分ぶん前に、潰つぶれていますから」

「潰れて……？　あぁ、入っていたテナントがって意味ね。けど、ならどうして明かりが点いているんだろう？」

　業者の人が整理でもしているのだろうか。いや、でも随分前にって言うくらいなんだから、今いま更さらそんな事はないだろう。なら、新しいテナントが入るから、その準じゆん備びなのだろうか。けどそれらしい車は見えないし。

　それに……何より。

「大垣さんは、ここから出てきたんだよね？」

　実じつ際さいにその場面を見たわけでは無いけれど、このビルの前に立っていたのは事実なのだから、その可か能のう性せいが一番高いだろう。

「こんな所で何をしていたんだろう？」

「分かりません。けど、ここ……わたしも兄もよく知っています」

「どういう事？」

「昔、通っていた塾じゆくがこのビルの三階───ちょうど今明かりの点いている場所にあったんです。ＹＫＳっていう塾です。随分前にちょっとした不ふ祥しよう事じを起こして潰れちゃいましたけど。兄はその塾の講こう師しの人と知り合いでしたから、よくわたしを迎むかえに来るついでに話をしていました」

「なるほどね。大垣さんにとってはよく知った場所ってわけか」

　となると、一つの可能性がぽっかりと浮うかび上がってくる。

　もしかしたら大垣さんはこの場所に潜せん伏ぷくしていたんじゃないだろうか。失しつ踪そうしてから二週間。ホテルやそれに類るい似じする宿しゆく泊はく施し設せつに泊まり続けるのは金きん銭せん的てきにも厳きびしいはずだ。けど、だからと言ってホームレスみたいに公園で寝泊りするのも難むずかしいだろう。

　なら、勝手知ったる他人の家、というほど快かい適てきでなさそうなのは外から見ても十分に窺うかがえるけれど、雨風が凌しのげるこの場所は悪くないかもしれない。

「ちょっと、確かく認にんしてみようか？」

「……そうですね。それが良いと思います」

　頷うなずく真白ちゃんを引き連れる形で、ビルへと入る。

　今にも崩くずれ落ちそうな錯さつ覚かくを感じさせる階段を一歩一歩慎しん重ちように上がり、三階へ辿たどりついた。途と中ちゆうで折れ曲がる形の階段スペースを出ると、右側に窓の無い廊ろう下かが続いている。

　採さい光こう窓のない真っ暗な廊下の一番奥おく、半開きになったドアの向こうからチカリチカリと明めい滅めつする光が見える。たぶん、蛍けい光こう灯とうが切れかけているのだろう。不定期に世界の造ぞう形けいを映うつし出し、また消えるという繰くり返しは、眼めにも脳のうにも気分的にも全く宜よろしくない。次の瞬しゆん間かんにも大きな鋏はさみを持った小男が飛び出してきそうな、そんな雰ふん囲い気きだ。あるいはロケットランチャーを抱かかえたゾンビか。どっちにしても、心しん臓ぞうに悪そうだ。

　真白ちゃんもそれに近いものを感じているらしく、後ろにピッタリと寄より添そいながら恐おそる恐るといった感じで歩を進めている。おかげで、こちらは歩き難にくくて仕方がない。

　ただ───結果として、それが幸いした。

　もし普ふ通つうのペースで歩いていたとしたら、『それ』に気付いた時点では間に合わなかっただろう。ゆっくり過すぎるくらいの足取りで、十分に警けい戒かいしていたからこそ迅じん速そくに察さつ知ちできただけで、だから僕がドアの数歩手前で足を止められたのは、奇き跡せきに近い幸運だった。

　開かれたドアの向こうから漂ただよってくる、鉄てつ錆さびに似にた異い臭しゆう。それが何の臭においであるか、僕には分かった。とても人様に自じ慢まんできる話ではないのだが、実のところその臭いを僕はこれまでに何度か嗅かいだ事があったからだ。

「……どうしたんですか？」

　恐らく状じよう況きようを理り解かいしていないだろう真白ちゃんが、急に立ち止まった僕を不ふ審しんげに見上げているのが分かる。けれど僕には、そんな彼女の不安を解消してあげられるだけの余よ裕ゆうが無い。ただただ、彼女をここまで連れてきてしまった事を後こう悔かいするしかなかった。

　最悪だ。これは───この奥にあるモノは、彼女には見せてはいけない。絶ぜつ対たいに。それは彼女にとっての破は滅めつ。彼女の痛かみこを再さい生せいする恐きよう怖ふなのだから。

　慌あわてて、彼女の身体からだを押おし戻もどす。

「真白ちゃんはここに居て───いや、それよりも、誰だれか人を呼よんできて」

「でも、けど……」

「良いいからっ、早く！」

　ほとんど突き飛ばすように、縋すがりつこうとする彼女を遠ざける。そうする事で、ようやく真白ちゃんも動いてくれた。パタパタと慌てた足音が遠ざかっていくのを背せ中なかに聞きながら、僕は一歩、足を踏ふみ出す。

　こういう時は、きっと警けい察さつが到とう着ちやくするまでこの場を離はなれないのが常じよう道どうなのだろう。

　けれど僕は一歩一歩、地面を確たしかめるようにゆっくりと侵しん入にゆうしていく。

　軽く、息が上がっている。緊きん張ちようしているのだろう。まるでレベルが低いのに何の間ま違ちがいかラストダンジョンに乗り込こんでしまったゲームの主人公のような恐怖。敵モンスターが飛び出してくれば確かく実じつにゲームオーバーという状じよう況きようだ。もちろん、敵てきなど居いるはずがないと僕自身分かっているはずなのに。

　あぁ、なんだか。最近はこんなのばっかりだ。

　心の中で陰いん鬱うつに愚ぐ痴ちりながら半開きのドアを押し開ける。空気が僅わずかに流れ濃のう厚こうな臭においが溢あふれ出してくる内側へと、一歩だけ足を踏み入れる。

　チカチカと明滅する光は相変わらず視し野やを安定させてくれなかったけれど、それでも直すぐにそれを発見する事が出来た。当然だ。何せ室内にはそれ以外に一つの物品も無いのだから。いやでも気付いてしまう。

　浮うかび上がる、人間の姿すがた。服ふく装そうや体たい格かくからして、男だん性せいである事に間違いはない。凡およそ常じよう識しき的てきな感覚なら綺き麗れいとは思えないだろう黒ずんだリノリウムタイルの上に、仰あお向むけになって倒たおれている。

　その男は自ら持つナイフを喉のどに刺さし、死んでいた。本当に、いっそそういうオブジェなのではないかと思うくらい真っ直ぐに、浅黒い喉にビニールで保ほ護ごされた柄えが生えている。ナイフを喉に刺して即そく死しするのかどうかは分からないけれど、それは間違いなく致ち命めい傷しようで、そしてどうしようもなく手て遅おくれだった。

　苦く痛つうからか、それとも何かを語ろうとしたのか、大きく開かれた口こう腔くうからは舌したらしき突とつ起き物ぶつが覗のぞいていた。溢あふれ出した血によって真っ黒に濡ぬれたその穴あなはまるで奈な落らくのようにも思えて、見ているだけで吸すい込まれてしまいそうになる。

　見るに堪たえないほど変形してしまったその顔からは確信を得られなかったけれど、それでも僕はこの男が誰であるのかを理解していた。

　間違いない。

　この男は───飯いい村むら聡さと史しだ。
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　あの後、真白ちゃんの通つう報ほうで駆かけつけた警けい察さつ官かんに発見され、僕達はそのままパトカーで警察署しよへ連れて行かれた。と言っても、もちろん犯はん人にん扱あつかいされていたわけではない。詳くわしい事じ情じようを聞きたいから、というものだ。

　なのだが……これがまた、その事情とやらの説明に困こまった。何せ、どうしてあんな場所に居たのか。どうして中を覗のぞいてみようと思ったのか。それを真ま面じ目めに説明するためにはその前に見つけた大垣さんの事を話さなければならないし、更には真白ちゃんの事も詳しく話さなければならなくなるのだ。

　仕方なくテキトーな言い訳わけでお茶を濁にごしておいたのだが、果たして何ど処こまで信用されたものなのか、非ひ常じように疑うたがわしい。袋ふく詰ろづめされた真っ白な粉を大量に所有している外国人を見つけた入管職しよく員いんの如ごとき視し線せんに晒さらされながら、それでもあっさりと開かい放ほうされたのは、一ひと重えにも二重にも鴻こうの池いけキララ先せん輩ぱいのご助力あっての事だろう。

「……なんでかは知らないですけど」

「なんやぁ？　なんか、不満があるんか？」

　目の前で腕うでを組み胸むねを仰のけ反らせる先輩に、僕は「何の不満もございません」と気分の上で平へい伏ふくする。いやホント、感かん謝しやしてます。

「まぁ良いんやけどな。こっちが巻まき込んでしもたトラブルなわけやし。ウチがケツ持つんは当然やろ」

「そう言ってもらえるのはありがたいですけど。で、どうだったんです？　あの……死んでいた人の事」

　どうせ詳くわしく知っているんでしょ、と聞くと、先輩はあっさりと頷うなずいてくれた。

「死んどったんは飯村聡史。前にも言うた通り、真白の誘ゆう拐かい事じ件けんのもう一人の犯人や」

　やっぱり。間ま違ちがいないだろうとは思っていたけれど、改めて言われると空そら恐おそろしい気分だった。

「で、その現げん場ばでやなぁ。鑑かん識しきが面おも白しろいもんを見つけたんや」

「面白い……？」

　なんだか、凄すごく嫌いやな予感がする。こういう時、先輩の『面白い』は大たい概がい僕にとって面白くはない答えだと、経けい験けん上じよう強く理り解かいしているからというのもあるが、何よりも、そう言った先輩自身が欠片かけらほども面白がっている顔をしていなかったからだ。

「現場でな、頭とう髪はつが発見されたんや」

「頭髪……ですか？」頭髪と言えば、もちろん他ほかにない、髪かみの毛の事だろう。しかし、それが落ちていたからと言って、どのような問題があるのか。不思議に思い、少し考えて、そして僕は嫌な結けつ論ろんにたどり着いてしまった。

「そう。ウチが調べとった過か去こ二件の事件と同じ血けつ液えき型がたの、同じ切り口のな」

　過去二件の事件。それぞれ一人が殺され、その犯人が自殺するという自じ己こ完結した事件。けれどそんな全く別々に起こった事件には二つ共通する部分があった。一つはその構こう図ず。そしてもう一つが、自殺した犯人の傍そばに明らかに自然に落ちたものではない同じ血液型の頭髪が落ちていた事。

　それと同じものが落ちていたという事は、つまりこの事件もまた過去と同じ、『真犯人』の居いる事件という事になる。確たしかに、構図も同じだし。飯村はかつて共犯者であった碓氷うすいを殺害している。

「つまり、三つ目の事件が起こったってわけですか」

「そういう事やな。時じ系けい列れつ順じゆんに言うなら、むしろ一番目と言うべきかもしらんけど。ともかく、新たに『真犯人』の犯はん罪ざいが追加されたわけや」

　偶ぐう然ぜん、という可か能のう性せいはないだろう。誰かの髪が偶然現場に落ちて、その血液型が偶然これまでの事件と同じだった可能性はまだあり得うるかもしれないけれど、その髪は明らかに自然に落ちたものじゃないのだ。鋏はさみか何か、鋭えい利りなもので切られていた。まるで、偶然を排はい除じよするように。自分の存そん在ざいを誇こ示じするように。

「けど……待ってくださいよ。本当に自殺だったんですか？」

「ん？　あぁ、なかなか良いところに気ぃついたなぁ」

　うんうんと頷く先輩は、当然の事ながら最初からその事に気付いていたのだろう。そして僕がそれに気付くかどうか試していていたのだ。まったく、人が悪い。まぁ、先輩らしいと言えばらしいのだけれど。

　それはともかく、飯村聡史はどうして自殺しなければならなかったのか。最大の疑ぎ問もんはそれだ。彼は本当に自殺しなければならないだけの理由があったのか？

　もし追い詰つめられたから、という理由なのだとしたら、彼はもうとっくにそうしているはずだ。実じつ際さい、過去の二つの事件は全て殺人の直後に自殺している。にも拘かかわらず、飯村に限かぎっては何年も経たってから、今いま更さらになって自殺しているのだ。

　それは、明らかにおかしい。真白ちゃんに対して再さい度どの襲しゆう撃げきを予告した彼が、どうして今更になって自殺するというのか。

　自分から顔を出してきて失敗したわけでもないのに、あっさりと死ぬ。

　なんだかそれは、凄すごく変な気がする。

　そりゃ確かに、そういう事だってあり得るかもしれない。本当にリベンジするつもりで姿すがたを見せたは良いものの、思っていた以上に警けい戒かいが厳きびしく、失敗を悟さとって自殺した。

「けど、それならそれで、もっかい潜せん伏ぷくしてまえば良かったんや」

　その通り。飯村聡史はこれまで警察の捜そう索さくを逃のがれて潜伏し続けてきたのだ。ならばもう一度、同じように隠かくれてしまえば良いのである。

　これは、どう考えても理り屈くつに合わないのではないか。

「せやけど、見た限かぎりにおいては、自殺やろうってのが鑑識の判はん断だんや。これから詳くわしく検けん死しして怪あやしいところがないか調べつくすわけやけど……たぶん、結果は変わらんと思う。飯村はほぼ間ま違ちがいなく、自分の手でナイフを持って、自分自身の意思で喉のどに突つき刺さしたんやろう」

「偽ぎ装そうの可か能のう性せいはないってわけですか」

「いや、もちろん可能性は残されとるけどね。けど、もし飯村が他殺やったとしたら───辛つらい事になるやろうね」

「はい……」

　そもそも、僕ぼくがここにいる理由こそがその可能性を潰つぶすためなのだから。

　かつて涼すず風かぜ真白という少女を誘ゆう拐かいした犯人で、仲間割われの末に失敗した飯村聡史。そんな彼は『リベンジ』の手紙と共に再ふたたび彼女の近くに戻もどってきた。再び、真白ちゃんを誘拐するために。一度失敗した計画を、今度こそ成功させるために。

　けれど、そんな真白ちゃんの隣となりには彼女を守る正せい義ぎの味方が居いたのだ。

「大おお垣がき六ろく郎ろう……居たんやね？　現げん場ばに」

「正せい確かくには現場のビルの前に、ですけど」

「それは限りなく黒に近い灰はい色いろやなぁ。まして、現場から大垣の痕こん跡せきでも見つかったら、まず間違いなく容よう疑ぎ者しやの仲間入りや」

　正義の味方、大垣さんは真白ちゃんを守るために、飯村を殺そうとしていた。

　それを止めるために僕達は相そう談だんを受けたのに……。

「まぁ、まだ自殺の可能性の方が高いわけなんやけど……けど、それにしたってとんでもない問題がある。もし飯村が自殺やとすると、今度は逆ぎやくに、同じ構図を持つ過か去この事件もまた自殺である可能性が高くなるわけや。まぁ、実際に検死の結果として自殺と断だん定ていされてたわけやねんから、そっちの方が自然ではあるんやけど。けど、せやったら『真犯人』ってなんや？　なんで示しめし合わせたように同じ血けつ液えき型がたの、同じ切り口の頭とう髪はつが落ちとったんや？」

　そう、それはどう考えてもおかしい。殺人犯が自殺して事件が終わる。過去の事件は、既すでに自じ己こ完結されているのである。ならばそこに『真犯人』などいるはずがない。

　では、ただのガセネタだったのか。全すべては悪戯いたずらだったのか。

　その可能性は……たぶん低い。それではどうしたって、髪の毛の存在が説明できない。その存在は確かに三つの事件を繫つなげるものであり、『誰か』の意思を感じさせるものだ。

　もしこの一連の事件に『真犯人』が居るのだとしたら、それは……。

「殺された方の人達。その後に自殺した人が犯人ではなく、別の犯人が居た……？」

「けどけど、せやったらさら～に大きな問題が」

「ですよねぇ。だとしたら、本当に死ぬ理由がなくなってくる」

　誰も殺していないのだとしたら、彼らはどうして自殺しなければならなかったのか。罪つみを犯おかし追い詰つめられたわけでもないのに自ら命を絶たつだなんて、そんな事は────。




『生きたいという人間の意志は、しかし、死によってのみ完結される』




「…………」

　嫌いやな事を思い出してしまった。

　僕には理り解かいできない理由で自ら命を絶った青年。永遠に生きたいという誰だれだってもっている願望を叶かなえるため死を必要とした思想。

「先せん輩ぱい……人はどうして、自殺するんでしょうか？」

「なんやぁ？　いきなり、えらい質しつ問もんしてくるなぁ」

　自分でもそう思う。

　先輩以外の誰かに同じ質問をすれば、即そく座ざに頭の病気を疑うたがわれそうなくらいだ。

「ん～、自殺する理由は人それぞれやろ。けど、やっぱり究極的に言えば、自殺とは逃とう避ひなんやと思うわ。例えば誰かに苛いじめられたとか、会社をクビになったとか、きっつい失しつ恋れんをしたとか、何かに思いっきり失敗したとか。細かい事じ情じようはそれぞれ違うやろうけれど、全てにおいて共通してるんは、『希望』の喪そう失しつやと思う。未来に希望がもてなくなると人は死ぬ。それはつまり、希望の無い世界からの逃避や」

　先輩の言い方は相変わらず極きよく端たんではあるけれど、たぶんそうなのだろう。絶望は死に至いたる病、なんてよく言うけれど、それはたぶん事実で、僕達は誰も明日になれば朝が来るのだと信じていなければ夜を越こす事さえ出来ないのだろうから。
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　話を終え、少し用があるからと残った先輩にお礼を言って警けい察さつ署しよを出た僕は、そこで真白ちゃんを発見した。どうやら先に解かい放ほうされていたらしい彼女は、ずっと僕の帰りを待っていてくれたらしい。

「……お待たせ」

「お勤つとめご苦労様です」

　表情には今ひとつ力がないけれど、一いち応おうそんな冗じよう談だんを言える程てい度どには落ち着いているらしい。当然だろう。何せ、彼女には死んでいたのが飯村聡史であった事が伝えられているのだから。かつての誘ゆう拐かい犯はんに再ふたたび狙ねらわれているという恐きよう怖ふを取り除のぞくためにも、それは伝えずにはおけない事だ。

　ただ、そういう意味ではようやく解放されたと言える彼女は、だからこそ更さらに大きな不安要よう素そを抱かかえる羽目になってしまっただけで。

「兄は……疑うたがわれているのでしょうか？」

「いや、一応、それは無いみたいだよ」

　噓うそではないだろうと思う。少し、真実とは違ちがうだけで。少なくとも現げん時じ点てんで大垣さんは疑われていない。今後もそうであり続ける保ほ証しようがないだけで。

「自殺で間違いない、という事ですか」

「……うん」

「そうですか。なら、彼にとってそれが正しい事だったのでしょうね」

　緩ゆるやかに紡つむがれたその言葉に、何な故ぜかドキリとした。

「正しい事……だって？」

「そうですよ。貴方あなたは、人はどうして自殺するのだと思いますか？」

「それは……」僕が先輩に対して聞いたのと同じ質問。「やっぱり希望を失ってしまったからなんじゃないかな？」

「いいえ、違いますよ。人が自ら命を絶たつ理由は、逃避なんかじゃありません」

「逃避じゃない……？」

「人が自殺する理由はただ一つ。それに意味が在あると信じたからです。いえ、自殺に限かぎりませんね。人は時に不ふ可か解かいで明らかに理り屈くつに合わないような行動をとる事もありますが、それは多くの場合、認にん識しきの錯さく誤ごや価か値ち観かんの相そう違いが見せる幻げん影えいです。理解できないそれらの総そう称しようが『異い常じよう』であるだけで、必ずしも論ろん理りが成り立たないわけではありません。誰もが本人にとって正しい理屈によって行動しているんです。そしてそれは自殺においても同様です。彼らは、それに意味があるのだと信じたからこそ、生きる事を放ほう棄きする。ほら、自じ爆ばくテロなんかと一いつ緒しよですよ。敵てきを殺して死ねば神の国に行けるように、人は皆みな、意味さえあれば容よう易いに死ぬ生き物なんです」

　だから、正しい事、か。

　真ま白しろちゃんの言葉に、僕は考える。

　ならば、飯いい村むら聡さと史しが信じた意味とは何だったのだろう。何な故ぜ今になって姿すがたを現あらわし、何故死んだのだろう。

「……ごめんなさい。変な事を言ってしまいましたね」

「いや、気にしないで良いいよ」

　少し混こん乱らんしているのだろうと思います、なんて恥はずかしそうに俯うつむいた真白ちゃんの頭を、少しだけ躊躇ためらって優やさしく撫なでる。ただし人目を避さけるために被かぶったままの帽ぼう子し越ごしで、ちょっと残念だった。

「ともかく、良かったね。これで真白ちゃんが狙ねらわれる事はなくなったわけだし。これからは安心して生活できるよ」

　人が死んで、それで良かったなんて事は絶ぜつ対たいにないわけだけど。けど、真白ちゃんにとってはそれで良いのだ。

　被ひ害がい者しやである彼女が死し亡ぼうした犯はん人にんの事を変に気に病やむ必要はない。そこまで背せ負おい込こむ必要はない。彼女はこれから、過か去この恐きよう怖ふに怯おびえる事なく、幸せに暮くらしていけば良いのだ。

　彼女には、その権けん利りがある。

「そうですね。これでようやく、兄は救われます」

　何ど処こまで分かっているのかは判はん断だんがつかないけれど、真白ちゃんもそう言って柔やわらかく微笑ほほえんでくれた。

　それにしても、やっぱり『兄』か……。彼女にとって大垣六郎という男だん性せいは、本当に特別な存そん在ざいなのだろう。

　ともかく、真白ちゃんの問題はこれで一いち応おうの決着がついたと考えて構かまわないだろう。まだ大垣さんを見つけてはいないけれど、飯村が死んだ事でいずれは帰ってくるだろう。そうして二人はこれからも穏おだやかに過すごしていくのだ。

　心から、そんな幻げん想そうを願う。
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　家の中で、つまりは志し乃のちゃんの前でため息を吐つく事だけは止やめよう。それが昨日からの自じ戒かいだったけれど、成功しているのかどうかは不ふ確かく定ていだ。と言うか、明らかに失敗していたような気がする。

　特に、今日は休日で、志乃ちゃんも僕も外へ出る用事は無い。目が覚めてからの数時間、悪あく夢むのような無言が続いていた。いや、とは言うが、別に無む視しされているわけではなく、話しかければ一応、反応はしてくれる。ただ、その反応が何い時つもよりずっと冷たく突つき放すような感じで、空回っている自分も含ふくめ、コンクリートの足かせをつけられているかのように気分が沈しずんでいってしまう。

「あー、っと。志乃ちゃん？」

「…………」

「えっと、その。今日の夕飯は何が良いかな？」

「…………」

　いつもなら即そく座ざに返ってくるはずの「グリンピース以外」という答えが無い時点で、もうノックアウト寸すん前ぜんだ。

　いったい何が彼女をこんな風にしてしまっているのか、さっぱり分からない。むしろ前に先せん輩ぱいが言ったとおり、反はん抗こう期きを疑うたがう方がよっぽど自然なくらい、お手上げだ。これでは、機き嫌げんの取りようもなかった。

　と、そんなタイミングで天の声が部屋に鳴り響ひびいた。

　電話の着信音だった。もちろん、固定電話の。

「……もしもし？」

『なんや暗い声やなぁ。アカンでー、明るく生きんと。キノコ生えるで』

　聞こえてきたのは、鴻こうの池いけ先せん輩ぱいの声だった。挨あい拶さつもなければ、名乗りもしないのは、彼女なりの親しみの表ひよう現げんなのだと半ば信しん仰こうしている。

「もしそれが真実なら、便利ですよね。食料に困こまりませんから」

『毎日キノコばっかりやったらマリオになってまうで。小学生の思おも惑わく一つで溶よう岩がんにダイブな職しよく業ぎようを目指してるわけやないなら、肉を食い』

　もちろん、溶岩にダイブするのも動く壁かべに挟はさまれるのもお断ことわりだ。

　毎回さらわれるお姫ひめ様さまを助け出すヒーロー的な立ち位置には多少の憧あこがれを禁きんじえないが。

「何か、新しい情じよう報ほうですか？」

『ん～、残念ながら真しん犯はん人にんの新しい情報は今んところないなぁ。目下、捜そう査さ中ちゆう、や。そん代わり、涼すず風かぜ真白の方にちょっと問題が発生しとるんよ』

「真白ちゃんの方に、ですか？」

『そうなんよ。飯村の所持品から辿たどって自じ宅たく───というか潜せん伏ぷく先さきを発見したんやけど、ちょっと異い常じようやねん』

「異常、ですか？」

　潜伏先が異常って、どういう意味だろう。なにかとんでもない場所に隠かくれていたとか？　例たとえばそう、地下の秘ひ密みつ基き地ちとか屋や根ね裏うらの隠し部屋とか。ならばきっと、ロボがあるに違ちがいない。こんな事もあろうかと、というやつだ。

『それはえぇなー。ウチ、そういう燃もえる展てん開かいは大好きやもん』

　僕はそういうスーパーな展開は、あんまり。リアル派はなので。

『けど、そうやなくて……実はな、涼風真白に関係するもんが、一つもないんや』

「は？」言葉の意味が分からず、首を傾かしげる。「それのどこが異常なんですか？」

『考えてみぃ。飯村は涼風真白を狙ねらっとったわけやろ？　なら、必然的にその痕こん跡せきがどこかに残されてるはずなんや。住所やら電話番号やらが書かれた紙とか、真白の写真とか、あるいはそれこそ犯行計画書とか』

「犯行計画書……それって」

『そ。思い出したか？　四年前の誘ゆう拐かい事じ件けん。その時、飯村はわざわざ犯行計画書なんてもんを作っとった。あの時も言うたとおり、かな～り細かい内ない容ようで、そこから飯村は異常なまでに神しん経けい質しつな人間である事が分かるわけやねんけど───せやったら、今回のリベンジにかて、そんな飯村の神経質っぷりが発はつ揮きされてるべきなんや。なのに、それらしいもんが一つもない。異常なくらい神経質な飯村にとっては、むしろその方が異常なんよ』

　それは、確たしかに異常だ。潜伏している間に宗しゆう旨し替がえしたって可か能のう性せいもなきにしもあらずだけど、どうにも腑ふに落ちない。

『それからな、もう一つ』

　電話越ごしなので見えるわけないのだが、ピッと人差し指を立てている先輩の姿すがたが脳のう裏りに映うつった。

『涼風真白の許もとに送られてきたっちゅう紙があったやろ？　リベンジって書かれとった紙や』

「あれがどうかしたんですか？」

『うん、前にも言うた通り、あれから指し紋もんの採さい取しゆをお願いしとったわけやねんけど、今日になって結果が伝えられたんや。で、それを聞いてビックリと言うべきなんか何なんか、あの紙からはなんとアンタと真白、それからウチ以外の指紋が一つも検けん出しゆつされんかったんや』

「僕ぼく達たちと真白ちゃん以外の……誰のも？」

『そうや。な？　なんか変やろ？　飯村から送られてきたもんやねやったら、その指紋が残っとるはずやのに。ま、そら確かに、手て袋ぶくろをした状じよう態たいでそれを作ったんかもしれんわけやから、それはそれであり得うる話なんやけど……』

　先輩はうーんと唸うなっていたけれど、僕はもっと、うーんな状態だった。

　今の話にはもっと決定的におかしな部分がある。気のせいでは誤ご魔ま化かしきれないほどに明めい確かくな不自然さがある。

　しかし、これはどういう事なのだろう？　この事実が示しめすものと言えば、それは────。

『なんや？　いきなり沈ちん黙もくして。なんか、気になる事でもあるんか？』

「……いえ、良いんです。別に確かく信しんがあるってわけじゃないですし」

『そういう言い方の方がよっぽど気になるんやけど……まぁえぇわ』

　先輩はありがたい事に深く追つい及きゆうしないでくれた。

『とりあえず、今んところは、これだけや。……で？　シノシノの様子は？』

「あぁ……」そっちがメインだったか。「相変わらず、ですよ」

『あんま気にしなや？　別に、アンタに対して怒おこっとるとか、そういう感じやないみたいやし』

「それは、分かってます。でも、やっぱり気にしますよ。もう昨日からずっとなんですから」

　直すぐ近くに本人が居いるのであまり具体的には言えないのだが、その辺りは先輩も理り解かいしてくれたらしい。

『ご愁しゆう傷しよう様さま～♪』

　滅め茶ちや苦く茶ちや、他ひ人と事ごとだった。

　笑い声つきだった。

　慰なぐさめるとか助言するとか、そんな気はゼロだった。

「……切ります」

『あはは、まぁ、頑がん張ばり～。そうして皆みんな、大人になっていくんやからな』

「先輩が最初に大人になりましょうよ」

　とりあえず言ってみたけれど、もちろんその言葉に何の意味も効こう果かも無い事は分かりきっていた。
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「はぁ……」

　またため息が漏もれる。

　先輩の電話があってから、一時間ほどして、僕はコンビニにいた。

　結局は家の中を覆おおいつくし押おし潰つぶす重い空気に耐たえ切れず、「ちょっと用があるから」なんて噓うそを吐ついて、緊きん急きゆう避ひ難なんしてきたのだ。別に何か買い物があったわけではない。経けい済ざい観念が極きよく端たんな形でついている──と鴻池先輩談だん──僕は、基き本ほん的てきに値ね引びきのないコンビニで買い物はしないのだ。

　そんなわけなので、コンビニにやってくるのは漫まん画が雑ざつ誌しを立ち読みするためだったのだが───二、三冊さつ流し読んでみたけれど全く集中できない。お気に入りの漫画も、今回は妙みように退たい屈くつに感じられた。

「暗い顔ですね」

　不意に声を掛かけられて、僕は慌あわてて振ふり返った。

　まさか店員さんに注意されたのか、と戦せん々せん恐きよう々きようとする。

　けれどそれは間ま違ちがいだった。背はい後ごに立っていたのは店員さんではなく───涼風真白ちゃんだった。

「似に合あわないです、そういう表ひよう情じよう」

「なんでだろう？　不思議とみんな、同じ事を言うね」

　どうして彼女がこんな所に居るのだろう？　と不思議に思いつつ、答える。

　僕だって何かを真しん剣けんに考えて、不安を感じたりする事だってあるのだと。

「それはたぶん、貴方あなたには悩なやんでいて欲ほしくないという願いがあるからではないでしょうか？」

「僕だって人間なんだから、悩まずに生きる事なんて出来ないよ」

「それはそうでしょう。けれど、たとえそうだったとしても、貴方には悩む事なく自分の信じた事をして欲しいと、そう思っているんです。他の誰だれも、そしてわたしも」

　ですから、と真白ちゃんは微笑ほほえんだ。

「貴方の悩みを、解かい消しようしにやってきました」
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「どうぞ、上がってください」

　悩みを解消する、なんて言って連れて来られたのは真白ちゃんの家だった。ただし、前回とは違ってリビングではなく寝しん室しつに、だけど。

　広さは凡およそ八畳じようほどだろうか。個こ人じんの寝しん室しつで僕の家よりも広いという事実にショックは無い。これまでにも鴻池先せん輩ぱいや志乃ちゃんの部屋を見てきているから。そんなわけなので、その広い部屋に対する感想は持ち主の名前どおり「白い」だった。

　まず、四方と天てん井じようを覆う壁かべ紙がみが艶つやの無い白で統とう一いつされている。床ゆかは流石さすがに通つう常じようのフローリングなのだけれど、その茶色は周囲の白に押しつぶされるようにして慎つつましやかに存そん在ざいしているだけだ。

　ドアの正面にある窓まどにかかるカーテンも白い。無む染せん色しよくのシルクのように真っ白なそれは、僅わずかな陰いん影えいこそ刻きざんでいるものの、それが逆ぎやくに濃のう密みつな霧きりのようで感覚を狂くるわせる。更さらにカーテンだけではなくその他の家具類、机つくえも本ほん棚だなも簞たん笥すもベッドもシーツも、空白スペースに置かれたちゃぶ台サイズのテーブルも座ざ布ぶ団とんも、全すべてが白で統一されている。

　目がチカチカとする。確たしかにフローリングを含ふくめ、様々な部分に白以外の色も含まれているわけなのだけれど、どうしても白が強すぎて他の色を殺している。その事実に、今更ながらに驚おどろいた。白って言えば凄すごく目立たない色というイメージがあるけれど、あんまりにも強すぎると他の色をこれほどまでに排はい除じよしてしまうものなのか。

　白い世界の中では、それ以外の全ての色に違い和わ感かんが生まれてしまう。調和する事無く、ただそれが在あるというだけで許ゆるさないかのように、決して受け入れない。

「ごめんなさい、まるで病室みたいな部屋でしょう？」

「いや……」病室、か。確かに白という点で共通してはいるけれど、僕にはもっと別のものに感じられた。「そんな事はないよ」

「そうですか？　なら良いんですけど……。わたし、白色って好きなんですよ。わたしの名前でもありますし。ですから、実はこの髪かみだってそんなに嫌いやっていうわけじゃないんです。目立つのが困こまるっていうだけで、色そのものは気に入っています」

「良いんじゃないかな？　そういう風にポジティブに考えられるのは凄すごい事だと思うよ」

「ありがとうございます」なんて真ま白しろちゃんは嬉うれしそうに言って、「あ、座すわってください」と白い座布団を示しめす。

「わたし、何か飲み物を持ってきますね。コーヒーと紅こう茶ちや、どっちが良いですか？」

「ん～、コーヒーかな、やっぱり」

「了りよう解かいです！」と何な故ぜか敬けい礼れいして部屋を飛び出していった真白ちゃんの背せ中なかを見送ってから、指し示じされた座布団に腰こしを下ろす。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになって、不ぶ躾しつけだとは思ったけれど視し線せんは勝手に周囲へと向いていた。

　流石は女の子と言うべきなのか、部屋の中は隅すみ々ずみまで──ただし見える範はん囲いにおいて──整理整せい頓とんされている。僕の家とは大違いだ。大阪に戻もどってきて一人暮ぐらしを始めて、その後志乃ちゃんを家に呼よぶようになってからは頻ひん繁ぱんに掃そう除じするようになったけれど、ごく初期に限かぎっては腐ふ海かいの森の胞ほう子しが根付きそうになっていたくらいだ。

　ただ、そんな綺き麗れいな部屋だったけれど、物は少ないように思えた。お人形さんや縫ぬいぐるみという年とし頃ごろではないにしても、小物類が全く無いというのもなかなか珍めずらしいのではないだろうか。教科書やノートが丁てい寧ねいに整頓されている勉強机の上に置かれた三つの写真立てが唯ゆい一いつだろうか。

　立ち上がって、その内の一つを持ち上げてみる。そこに写っていたのは真白ちゃんと大おお垣がきさんの二人だった。場所はどうやらこの家の玄げん関かん先さきらしい。二人とも晴れやかに微笑ほほえんでいる。真白ちゃんは見み慣なれたブレザー姿すがたでそれが最近撮さつ影えいされたものである事が分かる。きっと、入学式の前後くらいだろう。他ほかの二つも、年代こそ違え大垣さんとのツーショットだった。

「……微笑ましい光景だ」

　思わず、呟つぶやく。

　その声に反はん応のうしたかのように、真白ちゃんの足音が戻もどってきた。

「お待たせしました～」

　両手で抱かかえるお盆ぼんにはコーヒーカップとどら焼やきが載のせられている。って言うか、何でコーヒーにどら焼き？　それはもしかして、ツッコミ待ちなのだろうか？

「ごめんなさい。他にお茶ちや菓が子しが無くって……こんな事なら、ケーキでも買ってきたんですけど」

「いや、別に良いけど。どら焼きも嫌きらいじゃないし」

　特別好きというわけでもないのだけれど、まぁ何かしらの拘こだわりがあるわけでもなし、コーヒーにどら焼きだったとしても問題は無い。「なら良いんですけど」と苦く笑しようしつつテーブルにお盆を置く真白ちゃん。

　けどそこで、あっ、と顔を上げた。

　僕が持っているものに気付いたらしい。

「……写そ真れ」

「あ、ごめん。勝手に見ちゃった」

「いえ、それは別に構かまいませんけど……変、でしょうか？」

　顔を赤くして問いかけてくる真白ちゃんに、生あい憎にくと僕としては首を傾かしげるしかない。

「なんで？」

「その……だって、お兄ちゃんとの写真ばかりですから」

「そんな事はないと思うけど？　別に、普ふ通つうじゃないかな？」

　変と言えば変なのだろうけど、それは異い常じようという意味ではなく、分かり易やすすぎるという意味でだ。

　これがもし血の繫つながったお兄さんなのだとしたら異常だけど、真白ちゃんと大垣さんはただ生まれた時から知っているというだけの幼おさな馴な染じみなのだから、そういう意味で身近な異い性せいとして彼女が大垣さんとの写真を大切に飾かざっているのは普通だろうと思う。中学生くらいなら、別にマセているというほどでもないだろう。

「本当に、大垣さんの事が好きなんだね」

「そうですね、愛していますよ、とても」

「…………」

　これは流石さすがに、マセていると言うべきなのだろうか。中学生の口から「愛している」なんて、しかもあんまりにもハッキリ言うもんだから、こちらの方が驚おどろいてしまった。

　しかもそんな事を口にした本人はこちらの驚きに気付いた様子もなく、

「あっ、そうだ。他にも、写真見ます？」

　と、ガサゴソと本ほん棚だなの下をあさり、二冊さつのアルバムを取り出した。Ａ４サイズの分ぶ厚あついそれを、重たそうにテーブルに置く。

「二冊だけなの？」

　普通、最初の子供の場合は親も嬉うれしさのあまり山ほど写真を撮とるものだろう。僕だって小学校入学くらいまでで同じサイズのが二冊はあるはずだ。小学生時代に友人が「三男の自分には全然写真がない！」と言って怒おこってクラスの皆みんなに小さい時の写真がどれくらいあるか聞き回った事があったから、よく覚えている。僕のような長男は多いし、ましてそれが長女だった場合は更に多くなるのが一般的な傾けい向こうだった。

　真白ちゃんはページを捲めくりながら答える。どうやら最近のものから遡さかのぼるらしく、中学校の制せい服ふくを着た彼女と大垣さんの二人が写っている写真があった。というか、それ以外に一つも無い。未いまだに僕は、彼女の両親の顔を知らない。

「それは、ほら。両親は忙いそがしいですから。三人で遊びに行ったりした経けい験けんもほとんどありませんし、学校の運動会とかの行事にも来た事はほとんどありません。とは言っても、別に不服は無いんですよ。忙しく働いた両親のお金で生活できているんですから、不服に感じるのはお門かど違ちがいでしょう」

「……それは違うと思う。寂さびしかったら、寂しいって言って良いんだ。その権けん利りは誰にだってあって、誰にも絶対に非ひ難なんなんて出来ないんだから」

「素す晴ばらしい思想だと思います。ですが、そうであるならなお更さらに、何の問題もないんです。だってわたしは少しだって寂しいと感じていませんでしたから」

「大垣さんが居いたから？」

「たぶん、そうなのでしょう。今はまだ実感はありませんが」

　あんまりにも近すぎて、あんまりにも当たり前すぎるから分からないのかもしれない。それは僕が両親に対して感じているものと同じなのだ。今は大阪と九州で離はなれているけれど、電話をすれば何い時つでも話せるし、会おうと思えば会いに行ける。だから、少しだって寂しいとは感じない。

　そしてたぶん。

「君にとって、大垣さんは家族なんだね」

　それが家族と呼よばれるものなのだろう。

「それにしても、ホントに大垣さんとの写真ばかりだね」

「そうですね。わたしは元々、写真はあまり好きではないのですが、出来うる限かぎり撮っておきたかったので」

　なんだか、変な言い方をする子だ。

　アルバムの中ではどんどんと時を遡っていて、今は私服姿すがたの真白ちゃんが写っている。小学校時代に入ったのだろう。時々体たい操そう服ふく姿のもあって、随ずい分ぶんと懐なつかしいＹ小学校の校章が胸むねに光っていた。

　写真は全すべて大垣さんとのペアで、真白ちゃん一人や集しゆう団だんの中で撮さつ影えいされたものは一つも無かった。

　やがて、一冊目が終しゆう了りようする。もともと半分ほどしか埋うまっていなかったから、大した時間はかからなかった。これまでで小学校高学年くらいまで遡っただろうか。

「あ、ごめんなさい。ちょっと外しますね」

　急に立ち上がった真白ちゃんに、どうしたの、とは聞かない。聞かなくったって理解してあげるのが大人というものだろう。なので僕ぼくは無言で頷うなずき、「もう一つのも見ててください」と部屋を出て行く真白ちゃんを見送った。

　言われたとおり、もう一冊のアルバムを取り上げ裏うら表びよう紙しを捲めくる。一冊目もそうだったのだし、どうせなら最後まで逆ぎやくに見ていこうと思ったのだ。

　二冊目のアルバムも一冊目とほとんど変わらなかった。私服姿の、あるいは体操服やら浴衣ゆかたやらを着た真白ちゃんと大垣さんが写っている。

　ただ、少しだけ違うのは、これまでとは違って彼女一人で写っているものもある事だろう。どれも同じような背はい景けいの中に真白ちゃんの姿が写っている。

　たぶん、それこそが彼女の両親が撮影したものなのだ。というのも、そうして一人で写っている写真には必ずコメントが入っていた。『真白　お勉強中』『真白　研究室にて』『真白　どら焼きを気に入る』など等など。綺き麗れいな細い文字で書かれていた。

　彼女にもちゃんと、こういう時期があったのだ。

　その事実を嬉しく思いながら、ページを更に捲る。色々な写真があったが、その中の一つに目が留まった。

『真白　お誕たん生じよう日びおめでとう』

　どうやら誕生日会の時の写真らしい。場所は───どこだろう。この家ではないようだったが、蠟ろう燭そくが七本刺ささった大きなケーキを前に笑っている真白ちゃんがそこに居た。食べている途と中ちゆうだったのか、その頰ほおには髪かみと同じ白いクリームがついて、突とつ然ぜん撮られたらしく驚おどろいたように大きな目を更に大きく見開いていた。

　思わず、クスリと笑ってしまう。

　そう言えば志し乃のちゃんのアルバムにもこれくらいの頃ころの誕生日会の写真があったけれど、今見ているものとは正反対だった。その写真の中に写っている少女は決して笑わずケーキにもプレゼントにも興きよう味みを示しめさず、どこか眠ねむたそうなあるいは退たい屈くつそうな顔でボンヤリとこちらを見つめていた。

　本当に、支はせ倉くら志乃という少女はそんな幼おさない頃から今と同じなのだ。

　そんな事を思いながら、ページを捲っていく。現げん在ざいの放ほう任にんぶりから写真も少ないんじゃないかと勝手に想そう像ぞうしていたのだけれど、それは杞き憂ゆうだったらしい。途と中ちゆうから両親と写っているものより大垣さんと写っているものの方が多くなっていて、その辺りから彼が仮かりの保ほ護ご者しやになり、両親は仕事に集中するようになったのだろうとは思うが、どちらにせよ、写真の中には真白ちゃんの明るい笑顔だけが写っている。

　その笑顔があんまりにも綺麗だったから───脳のうがクラリと揺ゆれた。

「あ、れ……？」

　僕は思わず声に出して呟つぶやいていた。

　本当に自分でも驚くくらい唐とう突とつな、違い和わ感かん。

　あるはずのない、あってはならない物を見つけてしまったような感覚。

　と同時に。

　ようやく欠けていた大切な何かを見つけ出したような感覚。

　僕は慌あわてて、ページを捲っていく。

　捲って、捲って、捲って。

　遡さかのぼって、遡って、遡って。

　けれど───無い。

　何ど処こにも『それ』が無い。

　絶ぜつ対たいに無ければならないはずのものが無い。

　どうしようもない、言い訳わけの効きかない『矛盾おかしさ』。

　考えてみれば、それは他ほかにもあった。
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　そう、幾いくつも幾つも。

　理り屈くつに合わない事が幾つもあって、だから────。

　それらのパーツが、あまりにも的てき確かくにあてはまってしまう。

　ガチリと強く、それ以外にない形で嚙かみ合わさってしまう。

　幾つもの小さな亀き裂れつは、やがて中心に収しゆう束そくし、一つの答えを導みちびき出す。

　これが───構こう図ず、なのか？

　幾つものパーツを合わせて完成された一枚まいの絵。

「そんな、馬ば鹿かな────」

　僕は立ち上がり、真ま白しろちゃんの家を出た。彼女には声を掛かけなかった。そのまま周囲を探さがす。目指すものは公こう衆しゆう電話だ。携けい帯たい電話を持たない僕はそれに頼たよるしかない。

　けれど、少なくとも見える範はん囲いでは見つけられなかった。昔はあちこちに設せつ置ちされていたのに……携帯電話が普ふ及きゆうした所せ為いでかなり数が減へってしまったのだろう。この調子なら公衆電話が絶ぜつ滅めつする日だってそう遠くないのかもしれない。それはそれで、不便なようにも思えるけれど。

　やっぱり持っておいた方が良いのかもしれない、なんて今いま更さらながらに反省する。反省する機会はこれまでにも何度もあったけれど、今回はきっとそれまでで最大級だ。

　結局、五分ほど走り回って、古びたタバコ屋の隣となりでようやく発見する事が出来た。

　十円玉を放ほうり込み記き憶おくしている十一桁けたの数字をプッシュする。受話器から届とどく、呼よび出し音。

　登録されていない番号から掛けて、果たして取ってくれるだろうか。なんだかんだで自己防衛セキユリテイに対する認にん識しきの高い志乃ちゃんの事、知らない相手からの電話はまず取らないだろう。

「志乃ちゃん、お願いだから出てっ」

　声に出したところでもちろん届いたりはしないのだけれど。

　案の定、期待は裏うら切ぎられた。十コールほど試ためしてみたけれど、一向に出てくれる気配が無い。更に数コール待ってみたけれど、結果は変わらなかった。

　仕方なく、受話器を置く。

　さて、どうしたものか。電話の前で腕うでを組み、考える。

　携帯に出てくれないとなると、どうやって連れん絡らくをとれば良いのか。方法は無いように思える。

　いや……でも待て。今、志乃ちゃんは何処に居いるのだろう？

　今日は休日だ。学校の無い日。そんな日の彼女の予定はというと、塾じゆくへ行っているか何処かへ出かけているか───もしくは、僕の家に居る。もし志乃ちゃんが何処にも出かけていないのなら、可か能のう性せいはある。

　僕はそれに賭かける事にした。

　再さい度ど十円玉を投入し、今度は十桁の数字を押おす。

　受話器から聞こえるコール音。これで駄だ目めだったらお手上げだ。

　そう考えたところで、果たして願いは届いた。

『……はい』

「良かった、志乃ちゃん！　僕だよ」

『……なに？』

「いや、ちょっと聞きたい事があったんだ。ほら、この前の質しつ問もん、覚えてるよね？　二引く一と一引く一ってやつ。あの時は普ふ通つうに答えたけど、でもそれは間ま違ちがっていた。二引く一。これの答えは二だ。そして、一引く一。これの答えは一」

　数学的、算数的には間違った答え。

　けれど。

「そこに───『真しん犯はん人にん』が居たんだね？」

『…………』

　答えはなかった。けれど、それで十分。確かく信しんは得られた。志乃ちゃんのお墨すみ付つきなのだから、間違いようがない。

「ありがとう。それだけ」

　僕は満足して、受話器を置こうとする。

　だけどそれを遮さえぎるように、小さな声が届いた。

『待って……』

「え？」

『何処にも、行かないで。帰ってきて、私の、傍そばにいて』

　息を吞のむほどに真しん剣けんな口調。これほどまでに彼女が真剣に、真しん摯しに何かを望んだ事など一度もない。そうだ。支倉志乃という少女は、何い時つだってどこかで一歩引いている。集しゆう団だんの中で、自分を隠かくすための仮か面めんを、何重にも被かぶっている。

　そんな彼女が───今、仮面を外そうとしている。

　ほんの少しだけ透すけてみえる、彼女の思い。

　けれど僕はあえて茶化す。その必要はないんだと伝えるために。

「あれ～？　おかしいなぁ。どうしてそこに先せん輩ぱいが居るんですか？」

『私は……』

「だって志乃ちゃんのはずがないもの。僕の知っている支倉志乃っていう女の子は、大学生の僕なんかよりずっと強くて賢かしこい子なんだから。だから───分かっているよね？」

　僕は出来る限かぎりの優やさしさを籠こめて、言葉を続ける。

「大だい丈じよう夫ぶ。何処にも行かないし、ちゃんと帰ってくる。そして、ずっと君の傍に居るよ。志乃ちゃん、この際さいだから白はく状じようしちゃうけど、実はもうとっくにそうしようって決めてたんだ。君と一いつ緒しよに居ようって。君を見守り続けようって。何時の日か、君が笑ってくれるその時まで。志乃ちゃん。僕はね、君に普通の大人になって欲ほしいんだ。普通で良いから、笑顔を見せて欲しいんだ。泣いたって良いし怒おこったって良い。感かん情じようを露あらわにして、その所為で迷めい惑わいを掛かけられたって構かまわないんだ。僕が望んでいるのは、そういう繫つながりなんだから。それが『家族』と呼よばれる関係なんだって思うから。でも───それは君にとって、もしかしたら凄すごく苦く痛つうなのかもしれない。君はそんな事を望んでいないのかもしれない。だから僕はそれを君に強きよう制せいしたりなんてしないよ。君は君として、成長していけば良い。君自身の幸せを手に入れるために。けれど、でも。だからって諦あきらめているわけでもない。何時の日か必ず、僕は君の笑顔を見てみせる。そのために、僕は君の傍に在あり続けようと思う。ずっとずっと傍にいて、君の代わりに笑っているよ。その笑顔が、君にも繫がる、その時を信じて」

　そう。それこそが僕の願いだ。

　僕の意思は、最初から決まっている。

　これは僕にとっての、一番の願い。

　ただ一つきりの希望だから。

「だから、家で待っていてね。今日も一緒に、ご飯を食べよう」

　言って、僕は受話器を置く。引き止める声は聞こえなかった。けれどそれは、別に僕の説得が功を奏そうしたわけではないだろう。なんだか自分で言っていて情なさけない事だけれど、僕の言葉にそれほどの効こう力りよくがあるとは思えない。

　さて、それじゃあ急いで戻もどろうか。そして、急いで終わらせてしまうのだ。

　こんな事は全すべてさっさと終わらせて、僕達の日にち常じように戻もどろう。

「慌あわてる必要はありませんよ」

　不意に、背せ中なかにかけられた軽かろやかなソプラノ。

　そして───衝しよう撃げき。

　全身を強打されたような激はげしさは、けれど痛いたみを伴ともなわない。ただただ骨ほねを全すべて砕くだかれてしまったかのように、自分の意思とは関係なく力が抜ぬけていく。視し神しん経けいをプチプチと切せつ断だんされてしまったかのように、瞳ひとみに入ってくる情じよう報ほうは薄うすれ、やがて暗くら闇やみが訪おとずれる。

　自分が意い識しきを失おうとしている、と気付けたのはもしかしたら意識を失ってからだったかもしれない。

　ただ、最後に。

「ごめんなさい。ここでは少々、場が悪いので……別のところへ移うつらせてもらいますね？」

　そんな声が聞こえた。





＊　＊　＊






　一方的に切られた電話に、支倉志乃はそれでも慌あわてない。

　慌てる事になど何の意味もないのだと理り解かいしているから。

　だから引き止めなかった。あれ以上の会話には何の意味もない。むしろそれに要される時間を具体的な行動にこそ充あてるべきだ。

　志乃は考える。『彼』が事じ件けんの真実に気付けたのだとしたら、それはその決定的な証しよう拠こを見たという事だ。

　あの事件はそれほど難むずかしいものではない。誰だれが犯はん人にんであるのか、その確かつ固こたる証しよう拠こが存そん在ざいしているのだから、問題は明らかな不自然さに気付けるかどうかだけだ。最初の───大元の条件さえ間ま違ちがわなければ、全ての事件はただ一つの動機に集約される。全ての被ひ害がい者しやは、全ての加害者は、そのためだけに用意された駒こまだったのだと分かるだろう。

　ただし、『彼』がそれに気付ける可か能のう性せいはかなり低いだろうと思われる。順じゆん番ばんの不自然さや現げん場ばに落とされていたという頭とう髪はつの意味から逆ぎやく算さんする事でしか引き出せないその答えは、たどり着くには困こん難なんすぎるだろう。

　となれば、彼は別の方向からその解かい答とうを推すい測そくしたのだろう。その証しよう拠こに、『彼』は確かく信しんを得ていなかった。絶ぜつ対たい的てきな確信を持っていなかった。志乃自身が与あたえてしまった余よ計けいな知ち識しきに頼たよる形でしかそれが答えなのだと思えなかった。

　確たしかに、その真相は恐おそらくは誰にとっても死角となりうる───誰もが自然と目を逸そらしているものかもしれない。ならば、どんな証拠だったらそれを確信できるだろうか。あの、どこまでもお人ひと好よしな人じん格かくを考こう慮りよに入れるならば、まず真っ先に考えられるのは、決定的な噓うその証あかしだろう。言い訳わけの効きかない動かぬ証拠。

　そんな証拠となりうるものは何か。

　写真、あるいは映えい像ぞうを見たのだ。それ以外には考えられない。状じよう況きよう証拠からではまず不可能。誰からの証言もありえない。それらでは気のせい、間違いの一言で終わってしまう。確信するというのならば、気のせいではないのだという確実な現げん実じつが必要だ。

　ならばそれを、果たして何ど処こで見たのか。

　これに関しては考えるまでもない。そんなものが置いてある場所は限げん定ていされている。

　志乃は素す早ばやく携けい帯たいを操そう作さし、目的の番号を呼よび出す。

　まるで待ち構かまえていたかのように二コール目で相手は出た。

「『彼女』の住所を教えて」

　挨あい拶さつも無く早口での質しつ問もんに、相手は躊ちゆう躇ちよする事なく答えた。

　志乃はそれを記き憶おくすると、更さらに「手を貸かして欲ほしい」と言った。

『……緊きん急きゆうなんやね』

「貴女あなたが持ちうる全すべての能のう力りよく、貴女が動かせる全ての人員を使って、『彼』を探さがして、保ほ護ごして欲しい」

『了りよう解かい』

　明めい快かいな返答を受けて、志乃は電話を切った。

　そうしている間にも彼女は既すでに家を飛び出している。オンボロなアパートに相応ふさわしいさび付いて今にも抜ぬけ落ちそうな階かい段だんを駆かけ下り、正面の道路へ。そのまま、街中を走り抜けていく。道行く人が驚おどろいたように奇き異いの瞳ひとみを向けてきたけれど、気にもならなかった。

　小学生とは思えないほどの速度で飛ぶように駆けて行く。

　志乃の肉体は幼おさない。何処も彼処かしこも不完全で、未み成せい熟じゆく。

　だけど彼女は知っている。

　自分の肉体のポテンシャルを最さい大だい限げんに発はつ揮きする方法を。

　どういう風に動けば最も効こう率りつが良いのか、どういう風に力を籠こめれば最も作用するのか、どういう風に走れば最も速く走れるのか、それを理解している。だから、同年代の少年少女達にも負けない。大人にだって負けない。クロスを容易たやすく引き倒たおせたのも、だからこそだ。

　どうして、彼女はこんなにも急いでいるのだろうか。

　それは自分でも、よく分からない。

　ただ、不安要よう素そがどうしても消えてくれないからなのだろう。

『彼』は真相に気付いた。けれど、それは異い常じようだった。

　そんなはずはないのだ。『彼』にはどうやったところでそれにたどり着けない。その能力が無い。それは侮ぶ辱じよくでも侮ぶ蔑べつでもなく、純じゆん然ぜんたる事実。

　なのに、気付いてしまった。







[image: ]







　決定的な証拠を見つけてしまった。

　まるで、そうなるべく仕組まれたかのように。

　───何のために？

　分からない。それがどうしても分からない。『彼』を巻まき込こむ事になんて意味はないはずだ。彼女の───彼女らの物語は彼女ら自身で完結している。既すでに『終わり』は見えていて、他の誰かは必要がないはずだ。

　思わず、舌した打うちしたいような気持ちに駆かられる。何時か『彼』が言ったとおり、この世の中には予よ測そくできない事は必ず存そん在ざいしている。完全に迂う闊かつだった。意い識しきが偏かたよりすぎていた。

　十分ほど走って、ようやく目的の場所にたどり着く。軽く息は上がっていたけれど、性せい能のうそのものは落ちていない。志し乃のは呼こ吸きゆうを整える事もなく、そのまま玄げん関かんの扉とびらを開いた。

　鍵かぎは掛かかっていなかった。その事に対する緊きん張ちようは無い。

　土足のまま上がりこみ、リビングへと向かう。

　そこに───男が立っていた。

「随ずい分ぶん早かったね。でもそんなに急ぐ必要はなかったんだ。大だい丈じよう夫ぶ、彼に危き害がいを加えるような真ま似ねはしない。それが目的ではないからね」

「貴方あなたは───誰？」

「誰でもないよ。ボクは通りすがりの、ただの正せい義ぎの味方だ」

　その答えに、志乃は陰いん鬱うつな気分になるしかなかった。

　ここまで想定されていたのだ。『彼』がより大きな確信を得るために志乃に連絡を取る事も、それを受けた彼女が慌あわてて飛び込んでくる事も。

　だから彼はここに居いる。

「大おお垣がき、六ろく郎ろう」
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　そうして、僕ぼくはようやく自分の置かれている状じよう況きようを認にん識しきした。

　実を言うと、もう五分くらい前から意識は戻もどっていたのだけれど、身体からだの感覚がヘンテコな状じよう態たいになっていて、見るもの聞くもの感じるもの、全てが現げん実じつ感かんを持っていなかった。夢ゆめの中に居るような感じだろうか。生あい憎にくと夢の中の感覚というものをハッキリとは覚えていないので正せい確かくではなかったけれど。

　ともかく、ようやく通常の感覚が戻ってきた事で、僕は自分が座すわった状じよう態たいで縛しばられているのだと理り解かいした。

　何処かの倉庫か何かだろう。三メートルほどありそうな天てん井じようは波打っていて、それがトタン板である事が分かる。鉄てつ骨こつの枠わく組ぐみもむき出しで、凡およそ一いつ般ぱん住じゆう宅たくではありえない。コンクリートの床ゆかには何もなく、だだっ広い空間が広がっている。人体の構こう造ぞう上じよう、首を百八十度回転させる事は出来ないので後ろは分からないけれど、正面に限かぎって言えば壁かべまでおよそ十メートル。

　そんな建物の真ん中辺りで僕は縛しばり付けられていた。縛り付けられているのは何処にでもありそうなパイプ椅い子すだ。

　後ろ手に縛られた状態。立ち上がる事も、手を動かす事も出来ない。大して重たくもないパイプ椅子だから動かそうと思えばもちろん動かせるのだけれど、下手にそんな事をしたらどうなるかは目に見えている。カーペットが敷しかれているわけでもない、あんまり綺き麗れいそうでもないコンクリートの地面だ。熱いベーゼを交かわすのは是ぜ非ひともご遠えん慮りよさせていただきたい。

「目が覚めました？」

　さて、どうしたものかと考えている間に、向こうも気付いたらしい。

　涼すず風かぜ真ま白しろが微笑ほほえんでいた。

　その姿すがたに、思わず息を吞のむ。

　別に、彼女の存そん在ざい自体は予よ測そくしていたのだ。

　だから驚おどろいたのは、その姿が予測していたものとは全く違ちがっていたからだった。

　何い時つもとは違う姿。

　今までとは違う姿。

　銀ぎん髪ぱつを纏まとめていた三つ編あみは解ほどかれ、その跡あとの残るウェーブの掛かかった長い髪かみが背せ中なかに広がっている。キラキラと光を反はん射しやしながら風に揺ゆれるそれは、まるで天使の翼つばさだ。

　眼鏡めがねも外され、印象は全く違っている。身体を縛られているという恐きよう怖ふ感かんや危き機き感かんは薄うすれ、思わず非ひ現げん実じつ的てきな、幻げん想そうの世界に居るかのように錯さつ覚かくしてしまう。気付かないうちに、どこぞのファンタジー映えい画がの中に迷まよい込んでしまったのかもしれない。

　思わず吞み込まれそうになる心を引き戻もどすのに、しばらく時間がかかった。

「真白、ちゃん……」

「はい」

「君のその髪───誘ゆう拐かいされたからそうなったわけじゃなかったんだね」

　僕に確かく信しんを与あたえた最大要よう因いん。

　アルバムの中からどうしても見つけられなかったもの。絶ぜつ対たいになければならないはずなのに、一つもなかったもの。

　それはつまり、黒髪の真白ちゃんだ。

「えぇ、その通りです。これは生まれつきですよ。と言っても、別に外国人の血が混まざっているわけでもないんですけどね。単なる遺い伝でん子しの悪戯いたずらか、それとも人間の悪戯か」

「人間の……？」

「わたしは世界初のデザイナーズベイビーかもしれない、という事です」

　デザイナーズベイビー。

　その言葉の意味を、直すぐには思い出せなかった。それくらいに一いつ般ぱん的てきには縁えんの無い言葉なのだ。

　だが、彼女の両親の仕事を思い出して、嫌いやでも気付かされてしまう。

　彼女の両親は───確たしか遺伝子研究をしていたはず。

「髪だけじゃないんですよ」

　と、彼女は自らの右目に触ふれる。

　いや───違う。

　彼女が触れているのは眼がん球きゆうではなく、そこに当てられた薄うすっぺらいプラスチックの板。

　コンタクトレンズだ。

　ほとんど見えないほど薄いそれを摑つかんだ指がゆっくりと離はなれていく。

　その下に現あらわれたもの。

「ほら、綺麗でしょう？」

　ニコリと微笑ほほえむその瞳ひとみ。

　銀色、だった。

　本来ならば真っ黒であるはずのその部分が、髪よりも少し薄い銀色をしていた。

「そんな、馬ば鹿かな……」

「別にそんなつもりで隠かくしていたわけではないんですけど、でもそこまで驚おどろいてもらえると少し嬉うれしいです。あ、ちなみに左目も同じですよ。ほら───この通り」

　左のコンタクトレンズも外され、銀の瞳が晒さらされる。

　自然には生み出される事のない、人の手によって作り出された人間。

「ですが、それは今はどうでも良い事ですね。真実がどうであれ、また彼等の目的がどうであれ、それらは全すべて、わたしに対して影えい響きようを与あたえるものではありませんから」

　そう言って、涼風真白は微笑む。

　自身の異い端たん過すぎる出生を語りながら、けれど彼女はその事実に何の意味もないのだと語る。例え誰だれかの意思によって作り出された命なのだとしても、ここに居る自分は自分だけのものなのだと。

　ゾクリと───今いま更さらながら恐きよう怖ふする。

　ずっと違い和わを感じていた。

　彼女の言葉の端はし々ばしから、それを感じ取っていた。

　けれどずっと、ただの勘かん違ちがいだろうと思っていた。

　そうではなくて、ただ単に彼女が過か去この恐きよう怖ふから逃のがれるために作り出した防ぼう壁へきなのだと思っていた。

　でも、今はもうハッキリと確信できる。

　彼女は───『他人』を認みとめていない。

　志乃ちゃんによく似にた、けれど全く形の違う、拒きよ絶ぜつ。他人が周囲に存そん在ざいする事を認みとめながら、けれど自分の中には一人の『誰か』も存在していない。異常なまでに完成された『個』。他人という名の『社会』を超こえる者。そして、支し配はいする者。誰もが誰かの影えい響きようを受け続けていくこの世界の中で、彼女は決して誰の影響も受けず、それを与え続けていく。

　今更気付く。涼風真白という少女は、僕達にとって最悪の天てん敵てきなのだ。彼女はきっと『個人』を奪うばってしまう。社会が個人を支配する事はなく、個人こそが社会を支配するのだと言った彼女の前では、誰もがヒトではなく自立稼か動どうするだけの駒こまになる。

「そんなに怯おびえないで下さい。貴方あなたに危害を加えるつもりなら、もうとっくに終わらせています。貴方がこうしてここに居いるのは、そうである事を望まれたからなんですよ」

「今のその発言に安心できる要よう素そがあるのなら教えて欲ほしいんだけど……」

「……言われてみれば、そうですね。まるで脅きよう迫はくみたいです」

　真白ちゃんはクスクスという笑いを崩くずさない。この状じよう況きようでさえ、彼女にとっては日にち常じようと大差ないものなのだろう。彼女もきっと、志乃ちゃんと同じ側に居る存在なのだ。僕達にはどうやったって越えられない、越えたいと思えない境きよう界かい線せんを、狂くるう事も怯える事もなく、素すのままで越えてしまえる。そしてそこから素のままで戻もどってこられる。

　僕は、そんな彼女に立ち向かう。

「君は───誘ゆう拐かい犯はんを殺した」

「いいえ、わたしは今まで誰も、直ちよく接せつ的てきに殺した事はありません」

「そうだね。碓氷うすいを実じつ際さいに殺したのは、大垣六郎だ」

「どうしてそう思います？」

「碓氷は仲間割われの末に首を絞しめられて殺された、という事になっているからね。当時九歳さいだった君に、大人の男性を絞め殺すような力は無かっただろう。それに、そりゃ抵てい抗こうを奪った上でって事もあり得るかもしれないけど、その場合はやっぱり仲間割れでって事にはならないだろう。何せ、首を絞めれば絶ぜつ対たいに手の跡あとが残るんだから。碓氷の首に君の手形が残っていたとしたら、仲間割れという事にはならなかっただろう。大きさが違うからね」

　となると、碓氷を殺したのは大人の男という事になるが、では飯いい村むらが犯はん人にんなのか。警けい察さつはそう考えたようだけれど、僕は違うと思った。

「飯村聡さと史しは神しん経けい質しつな性せい格かくだった。君を誘ゆう拐かいするためだけに日にち常じようの行動についてさえ念入りに調べていたくらいだ。彼はきっと犯はん罪ざいマニアかミステリマニアかだったんだろうね。そうでもなければ、そんなに細やかな準じゆん備びはしないだろうから。なら、そんな彼が、果たして誘拐を達成した後に仲間割れなんてするだろうか？」

「神経質だったからこそ、仲間の身勝手に耐たえられなかったのかもしれませんよ？」

「その可か能のう性せいは無いよ。だって、犯行計画をノートに書いていたような人なんだよ？　なら当然、犯行が成功した時の計画だって立てているはずなんだ。飯村達は事件前から、しっかりと取り分についても話し合っていたはずだ」

　それに、そもそもそれくらい神経質な人間なら、仲間を選ぶときにだってその性せい質しつは発はつ揮きされているべきだ。テキトーに選んだわけじゃない。飯村は自分の計画に相応ふさわしいと感じて、碓氷を選んだ。なら、事件後に、身みの代しろ金きんを得る前に殺してしまうなんてありえない。

　つまり、飯村には碓氷を殺す理由なんて無かった。その動機が生まれる要よう因いんは無かった。そうならないように、神経質な飯村は計画していたはずなのだから。

「飯村でも大垣でもない第三者が殺したのかもしれません」

「大好きなお兄さん以外に、記き憶おくを失ったフリをしてまで秘ひ密みつにしようと思う人が居るのなら、ね」

　真白ちゃんは誘拐された時の事を全すべて覚えている。生まれながらの銀ぎん髪ぱつとそれを隠かくしていた事がその証しよう明めいだ。ならば碓氷が誰に殺されたのかも見ているはずなのだ。なのに彼女は保ほ護ごされた後、何も覚えていないと殺人犯を庇かばう形の発言をしている。そんな事をする理由はただ一つ。その殺人犯は彼女にとって庇わなければならない存在だったから。

「それだけじゃない。それ以い降こう発生している二つの事件。それも大垣さんによるものだ」

　二つの事件の被ひ害がい者しや達たち。一人は外国人窃せつ盗とうグループの一員。一人は援えん助じよ交こう際さいをしていた塾じゆく講こう師し。一人はリストラされた誘拐犯。何もかもがバラバラで一いつ切さいの繫つながりが無いように見えるこの三人を───より正確に言うなら六人を繫いでいたもの。

　それは涼風真白という一人の少女だ。真白ちゃんの家に泥どろ棒ぼうが入り、真白ちゃんの通っていた塾は不ふ祥しよう事じを起こして潰つぶれ、真白ちゃんは誘拐された。全すべてが、彼女がかつて関かかわった事のある事件に繫がる。

「全て君に繫がり、そしてそこには必ず大垣さんが居たはずだ」

「全てわたしに繫がっているからといって、イコール犯人というのは少々乱らん暴ぼうが過すぎませんか？」

「最終的に確かく信しんできたのはアルバムを見てからだけど、それ以前からも疑うたがってはいたよ。だって君はいくつも噓うそを吐ついていたから」

　そう、彼女は最初から噓吐きだった。

「あの『リベンジ』と書かれた紙は飯村から送られてきたものじゃない。君が作ったものだ。飯村の指し紋もんが検けん出しゆつされなかったからね。あの紙に残されていたのは僕と鴻こうの池いけ先せん輩ぱいと、そして君の指紋だけだった」

「指紋を残さないよう気をつけていたのかもしれませんよ。なにせ、一度失敗しているんですから」

「かもしれない。それは飯村が死んでしまった今となってはもう誰にも分からないからね。だから僕が言っている『噓』はそんな事じゃない。僕が言いたいのは、大おお垣がき六ろく郎ろうはあの紙を見ていない、という事だ」

「……どうしてそう思うんです？」

「紙に残っていたのが僕と君の指紋だけだったからだよ。確たしかに君の言う通り、飯村は自分の存在を隠かくすために指紋を残さないよう、手て袋ぶくろなりなんなりしていたのかもしれない。『リベンジ』なんて送りつけてきた時点でもうほとんど確定的なんだから、あんまり意味がないような気もするけど……神経質な性質だったらしいから、過か去この失しつ敗ぱいを繰くり返さないよう変に気を回したのかもしれない。その心理は、ある程てい度どだけど理り解かいできるよ。けどね。大垣はどうなんだろう？　彼はあの『リベンジ』という文字を見て、君に危き険けんが迫せまっているのだと思ったわけだろ？　なら必然として、彼はその紙に触さわっているはずだ。そして、別に犯はん人にんでも何でもない彼が手袋をしていたはずもなく、そこには絶対に指紋が残っていなければならない。なのに、紙には僕達の指紋しかなかった」

「偶ぐう然ぜん開かれていたのを見ただけかもしれませんよ」

「それもありえない。『リベンジ』の文字はかなり小さかったからね。誰だって少しでも顔に近づけてよく見ようとするものだ。そしてあんな軽い紙の場合、顔を近づけるよりも持ち上げて紙の方を近づけるのが普ふ通つうだと思う」

　最初僕だってそうしたし、先輩だって同じ事をした。

　そして、だとしたら。

　その紙には絶対に大垣の指紋が残っているはずなのだ。

「なるほど。ですが、それがどうかしましたか？　兄があの紙を見ていなかったとして、あるいは飯村が作ったものではなくわたしが作ったものだったとして、それに重要な意味があるとは思えません。ただわたしは、居いなくなった兄を少しでも早く見つけるために、噓の動機を作って貴方あなた達たちに協力を求めただけかもしれませんよ？」

「それはないよ。だって、大垣六郎は失しつ踪そうしてなんかいないから」

「…………」

「飯村の死体が発見されたビルの前で彼と対面した時、まずはその服ふく装そうの綺き麗れいさに驚おどろいた。君は言ったよね？　大垣が居なくなった後、彼の家を調べてみたけれど、何も無くなっていなかったと。ちょうど、旅行にでも行ったんじゃないのと僕ぼくが聞いた時だ。その時に、君はその可か能のう性せいを否ひ定ていしたんだ。なら当然、彼は衣類も持って出ていなかったはずだ。もし衣類が少なくなっていれば、誰だって何ど処こか遠出したんだろうなって思うだろうから。そして衣類が無くなっていないのだとしたら、彼は居なくなってから二週間、一度も服を着き替がえていない事になる。けど大垣の服は凄すごく綺麗だった。まるで、洗せん濯たくを終えたばかりのように、ね」

　よくよく考えてみれば、どうして真っ先に彼の家を調べなかったのだろう。彼の居る場所の手がかりを探さがすと言うのなら、そこは絶ぜつ対たいに切り離はなせない場所のはずなのに。先輩だって、「順じゆん番ばんがおかしい」と言っていたのに。

　なのに、僕は一度も調べなかった。

　それは何な故ぜなのか。

　簡かん単たんだ。

　だって真ま白しろちゃんが、その必要は無いと言ったから。

　だから僕は、大垣の家には一度だって近づかなかった。そこにはきっと、重要な情じよう報ほうがあったはずなのに。そんなものは無いのだと信じ込んでいた。

「この時点で、もう既すでに君の怪あやしさは折り紙つきだ。送られてもいない脅きよう迫はく状じようを偽ぎ装そうし、居なくなってもいない兄を捜して欲ほしいと相そう談だんを持ちかけてくる。そんなのはただの悪戯いたずらじゃありえない。そしてそれは、逆ぎやくに言えば、ただの悪戯ではなく何かしらの具体的な意図があっての行動、という事になる」

「なるほど……それで、その意図とは何なのでしょう？」

「うん。ここから先はただの推すい測そくになっちゃうわけなんだけど……今までのもだいぶ推測っぽいけど、まぁ、何というか。イマイチ確信は無い」

　アハハと愛想笑いをすると、真白ちゃんは心底呆あきれたように頭を押さえた。

　うん、たぶんだけど、彼女にこんな表ひよう情じようをさせたのは僕が初めてではないだろうか。

「どうやら、貴方あなたには名めい探たん偵ていとしての能のう力りよくが絶ぜつ望ぼう的てきなまでに無いようですね。そういう時は、例え何の確信も無い噓っぱちでしかなかったとしても、自信があるように語るものです。そうでなければ、犯人を追い詰つめる事はできませんよ？」

「そうなんだろうね。けど、その才能がない事は君だって最初から分かっていただろうし、本人もそう確信しているから。今いま更さらだと思うな」

　自分で言っていて、あんまり残念でない辺りがちょっと不思議だ。

　事件とか謎なぞを解といたりっていうのは、志し乃のちゃんとか鴻池先輩とか、そういう特別な人達の特とつ権けんみたいなもので、僕がやるのは分ぶん不ふ相そう応おうというか、役者不足というか。きっと基き本ほん的てきに、主人公には向いていないんだろう。

「より正せい確かくに言うならば、貴方の能力が名探偵の登場する物語に向いていない、でしょうけれど」

「僕もそうあって欲しいと思うよ。けどまぁ、この場合、そんなスキルの有う無むは関係ないんだろうね。だってたとえ何一つ分からないままだったとしても、全すべて君が話してくれるだろうから。たぶんだけど、僕はそのために選ばれた───違ちがう？」

「厳げん密みつには、違いますね。当初の予定では今の貴方の立ち位置には鴻池キララさんが居いるはずでしたから。貴方がここに居るのはホンのちょっとした偶ぐう然ぜんです。そして偶然ではありますが、確たしかにその立ち位置を用意したのは全てを聞いてもらうためでした」

「聞くよ。君達がどうしてこんな事をしているのか、その全てを。そのために僕はここに居るんだから」

　最後のは、ちょっとした負け惜おしみだった。
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「『彼』は何ど処こに居るのですか？」

「それは……教えられない。今はまだ、ね」

　大垣六郎は落ち着いた動作で「どうぞ」とソファーへ座すわる事を促うながしたが、当然志乃は従したがわなかった。冷たい瞳ひとみのまま、目の前の青年を睨にらみつける。

「何が目的……？」

「あの子───真白が何を考えているのかは分からない。彼女はきっと、ボクには考えも付かないような次元で何かを考えているようだからね」

　昔からそうなんだよ、と大垣は苦く笑しようした。幼おさない頃ころから共に居て、幼い頃から普ふ通つうではないその少女を知っていた。けれど十年以上経たった今でさえ、彼には何も分からないのだ。分からないまま、涼風真白の傍そばに在あり続けている。

「けど、ある程てい度ど予よ測そくは出来る。君がここに居る時点でね」

「どういう事……？」

「ボクは前々から君の事を知っていた。真白から教えられていたんだ。とても危き険けんな少女が居ると。君には絶対に近づかないように、と」

　志乃は自分の内面が冷え切っていくのを感じた。何時も使っているナイフのイメージ。自じ己この分ぶん割かつ。それとは反対の、収しゆう束そくのイメージ。彼女の内面を泳ぐ幾いくつもの『支はせ倉くら志乃』が一いつ斉せいに、一つの答えを志し向こうする感覚。

「『彼』は、何処に居る？」

　質しつ問もんに対する答えなど最初から期待していない。それはあくまで最終確かく認にんであって、既すでに彼女の頭の中には答えさせるための手しゆ段だんだけが無数に装そう塡てんされている。最短の時間で、その意図を断たち切るために。

　だが、そんな志乃に、大垣は微笑ほほえんだ。優やさしく、淡あわく。日向ひなたで微笑む雪だるまのように脆もろく、儚はかなく。

「そんなに居い場ば所しよが知りたい？」

「…………」

「なら、ボクを───殺せば良い」

　踏ふみ出しかけた足が、その言葉に止まる。

「真白の目的はよく分からないけれど、ボクがここに居るのは、ボク自身の目的があるからだ。そしてその目的はただ一つ。君に───ボクを殺して欲ほしい。ボクの『悪』を君に裁さばいて欲しいんだ」
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「そもそもの原げん因いんは、全すべてわたしなんですよ。わたしが失敗してしまったから、全ては狂くるってしまったんです」

「失敗……？」

「そう。わたしは愚おろかにも自分の不注意から誘ゆう拐かいされてしまったのです。いえ……不注意でさえなかったのかもしれません。前にも話したと思いますが、当時わたしの両親はテレビにも多数出しゆつ演えんしていて、自じ宅たくや家族構こう成せいなども全て知られていました。ですから、家に独ひとりきりで居る事の多いわたしを犯はん罪ざい者しやが狙ねらうかもしれないという可能性は十分に考えられ、わたし自身それを理り解かいしていました。けれど、警けい戒かいはしていなかった。その必要を感じていませんでした。むしろ、そうなれば良いとさえ思っていたのです」

「どうして、そんな事を……」

「それが兄のためになると信じていたからですよ。彼は正せい義ぎの味方になる事を望んでいました。けれど、それは現げん実じつには非ひ常じように難むずかしい事です。いえ、確かに、正義の味方と呼よばれる存そん在ざいになる事は可か能のうだったでしょう。けれど、彼の望む形として、つまりは理り想そう像ぞうとしての正義の味方は、現実には存在し得ないものだったのです」

　万ばん人にんを助け。

　万人を守り。

　万人のために存在する。

　そんな誰だれにとっても共通する『正義の味方』なんて存在しない。

「ならばせめて、わたしにとっての正義の味方にだけはしてあげたかったんです。そうする事で彼を満足させてあげたかった。ですからわたしは、自ら意い識しきして警戒せず、誘拐犯にチャンスを与あたえたんです」

　前ぜん提ていとして、悪のある世界にしか正義は生まれない。

　正義の味方が登場するためには、必ずそれ以前に、他ほかには排はい除じよする事のできない悪が必要なのだ。

「誘拐された後、わたしは大垣へとメールで連れん絡らくを入れ、自分の居いる場所を伝えました。ほとんど自分からついて行ったような形です。飯いい村むら達たちはわたしへの警戒を怠おこたっていましたから、難むずかしくはなかったのですよ。そして、それから十数分後、彼は到とう着ちやくしました。けれど───ここで決定的なミスが起こったんです。わたしとしてはせいぜいちょっと取っ組み合いをして、それでわたしを助け出して終わるのだろうと思っていたんです。それだけでも、彼はわたしを救出した、正義の味方になれるはずでした」

「だけど、実じつ際さいには大垣さんは碓氷うすいを殺してしまった……」

　真白ちゃんは重々しく頷うなずいた。

「まさか彼の理想があそこまで鬱うつ屈くつしていたとは、予想していませんでした。目の前で碓氷の首を絞しめている彼の姿すがたを見た時は、本当に血の気が引く思いでしたよ。これは、凡およそ考えうる限かぎり最悪の展てん開かいです。いっそ真実、記き憶おくを飛ばしてしまいたくなったほどに」

　本人は笑っていたけれど、どう考えたって笑えない話だ。

　自分が仕組んだちょっとしたドッキリで、取り返しの付かない事が起こったのだから。

　その時の彼女の驚おどろきと恐きよう怖ふは推おし量る事さえ出来ないほどだっただろう。

「結果、彼は人を殺す事によって正義の味方になってしまいました。えぇ、もちろんそこで彼を非ひ難なんする事なんて、出来るはずがありません。彼をただの殺さつ人じん犯はんにするわけにはいかなかった。彼にはそれが正義であると信じてもらう必要があったんです。わたしは必死に彼を褒ほめ称たたえました。涙なみだをもって歓かん迎げいしたのです。ですが、そうであるからこそ彼はその手法に拘こだわらなければならなくなりました。何な故ぜなら、その手法を否ひ定ていしてしまえば───それ以外の方法で正義の味方になってしまったのだとしたら、誰かを救ってしまったのだとしたら、悪を打ち破やぶってしまったのだとしたら、彼は間ま違ちがいによって人を殺してしまった事になってしまいますから。そして間違いで人を殺すという行こう為いは、彼が拒絶し続ける『悪』以外の何ものでもありません。ですから、彼が正義の味方であり続けるためには、どうしても殺人を繰くり返さなければならなかったのです。そして同じく、そんな風に彼を変えてしまったわたしもまた、その手法に囚とらわれなければならなかった。それがわたしの責せき任にんだったからです。だからわたしは、それ以い降こうも彼のために殺される生いけ贄にえを探さがし続けなければならなくなった」

「生贄……他の事件の被ひ害がい者しやについて、やっぱり君が伝えたんだね」

「そうです。貴方あなたが罰こすろるすに相応ふさわしい『悪』が居る、と」

　他殺された二人は、それぞれが罪を背せ負おっていた。一人は麻ま薬やくブローカーの一味であり、一人は援えん助じよ交こう際さいで未成年者を犯おかしていた。それぞれが社会的な罪ざい人にんであり───そしてそれは悪人と呼べるものだった。

　そうして、彼女等は結果の潔けつ癖ぺきを証しよう明めいするために手段の潔癖を求め続けたのだ。

「大垣が『悪』を殺す。そしてわたしがその証拠を隠いん滅めつし、別の犯人を作り出す」

「けど……どうして人を殺してもいない人達がそんなに簡かん単たんに自殺したの？」

　それが疑ぎ問もんだった。別に追い詰つめられて居るわけでもない人間を、どうやったら自殺に導みちびく事が出来るのだろうかと。

「大垣によって殺された人達は皆みな共通して犯はん罪ざい者しやでした。ですが、そこにだけ注目してはいけません。自殺した彼等にも、ある共通点があったはずです」

「共通点？」

　それは、でも。共に同じ罪つみを犯していたという以上にはないはずだ。そう考えて、はっと気付く。もう一つ、彼らに共通している部分がある事に。

「彼らは───追い詰められていた」

「その通りです。なんて事はないんですよ。彼等は最初から、自殺を考こう慮りよに入れなければならないくらいに追い詰められていた。後はただ、その背せ中なかを少しだけ押おしてあげるだけで良い」

「意味を、与あたえたのか……」

　そうです───と続ける。

「容よう姿しを見てもらえば分かると思いますが、わたしは少々普ふ通つうの人間とは異ことなっていますから。人の心を掌しよう握あくする上で、この容姿は非ひ常じように役に立ちます。基き本ほん的てきに男だん性せい限げん定ていではありますけどね」

　彼女の特とく殊しゆな容姿は、確たしかに人の心を奪うばうものだろう。大垣さんは異常ではあったかもしれないけれど、必ずしも例外的な存そん在ざいではない。男性なら誰だって、真白ちゃんのような意い識しきに強く残る女性を守る事を望むものだ。まるでお姫ひめ様さまを守るナイトのように。女性の前ではどうしたって格かつ好こうつけようとする。喜ばれ、褒め称えられる事に快かい楽らくを覚える。

　それは意識的にしろ無意識にしろ性的な意味を持つものだが、そんな男性心理を彼女は完全に利用したのだ。

「方法を知る者は職しよくを得る。その理由を知る者が彼のボスになる……でしたか。つまり、そういう事ですよ」

　自殺した三人は、だから彼女を守るために、それに意味があるのだと信じて死んだ。元より死ぬための土台が出来上がっていた彼らは、それこそ本当に背中を押すだけで自身の思う『正義』を実行したのかもしれない。

「おかげで兄は正義の味方であり続けられました。けれどそれは、拙つたない理り屈くつあわせに過すぎません。結局は砂さ上じようの楼ろう閣かくほどの強度もありませんでした。ですから、破滅するしかなかった。彼は用意された正義の味方という役やく割わりによって、約束された絶ぜつ望ぼうを受けなければならなくなった。破は滅めつは、不ふ可か避ひだったのです」

「人を殺し続ける事に───これからもそうであり続けなければならない未来に、絶望したんだね」

「そうです。兄はあれで、高い倫りん理り観かんを持っていますよ。少々激げき情じよう的てきではありますけれど、殺人という罪に耐たえ続けるだけの傲ごう慢まんさはありませんでした。あと数度同じ事を繰くり返せば、完全に壊こわれてしまっていたでしょう」

　志乃ちゃんが前に言った事がある。人を殺す事は誰にでも出来る簡かん単たんな事だけど、その事実に耐える事は誰にでも出来るわけじゃない、と。前半部分には大いに反はん論ろんしたい気分だったけれど、後半部分はその通りなのだろうと思った。

　人を殺す事。

　人の命を奪う事。

　それは誰も殺した事のない僕ぼくでも分かるほどに、そしてきっと分からない次元で、大きな苦く痛つうを生むものなのだろう。

「そうでしょうね。だから───その前に、より正しい形で終わらせる事にしたんです」
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「ボクはね、ずっと正せい義ぎの味方に憧あこがれていたんだ。あぁ……正義の味方と言って君のような少女にどこまでイメージが伝わるだろうか？　少女漫まん画がの変身ヒロインとは厳げん密みつには全く別物なんだけれど、もしその方が分かりやすいのなら、それで構かまわない。どうだろう？　だいたい、伝わるだろうか？」

「残念ながら、わたしにはそれらの知ち識しきがほとんどありません。ですが、貴方あなたが伝えようとしているものを補ほ完かんする事は可能です」

「そうか……なら、分かるだろう。僕が何を求めたのか。何を目指したのか。そして、その結果に何をしたのか。どうして僕は正義の味方になったのか」

　大垣は、人を殺すという方法で涼すず風かぜ真ま白しろを救ってしまった。

「けれど、それは間ま違ちがっている」

「うん、分かっている。分かっていたんだ。そんなやり方で正義の味方になったところで、いずれは壊れてしまうんだって分かっていた。けどそれを認みとめるわけにはいかなかったんだ。だってそうだろう？　もしボクが間違いを認めてしまったとしたら、それはボクのために人を犠ぎ牲せいにする事を選んだ真白を否ひ定ていする事になってしまうんだから」

　大垣が真白の思おも惑わくに気付いていたのかどうかは不明だ。自分を『正義の味方』にするためにわざと誘ゆう拐かいされ、自分を助けだせるようセッティングしたのが彼女であると理り解かいしているのかどうかは分からない。

　ただどちらにしても、彼女が大垣を歪ゆがんだ『正義の味方』にしてしまったのは事実だ。

「そんな事、出来るはずがない。あの子が何を考えていたのかなんてボクには分からないけれどボクはあの子の友人で、あの子の兄で、そして何より、あの子にとっての正義の味方なんだから」

　自分のためではなく、他ほかの誰のためでもない。

　大垣は涼風真白のために正義の味方を続けなければならなかった。

　彼は狂くるってなんていない。狂ったふりをしていただけで。

　最初からずっと、大切な者を守るためだけに存そん在ざいしていた。

　だから、なのだろうか。

　志乃は気付いていた。嫌いやな事に、気付いてしまった。

　自分にはきっと───彼を破は滅めつさせる事が出来ないのだと。

　大垣にとって絶望的とも言える真実を語る事は可能だ。彼はある事実に未いまだ気付いていない。誰一人として気付けていないその構こう図ずは、攻こう撃げきの手しゆ段だんとしては十分すぎる破は壊かい力りよくを持っているだろう。

　けれど───たとえそれを聞かされたとして、きっと彼は笑って受け入れるだろう。

　あぁ、そういう事なのか、と。

　笑って、そして許ゆるすのだろう。

　その時の微笑ほほえみがどんな形をしているのかさえも分かる。

　だってそれは、彼女がよく知っているその人と同じものだろうから。

　同じ微笑みで、同じように許すのだ。

　そして、たぶん。

　だからこそ、彼は許さない。

　間違ってしまった自分を、彼は絶ぜつ対たいに許せないのだ。
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「君は……大切なお兄さんを、自分の手で破滅させるよう仕組んだのか」

「違いますよ。『真犯人』であるわたしだからこそ、彼を破滅させなければならなかったのです。それがわたしの責せき任にんですから」

　何で……そんな。

　異い常じような事を話しているはずなのに、どうしてそんな誇ほこらしげに語るのか。自分自身を『間違っている』と否定しながら、それでも彼女の信じているものは何なのだ。

「大垣は今いま頃ごろ、支はせ倉くらさんと会っている頃でしょう」

「────っ！」

　予想外の言葉に、僕は我わが耳を疑うたがった。

　どうしてそこで彼女の名前が出てくるのだろう。真白ちゃんも大垣六郎も、志乃ちゃんとはなんら関かかわりがないはずなのに。

「わたしは、支倉さんの事を前々から知っていましたよ。彼女のような危き険けんな存在を見み逃のがすほど、わたしは愚ぐ鈍どんではありませんから」

「危険……？　志乃ちゃんが？」

「えぇ、とても危険です。ですが、その話は後にしましょう。今はまだ大垣六郎のお話です。彼は支倉さんと会い、話し、そして完全に破滅します。それを彼自身が望んでいるからです。そして支倉さんはきっとその願いを叶かなえるでしょう。それを否定する事は彼女には出来ないはずですから」

「真白ちゃん、君は……」

「いいえ、これは少しも残ざん酷こくな事ではないのですよ。むしろ、これが最善なんです。彼は支倉さんと出会い、そしてきっと、その結果として自殺するでしょう」

「…………」

「大垣六郎という人間は貴方が思っている以上に自分に厳きびしいんですよ。えぇ、そういう意味で、実に正せい義ぎの味方らしいと言えるのかもしれませんが。彼は今のままであり続ける自分を許せない。人を殺し続ける自分に、絶望してしまったんです」

「それで、良いの……？」

　愛していたのだろう。

　好きだったのだろう。

　そんな兄の死を、自身の手で与あたえると言うのか。

「良いわけありません。良いわけ、ないんです。けれど、それがこの世に生きる、現げん実じつに存在する『正義の味方』の末路だと信じています。もし、彼がこのまま生き続けたとしたら。その果はてに待っているものは何でしょうか？　なんて事はありません。ただの連続殺さつ人じん鬼きと成り果てるだけです。彼は生きている限かぎり、自分の夢ゆめを守るために人を殺し続けなければならない。今はまだ隠かくし通せているけれど、今後もそうであり続ける保ほ証しようはどこにもなく、わたしはそこまで日本の警けい察さつ組そ織しきを愚おろかだと思っていません。いずれは、どこかで確かく実じつな破は綻たんが訪おとずれる。彼は逮たい捕ほされ生きたまま世間やマスコミの業火に焼かれるでしょう。それは、あまりにも残酷というものではありませんか？　ですから、彼はここで終わらなければならない。彼は他の誰だれかによって殺されるわけではない。彼は、自分が信じたものによって殺されるのです。それは、彼の正しさを証明する唯ゆい一いつの手しゆ段だん。最初から間ま違ちがってしまった彼が、正しく終われる唯一の結末です」

　自らの理想によって殺される事で、その理想の善ぜん性せいを肯こう定ていする。

　それも───結局は自じ己こ欺ぎ瞞まんだ。勝手に、自分で完結しているだけだ。

「そう思います。ですが、それ以外により良い終わらせ方があるでしょうか？」

「……傲ごう慢まんだよ。そんなの」

「そう思ってもらって構かまいません」

　真白ちゃんは揺ゆるがない。僕程てい度どの言葉では、どうしたって彼女に影えい響きようを与える事はできない。

「けど、だったらどうして僕に真相を伝える必要があったんだ？　そんな必要なんてないはずなのに」

「それには色々理由はあります。一つは、どうしても貴方あなたに、真しん剣けんに聞いてもらいたい事があったから。例たとえば、この事じ件けんを解かい決けつする事無く───つまりわたしが『真犯人』である事を知らず、これから話す事を聞いたとしても、恐おそらく貴方はまともに聞いてくれなかったでしょう。普ふ通つうの中学生が話すには、少々異い質しつすぎる内ない容ようですから。わたしの言葉に説得力を持たせるためにも、貴方にはわたしについて理解してもらわなければいけませんでした」

　理解するどころか、どんどんと遠ざかっていく気分で彼女の言葉を聞く。

「第二に、貴方を支倉さんから遠ざけるためです。兄との対決の場に貴方が居いては支倉さんも本来の性せい能のうを発はつ揮きできないでしょうから。兄を確実に、より正しく終わらせるためにも、支倉さんにはあらゆる障しよう害がいのない状じよう況きようで居て欲ほしかったんです。そのために、貴方を拘こう束そくするために、事件の解決に専せん心しんさせるという手しゆ段だんは必要でした」

「なるほど、そのためだけに僕は縛しばられているわけだ。中学生の女の子に」

　皮肉るような僕の言葉に、当の本人はと言うと「貴重で希少な体たい験けんだと思いますよ、貴方にとってもわたしにとっても」なんてご満まん悦えつなご様子だった。

「ただし、この二つは後付けの理由です。先ほども言った通り、この場には本来貴方ではなく鴻こうの池いけキララさんが居るはずでしたから。観客が彼女から貴方に代わった時点で、ついでにやっておきたい事が出来ただけで、本来の目的は一つだけ。つまりは、自じ己こ弁べん護ごですよ」

「自己弁護……？」

「そう。わたしと大垣六郎の人じん格かくを守るために行う防ぼう御ぎよ動作。わたしがどうしてこんな事をしたのか、一人でも知っておいて欲しかったから。そして同時に、兄の求めたものが、少なくとも理想の上では正しいものだったのだと、第三者にも覚えておいて欲しいから。事件の真相は決して語られません。そのために、勝手な憶おく測そくによって全すべてが語られてしまうでしょう。そうなれば兄が求め、わたしが願ったものはそのまま消え去ってしまいます。それはとても、悲しい事でしょう？」

　二人が求めたもの。

　夢ゆめでしかなく、偽いつわりでしかなかった『正義』。

　そう在あろうとした彼女達の意思は、何ど処こにも残らない。

　大垣がどのような形で自殺するにせよ、その先にはもう何処にも、彼が目指したものはないのだから。

「だから、誰かにもその事実を共有して欲しかったんです。けれど、だからといって誰でも良いと言うわけではありません。その誰かは『良い人』でなければならない。わたしが罵ば倒とうされるのは構かまいませんが、兄の思いが愚ぐ弄ろうされ穢けがされるのは耐たえられない。ですから、どうしても、他人の醜みにくさを理解しながら、それでも他人の思いの美しさも理解できる人でなければならなかったんです」

「それが僕だったというわけか……」

「そうです。しかし、難むずかしかったですよ。事件を解決してもらう事が目的だとはいえ、では自白すれば良いのかと言えばそうではありません。そんな事をいきなり言ったところで、誰も信用しないでしょうから。直ちよく接せつわたしに関かかわり、わたしに不ふ審しんを抱いだき、自らの思考で解決にたどり着いてもらわなければ、わたしが行ってきた事を信用してもらう事が出来ません」

　そりゃそうだろう。いきなり中学生の女の子に「自分の兄は人殺しです。でも真犯人は自分です」なんて言われたところで、漫まん画がの読みすぎだと思うか真剣に脳のうを心配するかのどちらかだろう。

　僕の場合、人よりも少し異常な事じ態たいになれているけれど、それでももっとマシな反はん応のうが出来た自信は無い。

「最初は鴻池キララさんにその役やく割わりを果たしてもらうつもりでした。彼女の事は人づてに聞いていましたし、信しん頼らいにたる人物だろうと判はん断だんできていたからです。ですから、わざわざ彼女に興きよう味みを持ってもらえるよう、『真犯人が居る』という通つう報ほうを入れたんです。彼女の性格上、そんな情報が飛び込こんでくれば、絶ぜつ対たいに真相を解とき明かそうとするでしょうからね」

「よく分かってるね。全くその通りだった」

　ホント、先せん輩ぱいと難なん事じ件けんの関係は、猫ねこにマタタビとかそういう領りよう域いきだから。

「そうですね。けど、鴻池キララさんの反応はこちらの想そう像ぞうを超こえていました。まさか、わたしの事を他ひ人と任まかせにして自分の趣しゆ味みに没ぼつ頭とうするだなんて。不ふ義ぎ理り、という程ほどの義理もないわけですけど……えぇ、正直、今でもちょっと不満です」

「いや、あれは……何というか。別に真白ちゃんの事をどうでも良いとかそういう風に考えてたわけじゃなくって。ほら……そう。あの人って基き本ほん的てきに猪ちよ突とつ猛もう進しんでしょ？　興味のあるものに向かって一直線、みたいな。それに、あれで結けつ構こう器用な人だから。なんだかんだで真白ちゃんの事も過か去この事件の事も同時に解決しちゃうつもりだったんじゃないかなぁと」

　っていうか、なんで僕が先輩のフォローをしているんだろう。誰かこの突とつ発ぱつ的てきな衝しよう動どうに相応ふさわしい名前をつけてくれないものだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶ、分かっています。あの人は良い人ですよ、とても。それにね、結果的には最良の人材に出会えたわけですから、わたしにとっては僥ぎよう倖こうだったと言えます。だって貴方なら、わたしが今語った事を正しく受け止めてくれるでしょう？」

「……悪いけど、理解する事はできないよ。そんなに頭は良くないし、物分りだって人ひと並なみだ」

「理解は求めていません。そもそも、間ま違ちがってはいけません。理解とは他人にしてもらうものではなく、他人にさせるものです。他者の能のう力りよくに期待するのではなく、自らの能力をもって伝えるものです。そしてわたしは、そんな努力をしていない。貴方あなたに求めるものは理解する事ではなく、知っておいてもらう事だから」

「知って……警けい察さつに話すかもしれないとは考えなかったの？」

「考えましたよ。ですから、良い人でなければならなかったんです」

　あぁ、そうか。そういう事なのか。

　全すべては彼女の手のひらの上の物語。

「大おお垣がきは自殺します。飯いい村むらも死にました。事件に関わった者は、全員この世には居いません。ただ一人を除のぞいては」そう、涼すず風かぜ真ま白しろという少女だけ残っている。「わたしだけが真相を知る者として残されている。では、この状じよう況きようで全ての事件が解とき明かされてしまったとしたら、どうなるでしょうか」

　そんなのは決まっている。彼女は全ての人じん権けんを剝はく奪だつされ、その人じん格かくを一方的に貪むさぼられるだろう。その一点において、マスコミの能力は絶ぜつ対たい的てきに信しん頼らいできる。彼らはそれこそ、彼ら自身の『正義』によって涼風真白を滅ほろぼすだろう。状況からして同どう情じよう的てきな意見もあるはずだ、なんて慰なぐさめにもならないほどに。

「自分を人ひと質じちにして脅きよう迫はくするっていうのは、結構酷ひどいと思うけど……」

「えぇ、そうでしょうね。だから、そう感じてもらえるような人を選ぶ必要があったわけです」

　なるほど。だとしたら全く、僕ぼくはきっと適てき任にんなのだろう。鴻池先せん輩ぱいだったらどうしただろう、とは少し考えたけれど、たぶん彼女も似にたような選せん択たくをするのだろうと思う。

　それに、例え真実を語ったとしても、彼女に大きなダメージは与あたえられないだろう。何せ本人が言ったとおり真相を知る者は彼女一人だけなのだ。彼女自身の証しよう言げんに全てが委ゆだねられてしまう。真白ちゃんの性格上あり得ないとは思うけれど、大垣に全ての責せき任にんを負わせる事だって可能なのだ。

　まして、彼女はまだ十三歳さい。自分に全ての責任を押おし付けたとしても、絶対に刑けい事じ罰ばつを受けない年ねん齢れい。

　なんて、事だ。

　今いま更さらながら気付く。

　最も早はや誰も、彼女を罰する事が出来ないのだという事実に。





＊　＊　＊






「お願いだ。ボクを、殺してくれ」

　大垣は穏おだやかな顔で迫せまる。自らの死を求めている。

　自分の中にある悪を許ゆるせない彼は、死ぬ事でしか自分の理想を夢ゆめ見みる事が出来ない。

　死ぬ事こそが、彼にとっての唯ゆい一いつの救いなのだ。

「ボクを、終わらせてくれ」

　きっと、それが一番の選択だ。

　それが一番、正しい。

　だから───志し乃のは、首を振ふる。

「お断ことわりします」

　彼の願いを叶かなえるために。

「貴方の人生に、私は何の興味もありません。貴方が犯おかした間違いにも、許せない悪にも、私は何の関心も持ちませんし、それらに対して評ひよう価かを下す事はありません。だから貴方は───勝手に生きて、勝手に死ねば良い」

「そう……か」

　志乃の言葉に、大垣は静かに瞼まぶたを落とし、頷うなずいた。

「君の大切な人は、ここから少し行った所にある水道局跡あと地ちの倉庫に居るよ」

「…………」

「行くと良い。もう、あちらも終わっている頃ころだろう」

　志乃はそんな言葉に何の反はん応のうも示しめさず、踵きびすを返した。その背せ中なかに「ありがとう」という声が届とどく。もちろん彼女は振り返ったりなどしなかったが。

　やがて、玄げん関かんのドアが開き、閉しまる音がして、大垣は一人残された。

　一人残され、志乃の言葉を反はん芻すうする。

　一見、突つき放すような冷たい言葉。

　けれどそう感じるのは間違いだ。

　何な故ぜなら彼女は、『好きにして良い』と言ったのだから。

　間違ってしまった大垣に、生きる事も死ぬ事も貴方自身の自由なのだと。

　貴方は貴方の信じたものを、最後まで貫つらぬき通して良いのだと。

　そう、許ゆるしたのだから。
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　彼が真白の全すべてを許したように。

　彼もまた、志乃によって全てを許されたのだ。

「なるほど確たしかに真白の言ったとおりだ。君は残ざん酷こくで容よう赦しやがないくせに、変なところで優やさしいんだね」

　大垣はゆっくりと息を吐つき、そして───相応ふさわしい死に方を考えた。
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「僕の、負けだよ」静かな倉庫の中に、敗北の声は大きく響ひびいた。「君の望んだとおり、僕はただ真相を知るだけの観客になるしかないらしい」

「そう言ってもらえて嬉うれしいです。これでようやく、わたしの役やく割わりは終わりましたから。ですから───ここから先は少し、貴方達の物語について話しましょう」

「僕達……？」

「そう。貴方と、支はせ倉くら志乃さんの物語です」

　言って、真白ちゃんは不意に微笑ほほえみを消した。

「わたしが異い質しつな存そん在ざいである事は、今までの会話の中で理り解かいしてもらえたと思います。自分で言うのも何ですが、こんな中学一年生は世界中を探さがしたって五人と見つからないでしょう？」

　僕としては一人だって見つからないような世界に住んでいたかった、とツッコミを入れてやろうかと思ったけれど、どうやらそういう場面ではないらしい。

「貴方あなたは支倉志乃という少女についてどのように考えていますか？　彼女と共にいて、何を感じますか？　可愛かわいらしい少女？　えぇ、確かに彼女はとても可愛らしいと思います。不思議な少女？　それも事実でしょうね。彼女はたとえお世辞の世界チャンピオンだって普ふ通つうとは表ひよう現げんできないでしょう。何ど処こか恐ろしい少女？　それは真に迫せまっていると思います。彼女は本当に恐ろしいですから」

「何を……言いたいの？」

「簡かん単たんな事です。貴方がどのように考えているのかは知りませんけれど、それは本ほん質しつを捉とらえていない。わたしが彼女を初めて見た時の、そして今なお変化する事なく感じ続けている感想を言いましょう───『怪かい物ぶつ』です」

　怪物、それは凡およそ女の子を相手に使うには相応しくない単語だ。

　他の誰だれかに言われていれば、本気で怒おこっていたかもしれない。

　それはだって、明らかな蔑べつ称しようなのだから。

　けれど、それでも怒れなかった理由は二つ。

　一つは真白ちゃんの顔があんまりにも真しん剣けんだった事。

　そしてもう一つは───僕自身がそれを否ひ定ていしきれない事。

「彼女は生きつ粋すいの殺さつ人じん鬼きです。わたしは、例え支倉さんが百人殺していたとしても驚おどろきません。そんなものは、驚くに値あたいしません。彼女の能力を考えれば、百人程てい度どの犠ぎ牲せいなんてむしろ少ないくらいです。けれど───彼女はまだ、誰も殺していない。少なくとも表面的には普通の少女と変わりなく過すごしている。その事実には、私は心の底から驚くしかありませんでした。そんな事はあり得ない。そんな馬ば鹿かげた可能性は、存そん在ざいし得ない。私は、そう考えていたからです」

　彼女は、何を言っているんだろう。

　だって志乃ちゃんは、確かにちょっと普通ではないかもしれないけれど、それでも───それでも、何だと言うのだろう。

「ですが、詳くわしく調べてみて、少しだけ納なつ得とくは出来ました。どうして彼女が誰も殺す事なく、普通の少女として生きているのか。その答えこそが、つまり貴方です」

「僕……？　どうしてそこで、僕が出てくるの？」

「本当に無自覚なんですね。それはいくらなんでも愚ぐ鈍どんが過ぎるのではないでしょうか？　驚きを通り越こして呆あきれます。思わず支倉さんに同どう情じようなんておこがましい事をしてしまいそうなほどに」

　何でか分からないけれど、とにもかくにも僕は凄すごく怒おこられているらしい。

「支倉さんの貴方に対する感情については、彼女自身の口から語られるべきでしょうから黙だまっておきましょう。ともかく、支倉さんは貴方と共に居いるためだけに、自分の本ほん質しつを隠かくし、自分の本ほん性しようを殺し、普通の小学生であろうとしているんです」

「けど……志乃ちゃんは沢たく山さんの事件に関かかわってる」

「そう。その通りです。けれど、貴方は勘かん違ちがいしている。そもそも、彼女はどうして事件に関わっているのでしょうか？」

　それは……趣しゆ味みとか嗜し好こうとか、そういうものなんじゃないだろうか。

　僕はずっと、そう思っていたけれど。

「どうして生来の殺人鬼である彼女が、他人が起こした陳ちん腐ぷな事件に関わらなければならないのですか？　どうしてそんなものを求める必要があるのですか？　よく、考えてください。支倉さんには、他人なんて必要ない。彼女には、それらを受け入れる必要なんて何ど処こにも無い。何な故ぜなら彼女は、最初からそれを手にしているのだから」

「それは……」

「それでも他人の事件に関わり合う理由はただ一つ。彼女は、他人の事件を知る事で、他人の心情を蒐しゆう集しゆうする事で、自分を否定しているんです。彼女は他人を否定しているんじゃない。彼女は他人の犯おかした罪を否定しない。彼女が否定しているのは、自分自身なんです。この世の全ての犯はん罪ざいを内包する彼女は、そんな自分の中にある『罪』を否定するために他人の罪を見ているんです」

　例えばもし目の前で何かを間違えてしまった人が居たとして、それを見た僕は当然の事ながら同じように間違わないようにしようと考えるだろう。まぁよく言う、他人のふり見て我わがふり直せ、ってやつだ。

　けれどもし、目の前に居るのが『間違えてしまった自分』なのだとしたら、どうなるのか。それでも間違えないようにするのなら、間違えてしまった自分を否定するしかない。間違えた自分を否定する事で、間違えなかった自分を肯こう定ていする。

　その人は、正しい自分を守るために、自分を否定し続けるのだ。

「そうして、自分の中の全ての『罪』を否定しきれば、後に残るのは『罪』のない自分だと信じているんでしょうね」

　なんて、拙つたない理り屈くつ合わせ。支倉志乃という少女が選ぶにしては、あまりにも幼おさない発想だ。

　いや、それとも───そんなにも幼い頃ころから、彼女はそれを続けているのか。

　幼い頃の彼女を、僕はよく覚えていない。大人しい子だったし言う事をよく聞いてくれる子だったけれど、その頃、彼女が何をしていたのか、ほとんど知らない。今の支倉志乃が出来上がったのはもしかして四年間の空白の時間ではなく、それよりもずっと前から───僕と彼女の、最初の出会いからだったのだろうか。

「けれど、彼女はそれによって、更さらに大きな矛む盾じゆんを抱かかえる羽目になりました」

「え……？」

「これは、同じように、拙い手法によって大きなミスを犯おかし、その結果として責せき任にんを負い続けなければならなかったわたしからの、大切な忠ちゆう告こくです。彼女に───人を殺させてあげてください」

「な、何を……っ」

「彼女が拒こばむのならば、その必要に駆かられる状じよう況きようを作ればいい。貴方が危き険けんに陥おちいれば、彼女は必ず現あらわれ、その危険を排はい除じよするでしょう。それは絶ぜつ対たいです。彼女に彼女自身を否ひ定ていさせているのは貴方なのだから、彼女には貴方を守らなければならない使命がある。例え何があろうとも。例え……禁きん忌きとしている殺人を犯してでも」

「そんな事、できるわけないだろ！」

　叫さけんでいた。

　当然だ。そんなのは、選せん択たく肢しにだって入らない。

　だって僕は、彼女に幸せになって欲しいから。志乃ちゃんが普通に生きて、普通の少女として笑ってくれる事が望みなのだから。

「ですが、このまま行けば彼女はいずれ破は綻たんします。彼女が否定し続けているものは、彼女自身なのですから」

　自分を否定し続けていった先にあるもの。

　それは間違いの一つも無い正しい自分か。

　それとも何もかも失ってしまった狂くるった誰かか。

「それに、別の意味でもこのまま続けていく事は危き険けんです。今の彼女は、確たしかに能力こそ高いものの、さして恐おそれるほどではありません。わたしでも、なんとか打ち破やぶれる程てい度どです。ですが、今後もそうであり続ける保ほ証しようは何ど処こにもない。むしろ、放置した分だけリスクは増ぞう加かしているんです。分かりますか？　彼女が蒐集しているのは、犯罪の記録なのですよ？　ならば必然、そこには過か去この犯罪者達がどのように考え、どのように罪を犯し、そしてどのように破は滅めつしたかも記録されているはずです。彼女が蒐集しているのは、過去の失敗例なんです。そうして、彼女の圧あつ倒とう的てきなまでの記憶力は無む尽じん蔵ぞうに失敗を蒐集し続け、彼女の優すぐれた思考力はいずれその中から成功を生み出すでしょう。このまま放置し続ければ、いずれ生まれるのはこの世界の全すべての殺さつ人じん犯はんを凝ぎよう縮しゆくしたような人間です。そんなものは、真実の意味で怪かい物ぶつと呼よんでも過か言ごんではない。馬ば鹿かげた存そん在ざいなんです」

　生きた犯罪録。全ての犯罪者の思考を集めたその存在は、果たしてどれ程ほどの犯罪を生み出すのだろうか。真ま白しろちゃんの言うとおり、考える事さえ放ほう棄きしたくなるくらい、馬鹿げた話だ。

「もし、どうしても彼女に人を殺させたくないと言うのなら───今すぐ彼女を殺すべきです。大だい丈じよう夫ぶ、貴方あなたならば可能です。彼女は平へい凡ぼんな小学生『支倉志乃』として生きるために、貴方を攻こう撃げきする事が出来ません。そして、貴方から与あたえられる全ての物を、彼女は否定しないでしょう。貴方が彼女の死を望めば、彼女は貴方を守るために死ななければならなくなります」

　真白ちゃんの言葉が正しいのかどうかは分からない。けれど、もしその通りなのだとすれば、僕ぼくの手で今のうちに殺してあげる事が最善手なのかもしれない。ここで選択を間ま違ちがえば、僕は彼女と同じ運命を辿たどるだろう。

　志乃ちゃんがこのまま蒐集を続け、その結果として殺人鬼を生み出してしまったのだとしたら。その責せき任にんの一いつ端たんは間違いなく僕にあるのだから。そのとき僕は、間違えてしまった過か去こを思いながら、やがて破は滅めつの時を迎むかえるまで間違い続ける事になるのだろう。

　彼女と彼が、そうであったように。

　それは、絶対に避さけなければならない。

　そういう意味できっと真白ちゃんの言葉はどうしようもなく正しくて。

　そして、笑っちゃうくらいに大間違いだった。

「そんな事は出来ない」

　僕はハッキリと、そう口にしていた。

　あぁ───そうだ。

　別に、悩なやむような事じゃない。

　僕は正せい義ぎの味方なんかじゃないけれど。

　名めい探たん偵ていなんかでもないけれど。

　凡およそ主人公には向かない、弱い大学生だけれど。

　正しい選せん択たくが何なのかさえも分からないけれど。

　それでも────。

「僕は、彼女の『家族』なんだから」

　だから、そんな事は絶ぜつ対たいにさせない。

　正義の味方がそれを望もうとも、あるいは名探偵がそれ以外に無いのだと結けつ論ろんしたとしても、そんな彼らの結論は絶対に間違っていると断だん言げんできる。だってそこには、彼等のような存在に出番がないのだから。

　これは、『家族』の役やく割わりだ。

「そう、ですか」

「そうだよ。たとえ君が何を言おうとも、僕の答えは変わらない。生まれながらの殺人鬼だとか生きた犯罪録だとか、そんなのは知った事か。志し乃のちゃんに誰かを殺させたりなんかしないし、あの子は絶対に、誰も殺したりなんてしない」

　もちろん、僕が志乃ちゃんを殺すってのは論外だ。そんな可か能のう性せいはたとえ平面世界が実じつ在ざいしたところで絶対に発見できない。ありえない、に命だろうが何だろうが幾いくらでも賭かけられるくらい自信がある。

「貴方が選ぼうとしているのは、目め隠かくしをして綱つな渡わたりをするかのような困こん難なんな道みち程のりですよ？」

「かもしれないね」

　誰もが志乃ちゃんを前にして怖こわさを感じる事だろう。誰に教えられたわけでもなく当たり前にナイフを扱あつかうその姿すがたに、異い質しつさを感じるだろう。普通の人ではたどり着けない向こう側の、更に奥おく底そこにまで到とう達たつできる彼女は、間違いなくそんな恐きよう怖ふの対象だ。

　けれど僕は、誰もが逃にげ出したくなるような醜しゆう悪あくな現げん実じつにだって、立ち向かってみせる。彼女がもしそんな恐ろしい殺人鬼の魂たましいを持って生まれてきたのだとしても、ならばこそ、そんな事は絶対にさせない。

「僕達は失敗しない。たとえ綱渡りみたいな関係だったとしても、それをちゃんと理り解かいしているのなら、きっと渡わたりきってみせる」

「そう……ですね。その可能性はゼロじゃありません。わたし達とは違い、未まだ終わっていない、今この瞬しゆん間かんにこそ始まった貴方達の物語の結末は誰にとっても不確定です。あんまりにも分の悪い賭けとしか言えませんが、それでも───希望は等しく存在しているのでしょう」

　希望───と。そんな言葉を選んだ真白ちゃんの表ひよう情じようはどうしてだかとても幸福そうだった。まるで遠い昔に無くしてしまった大切な人との写真を見つけ出したかのように。

「わたしにも、わたし達にも、そんな希望はあったのでしょうか？」

「そうだよ。それは確かに存在していた。それは君にだってちゃんと降ふり注いでいたんだ。それを手にする事が、出来たはずなんだ」

　一人の何ど処こにでも居る普通の少女と、そんな少女にとっての『正義の味方』である青年。そんな二人が静かに、そして幸福そうに並ならんで歩いている姿を一瞬だけ夢む想そうして───だから僕は、その言葉を告げなければならないのだと気付いた。

　あぁ、まったく。

　どうしてなんだろう。

　あんまりにも場違いだ。

　こういうのは、僕の役やく割わりじゃないっていうのに。

　けれど、彼女に選ばれたのが僕なのだから、誰かにバトンタッチというわけにはいかないだろう。それが全てを聞かされ、全てを知っておく事を求められた僕の、唯ゆい一いつと言っていい役割なのだから。

　ちゃんと言ってあげなければならないのだ。

　独ひとりぼっちになってしまった、涼すず風かぜ真白という悲しい少女のために。

「でも、君は、人を死なせたんだ」

　本来誰だれの前にもあって輝かがやかしい光を湛たたえていたはずの道を、踏ふみ外してしまった。

　どうしようもなく。

　決定的に。

　致ち命めい的てきなまでに。

　彼女は、間ま違ちがってしまった。

　だから───終わりにしてあげよう。

　最初から最後まで間違い続けてしまった茶ちや番ばん劇げき。

　役者達が全て消えた後、舞ぶ台たいの上に一人残り続ける彼女。

　罰ばつしてくれる人の居いない世界の中で孤こ独どくに佇たたずみ続ける少女。

　そんな悲しい物語の、これが、閉幕カーテンフオールとなるように。

「だから僕は、君を───『許ゆるさない』」

　アンコールは無い。
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「ありがとう」

　真白ちゃんはそう言って、微笑ほほえんだ。

　今にも泣き出しそうな顔で。悲しみではなく喜びの涙なみだを湛えて。

「わたしのために、そう言ってくれてありがとう。凄すごく凄く、嬉うれしいです。ですから───そんな悲しい顔をしないで」

　彼女は語る。

　泣き出しそうな顔をしているのは、貴ぼ方くの方なのだと。

「わたしは間違ってしまった。けれど、わたしはわたしとして、わたしの願いを叶かなえるために生きてきたんです。その事実を、わたしは決して恥はじてなんかいない。わたしは人殺しだけれども、そうして求めたものは何よりも輝いていたのだと、今でも確かく信しんしています」

　幼おさない願いは真実だったのだと。

　兄を助けたかった自分の気持ちだけは噓うそではないのだと。

　それだけは、間違ってしまったこの人生の中で、確かに胸むねを張はれるものだったのだと。

「ですから、貴方までその罪つみを背負う必要なんてないんですよ？　これは全すべてわたしの罪。これはわたしだけの罰。わたしがわたしのために行った犯罪。貴方はそれに巻まき込こまれただけの被ひ害がい者しやなんです。わたしと一いつ緒しよに苦しむ必要なんて、ないんです」

　真白ちゃんの顔が近づく。

　そしてそのまま、温かいものが額ひたいに当てられた。

「貴方で、良かった」

　接せつ触しよくは一いつ瞬しゆんだけ。けれど無む限げんのように永く、きっと額に残る熱は刻こく印いんのように永遠に残り続けるだろう。それが傷きずであり、責せき任にんだろうと思うから。

「タイムリミットです。あと五分ほどで、支倉さんが到とう着ちやくします」

　やがて、そんな事を言って彼女は背せを向けた。銀色の髪かみが一瞬だけ舞まってキラキラと輝く。

「真白ちゃん！」

　僕はその背せ中なかに呼よびかけた。

　けれど彼女は振ふり返らなかった。

「さようなら。もう会う事はありません」

　声には僅わずかばかりの感かん情じようも含ふくまれていない。

　それこそが、彼女がどれほどの感情を持っているかという証あかしだというのに。

　最後の最後で、彼女はこんなにも不器用な姿すがたで別れを告げるのだ。

　それがどうしようもなく悲しい。いっそ笑い声と共に怪あやしげな煙けむりの中に消えてくれれば、まだそれらしい雰ふん囲い気きが出るというものなのに。たぶん本人だって分かっているだろうに。なのに、彼女は最後にそんな別れ方を選んだのだ。

　そうして、銀色の少女は僕の前から姿を消した。
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　真白ちゃんの言葉どおり、五分ほどして背はい後ごで扉とびらの開ひらく音がした。冷たい風と一いつ緒しよに誰だれかが侵しん入にゆうしてくる。けれど足音はしない。彼女は何い時つだってそうだ。体重が軽いからってのもあるのだろうけれど、本当に幽ゆう霊れいみたいに現げん実じつ感かんのない子なのである。

　たっぷりと時間をかけて直すぐ後ろまで辿たどりついた彼女は、それでも無言だった。言葉は何もない。まるでそうする事で何かを守っているかのように。放ほうっておけば、きっと何時までだってそれを続ける事だろう。

　だから、僕の方から語らなければならないわけだ。

　背後では僕を縛しばり続けていたロープを切せつ断だんしているらしい音が聞こえる。たぶん、ナイフか何かを使っているのだろう。普ふ段だんからそんなものを持ち歩いているのかと聞いてみたかったけれど、『最初』の会話としては不ふ似に合あいなように思えて止やめた。それはそれで、僕らしいかもしれないけれど、出来るならば他ほかの何かにしたい。

　さて───では、何を語ろうか。

　語るべき言葉は山のようにあって、凄すごく迷まよってしまう。

　やがてロープが全て切り落とされて、身体からだが自由になる。そう長い時間ではなかったはずなのに、ややこしい話をしていたからだろうか、肩かたが凝こってしまっていた。グルリと肩を回すと、小気味良い音が鳴る。

　それがあんまりにも良い音だったようで、驚おどろいたように恐おそれるように緊きん張ちようする気配が届とどいた。志乃ちゃんにしては珍めずらしい、非ひ常じようにレアな、ナチュラルなリアクションだ。けど、酷ひどい話だと思う。まったく何を誤ご解かいしたのやら。いい加か減げんに長い付き合いなのだから、そろそろ僕という人間を理り解かいしてくれたって良いだろうに。

　けど、まぁそれはお相あい子こか。僕だって彼女の事を全然理解できていない。年ねん齢れいという隔へだたりは気が遠くなるほど厚あつく、性せい別べつという断だん絶ぜつは絶望的なほどに深い。そしてそんなものとは別に存そん在ざいする境きよう界かい線せんは、目に見えないくせに確かつ固ことして存在していて、触ふれ合う事を頑かたくななまでに拒きよ絶ぜつしている。

　真白ちゃんの、あんな荒こう唐とう無む稽けいなお話を丸ごと信じたわけじゃない。っていうか、信じる方が馬ば鹿かげてる。生まれながらの殺さつ人じん鬼きだとか、そんな人間が居るはずないのだから。そんなのは前世とか魂たましいとか、そういうオカルトチックなのが大好物な一部の特とく殊しゆな人でもない限かぎり、笑い話の領りよう域いきだろう。

　けれど、一つだけ分かる事。それは、僕が志乃ちゃんの何も理解できていなかったという事。たぶん一番近い場所に在ありながら、その本ほん質しつの、更に奥おく底そこにあるものを知ろうとしなかった。それは、純じゆん粋すいに僕の罪つみなのだろうと思う。

　うん、だから───そうだな。

　それじゃあやっぱり、まずは約束を。

　例えば、そう。

　選手宣せん誓せい、みたいな感じに。

「ほら、言ったとおりだっただろ？」

　言いながら振ふり返り、そのまま志乃ちゃんの身体を強く引き寄よせた。

　彼女は全く抵てい抗こうしなかった。フワリと、風に舞まう花びらのように軽かろやかに、胸むねの中に納おさまる。
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「僕は、何ど処こにも行かないし、ちゃんと帰ってくる。そして───ずっとずっと、君の傍そばに居いるよ」

　それが、僕の約束。

　僕が望む世界。

　そして、志乃ちゃんが望んでいるだろう未来。

　誓ちかおう。僕達は間ま違ちがわないように。

　道を、踏み外さないように。

　たとえそれがどれほど困こん難なんであったとしても。

　目め隠かくしの綱つな渡わたりだったとしても。

　きっとその先にたどり着いてみせる。

　志乃ちゃんはずっとずっと無言だった。

　無言のまま、僕の胸の中に居た。
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　彼女は、天使だったのだろうか────。

　それとも悪あく魔まだったのだろうか────。

　たぶんそのどちらも正せい解かいで、だから答えは無い。

　ともかく、そうして全すべての事じ件けんは終しゆう了りようした。

　あくまで、終了。

　解決ではない。この結末を解決と呼よぶのには少々抵てい抗こうが残るだろうから。

　とりあえず、後ご日じつ談だんを。

『正せい義ぎの味方』、大おお垣がき六ろく郎ろうの罪つみについて。真ま白しろちゃんの家で自殺した彼については、当然ながら警けい察さつの捜そう査さが入った。当然だろう。他人の家で自殺というのは完全無欠に不ふ審しん死しなのだから。どうして彼が自ら死を選んだのか、調べる必要があった。

　やがてそんな捜査の中で、彼の家から日記が発見された。そこにはこれまでの、『正義の味方』としての日にち常じようが───つまりは自分の罪を告白する文章が書かれていたらしい。大垣さんは自殺した一いつ般ぱん人じんから、自殺した殺さつ人じん犯はんへと変わり、新たな捜査が進んでいった。ただし、そこに真白ちゃんの名前は一度も登場しなかった。

　そんな真白ちゃんは事じ情じようを聞こうとする警察に対して、終始無言を貫つらぬき通したらしい。無言は志し乃のちゃんの専せん売ばい特とつ許きよで真白ちゃんには似に合あわないけれど、たぶんそれが彼女なりの『潔いさぎよさ』だったのだろう。自分の言葉で真相を歪ゆがめてしまわないようにという考えだったのだろうと思う。

　尤もつとも、そんなのはどっちにしたって一いつ緒しよだ。

　僕はあの日彼女に聞かされた事を、先せん輩ぱいには話さなかった。彼等は確たしかに罪を犯おかしていたし、それは罰せられて当然のものだったけれど、先輩や他の誰かに話して事件を明らかにしたところで意味がないだろうと思っている。

　別に、同情とかそういうのではない。最初から最後まで失敗し続けた彼らの物語には確かに思うところは山ほどあるけれど、罪があるのならやはり償つぐなわなければならないだろう。同時に、たぶん彼女が言ったような理由からでもない。僕は『良い人』だったかもしれないけれど、それもきっと、理由にはならないだろうと思う。

　先輩に話さなかったのは、既すでに真白ちゃんが罰を受けているからだ。罰を受ける事も出来ず、独ひとりきりの舞台の上で永遠に佇たたずみ続けるはずだった彼女の罪を、僕自身が指し摘てきしたのだから。

　ならばもう、今更同じ事を繰くり返す必要はないだろう。

　ただ、志乃ちゃんにだけは……何を聞いて何を知ったのか、それを伝えておいた。彼女は何も聞いてこなかったし何も言わなかったけれど、やはり黙だまっておく事は出来なかった。変な言い方になってしまうけれど、フェアじゃない、そんな気がしたから。

　無言のまま全てを聞いていた志乃ちゃんは、最後に「……そう」とだけ頷うなずいた。

　その「そう」がどんな意味で、そこにどれ程ほどの意思を含めたのかは分からなかったけれど、たぶん、お互たがいに伝えたい言葉は伝わったのだろうと思う。
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　さて、そんなわけで僕と志乃ちゃんにも日にち常じようが戻もどってきた。

　あの日、助けに来た志乃ちゃんを、遅おくれてやってきた警察官に保ほ護ごされるまでずっと抱だきしめ続けた僕は、その後で今度は誰だれかに優やさしく抱きしめて慰なぐさめて欲ほしくなるくらいに怒おこられた。まず、志乃ちゃんに怒られた。具体的な行動や言葉は相変わらずまったくなかったけれど、それはもう、無言のままジーっと見つめてくるのだ。その視し線せんと言ったらもう……軽く地じ獄ごくの一丁目くらいの迫はく力りよくはあっただろう。目を逸そらし話を逸らし気を逸らしてさえ脳のうに直ちよく接せつ突つき刺ささってくるかのようなそれに晒さらされ続け、このままだと廃はい人じんになってしまうのではないかと真しん剣けんに心配になり始めた頃ころ、更さらなる強きよう敵てきが登場。わざわざ警察署しよにまで迎えに来てくれた先輩だ。ツカツカと無表情のまま早足で近づいてくるのが見えた時点で全てを擲なげうっても逃げ出したくなったが、更に開口一番「いい歳としこいて心配掛かけんな、お馬ば鹿か！」とビンタ一いつ閃せん。鋼はがねの心しん臓ぞうでも持っていればここで「オヤジにもぶたれた事ないのに！」と小ネタを挟はさむところなのだろうが、生あい憎にくと僕にはそんな度ど胸きようはなく、その後も延えん々えんと「携けい帯たいくらい持っとけ、このどアホ！」としこたま頭を叩たたかれた。

　そのまま一時間ほど叱しかられ続け、ようやく解かい放ほうされたのだが、その頃にはもうグテグテに憔しよう悴すいしきっていて、家に着くなり布ふ団とんも敷しかずにぐっすりと眠ねむってしまった。夢ゆめは見たような気もするし、見なかったようにも思う。たぶん、どちらでも構かまわないような、きっとそんな無意味で退たい屈くつなものだったのだろう。

　やがて六時間ほど眠って、目が覚めたら志乃ちゃんがそこに居た。あるいはずっと起きていたのではなかろうかと思う程に、少し離はなれた何い時つもの特とく等とう席せきにちょこんと体たい育いく座ずわりをしながら、真っ黒な瞳ひとみを向けていた。「おはよう」そう挨あい拶さつする僕に、「おはようございます」とロボットみたいな声が返ってくる。それで、やっと僕は日常に戻れたのだと理解した。
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「まぁ、完全に平和ってわけじゃないんだけどね」

　ぶらぶらと夕焼けに染そまる道を歩きながら、僕は呟つぶやいた。ちょうど夕飯の買出しを終えて帰る所だった。

　と言うのも、真白ちゃんの事件は終しゆう了りようしたけれど、もう一つ、志乃ちゃんが巻まき込こまれている事じ件けんに関しては、未いまだ解決されないままなのだから。もちろん、その事件とは例の『デッドエンドコンプレックス』に関連したものである。

　むしろ、こちらの方が切せつ迫ぱくした問題なのだから、僕としては一いつ刻こくも早く何とかしたいのだけれど……。

「今のところは、先輩の連絡待ちなんだよなぁ」

　生憎と、僕に出来る事はそう多くはないのだった。

　しかし、その事も含ふくめ、携帯電話の重要性については認にん識しきを改めなければならないだろう。志乃ちゃんと直すぐに連れん絡らくをとれないというのは今後、何かしらの大きなミスに繫つながりかねないのだから。

　通話とメール以外の機能には拘こだわりが無いから電話自体は０円のを選んで構かまわないだろうけれど、問題は料金プランだ。今は定てい額がくプランとかもあるらしいけれど、やっぱりそれが良いのだろうか？　いや、けど一月の間にそんなに利用するものなのかな？　基き本ほん的てきに電話連絡とかは利用しないし、メールやネットもそんなに使わないだろう。

　む～、と唸うなりながら収しゆう入にゆうと支し出しゆつのバランスを探さぐる僕に、声が届とどいた。

「お金がないのなら、私が払はらっても構かまわない」

「は？」

　なんだか、凄すごい発言が飛び出したような？

　驚きよう愕がく以外に表ひよう現げんのしようのない心持ちで視し線せんを右みぎ斜ななめ下に向ける。そこに居るのはもちろん今更ではあるけれど、買出しに付き合ってくれた志乃ちゃんで、先ほどの発言は彼女のものである事に間違いはない。

「私の口こう座ざから利用料金を払えば、問題ないはず」

「い、いや！　待って、それはちょっと、いや、ちょっとじゃなくて凄く変でしょ！」

「問題ないと思う。もし、私のお金を使う事に抵てい抗こうがあるのなら、私の両親からのものであると考えれば良い。元より、貴方あなたにはそれを受け取る権けん利りがある。私を養よう育いくしている貴方には、その対たい価かが当然あるべきだから」

「それはダメ。絶対」

　僕は力いっぱい首を振ふる。

　これまでにも小お父じさん達から同じような話は出ていたのだけれど、全すべて断ことわっていた。

　志乃ちゃんを預あずかっている事で、あらゆる面でお金を貰もらうわけにはいかない。たとえどんな理由付けがあったとしても、だ。僕はお金のために志乃ちゃんと一いつ緒しよに居いるわけではない。全ては家族になるためなのだ。家族と一緒に居るのにバイト代が出るなんておかしい。

　そりゃ確たしかに、金きん銭せん的てきには厳きびしいかもしれない。普ふ通つうならもっとマシな暮くらしが出来るはずなのに、それが出来なくなっている最大の要よう因いんは間ま違ちがいなく志乃ちゃんにある。一人分の、しかも安く済すむはずの食しよく費ひが二倍になっているのだから、バイト暮らしの貧ひん弱じやくな家計を圧あつ迫ぱくするには十分すぎる。

　けれど、それでも構かまわないのだ。

　空と大地は交わらないけれど。

　それでも僕は彼女と一緒に歩いていく。

　その手を絶ぜつ対たいに離はなす事なく。

　その先に待っているものを、確かに受け止めようと思う。

　そうして歩いていった先には、もしかしたら何もないかもしれないけれど。

　何もないのだという絶ぜつ望ぼうしかないのかもしれないけれど。

　でも、例えばの話。

　遠い遠い水平線でなら、二つはちゃんと交わっている。

　もちろんそんなのは錯さつ覚かくで、そう見えるというだけで、実じつ際さいには交わっていない。

　何処まで行ったところで、距きよ離りが縮ちぢまるような事はない。

　あの日───二人で横浜へ行った日。

　世界一高いとかいう灯台から眺ながめた水平線。

　その先を探さがしていた彼女の瞳ひとみ。

　あの時はそこへ連れて行ってくれる誰かを探しているのかもしれないと思っていたけれど、それはたぶん間違いなのだ。

　真白ちゃんの言葉を思い出す。

　志乃ちゃんが、何を求めているのか。

　それを知った今なら、別の答えが浮うかび上がる。彼女はもしかしたら、そんな遠い遠い向こう側に、今の僕と同じものを求めていたのかもしれない。決して交わらないはずの二つが交じり合う場所を探して。

　そう、錯覚できる光景を求めて。

　それこそ、僕の勝手な思い込みなのかもしれないけれど。

　でも、そうであって欲ほしい。

　僕と君の見る夢ゆめが重なっているのだとしたら、そんなに嬉うれしい事は他に無いから。

「まぁ、携帯電話については、何とかするよ」

「なんなら、わたしが出しましょうか？」

「…………へ？」

　聞き覚えのある、と言うかつい最近嫌いやと言うほど聞かされた声に、僕は弾はじけるようにして振ふり返った。

　そこに立っているのは一人の少女。美しい銀ぎん髪ぱつは三つ編あみにされ大半をチェック柄がらのキャスケット帽ぼうに隠かくされ、本来の色を隠した瞳の輝かがやきは黒ぶち眼鏡めがねに遮さえぎられている。それでも今となっては明らかに分かってしまう異い質しつさを湛たたえた少女。

　出会った時と同じ姿すがたで───けれど終わった時と同じ涼すず風かぜ真白ちゃんがそこに立っていた。

「……ま、まず先に、一つ質しつ問もんさせてもらって構わないかな？」

「はい？　もちろん、構いませんけど」

「……もう会う事はない、とか言ってなかったっけ？」

　人間、不思議だ。驚おどろきすぎると逆ぎやくに冷静になるらしい。きっと感かん情じようのバロメータがクルリと一回転してしまったのだろう。

「おかしな事を言いますね？」

　けど、そんな僕とは対照的に真白ちゃんはニコリと、それはもう、凡およそ世界の何ど処こを探さがしたってそれ以上はないだろうってくらい楽しげに笑った。

「わたしは『少女』ですよ？　噓うそくらい、吐つきます」

「──────」

　何だろう、この説得力。

　鴻池先せん輩ぱいだって言わないだろうってくらいとんでもない理り屈くつなのに、何な故ぜだか無む性しように「なるほど」と納なつ得とくしてしまいたくなる。と言うか、納得しなければならないような無意味なプレッシャーがある。

　啞あ然ぜんと愕がく然ぜんと呆ぼう然ぜんとするしかない僕を放置して、真白ちゃんは言葉を続けた。

「それはともかく、今は携帯電話の話です。支倉さんからの金銭はどんな名目であれ受け取れない。けれどその点、わたしからなら全く問題はないでしょう？」

「え？　い、いや、それも問題だらけのような気が……」

「必要ない。貴女あなたが払はらうくらいなら、私が払う」

「あ、あの、志乃ちゃん？」

「あら？　ですが、どうしたって彼は受け取ってくれないでしょう？」

「ちょ、ちょっと待ってくれるかな、二人とも」

「問題ない。受け取らせるための手しゆ段だんなら、幾いくつか存そん在ざいしている。そこに彼の意思は関係していない」

「……出来れば僕の意思に関係した方法でお願いしたいんですけど」

「その通りです。他人の意思を無む視ししたやり方は間違っています。何時もそんな強きよう制せい的てきなやり方ばかりを選んでいたら、いずれは嫌きらわれてしまいますよ？　わたしなら、彼が自らそれを望む状じよう況きようを作ってみせます」

「それ……君が言うと、わりかし洒落しやれになってないよね？」

「下らない。貴女の思考ことばでは、私を制せい御ぎよできない。無意味な事は諦あきらめて、消えて。貴女が私に関かかわらないのなら、私もまた貴女に関わらない」

「志乃ちゃん、なんかちょっとキャラが変わってる……？」
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「こちらが素すですよね？　支倉さんはわたしよりもずっとずっと猫ねこっ被かぶりなんですよ。安心してください。わたしは別に、支倉さんに関わるつもりはありません。わたしが関わろうとしているのはあくまで彼なんですから」

　脳のうがクラリと揺ゆれた。

　志乃ちゃんの鮮せん烈れつ過すぎて眩暈めまいさえしてくるほどの殺気を、真白ちゃんは笑顔で受け流している。しかも、受け流すだけじゃなくて、一部を跳はね返している辺りが恐おそろしい。背はい景けいに龍りゆうと虎とらの映えい像ぞうが浮うかんではいまいかと、思わず何度も確たしかめてしまう光景だ。

　って言うか、なんなの？　この不思議ワールド。今までと変わらない日にち常じようが戻もどってきたと思ったのに、全て錯さつ覚かくだったってわけ？　っていうか、夢ゆめオチ？　いや、ホントに。誰か、詳くわしい説明を！

　そんな叫さけびを空へと飛ばしてはみたけれど、遠い夕日には届とどかない。

　たぶん。今はまだ。
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　茫ぼう然ぜん自失しているらしい『彼』から少し離はなれ、志乃は改めて目の前の銀色の少女を見た。

「貴女は、何を考えているの？」

「何を、と言われても困こまります。色々な事を考えているわけですから。例えば今日の夕飯は何にしようかとかも、その一つですし。あ、ちなみに現時点での最有力候こう補ほは『彼』の手料理だったりするんですけど───冗じよう談だんです、そんなに睨にらまないで下さい」

　茜あかね色いろの光に染そまる世界の中でも『銀』は明めい確かくにその存在を主しゆ張ちようする。溶とけ込む『黒』とは対照的だ。

「貴女は、噓を吐いている」

「噓、ですか？」

「そもそも、貴女は間ま違ちがえてなんかいない。貴女は最初から大おお垣がき六ろく郎ろうを死なせるつもりでいた」

「……どうしてそう思うんです？」

「彼が死ななければ、完成しないから───涼風真白」

　最初に誘ゆう拐かい犯はんである碓氷うすい省しよう吾ごが殺され、その後外国人窃せつ盗とうグループの一人ザック・ユーベンスが死に、仲間であるキリー・アイアンが自殺した。次に援えん助じよ交こう際さいを行っていた江え川がわ善よし治はるが殺され、その仲間、相あい田だ正まさ樹きが自殺。更さらに逃とう亡ぼうしていた誘拐犯の仲間、首しゆ謀ぼう者しやでもあるだろう飯いい村むら聡さと史しが自殺し───最後に、大垣六郎が死んだ。

「そう。全すべては、貴女の名の下もとに」

　偶ぐう然ぜんなど、絶ぜつ対たいにありえない。

　最初から、何もかも用意されていた。

　最初から、連続殺人犯として大垣を終わらせるつもりでいた。

　そのために構こう図ずや髪の毛という関連性を残し、『真犯人』という言葉で全てを繫つなげた。

　事件は解とき明かされるために用意された。

　そうでなければ───こんな事が起こるはずない。

「驚おどろきました。どうして気付きました？　特に、伏ふく線せんらしい伏線は用意していなかったんですけど……えぇ、だって万が一にでも『彼』や鴻池キララさんに気付かれるわけにはいきませんでしたし。何より、これはわたしだけの、わたしさえ知っていればそれで良い、自じ己こ満足ですから」

　そうだろう、志し乃のは思う。

　こんなのは、自己満足以外になりえない。

　こんな───馬ば鹿かげた事。

「最大の疑ぎ問もんは、どうして飯村を今更になって死なせる必要があったのか───どうして今まで生かしておいたのか」

　誘拐された現場で、大垣は碓氷省吾を殺したが、飯村は殺さなかった。それが単に飯村がすぐさま逃げ出したためだとしても、真ま白しろの立場としては絶対に、一いつ刻こくも早く彼を見つけ出して死なせる必要があったはずだ。

　何な故ぜなら、もしそのまま飯村が捕つかまってしまえば、その時点で終わってしまう。警けい察さつに何があったのかを話されてしまえば───碓氷を誰だれが殺害したのかを喋しやべれば、何もかもが水すい泡ほうだ。それを避さけるためにも真白は、その後の事件と同様に彼を自殺させる必要があったのだ。

　しかし彼女はそれを選ばなかった。

　大きすぎるリスクを背せ負おってまで、彼を生かしておいた理由は何なのか。

　そして、そうしてまで生かしておいた彼を、今になって死なせた理由は何なのか。

「まるで気まぐれを起こしたかのように出で鱈たら目めで、明らかに不自然な行動。でも、それはありえない。貴女の行動には、必ず意味がある。ではその意味とは何なのか。この場合考えられるのはそれが正しい順じゆん序じよだったから。一番目でも二番目でもなく、三番目でも四番目でもなく、飯村聡史は『六番目』にこそ死ななければならなかった」

　そこに気付けば、後は並ならべてみるだけで分かる。

「なるほど……そうですね。その通りです。わたしは最初から兄を死なせるつもりでいました。でも、勘かん違ちがいしないで欲ほしいのは、わたしは本当に大垣六郎を愛していたという事です。先ほども言ったように、これは完全に自己満足なんですよ。わたしはただ、兄の人生にわたしの名前を刻きざみたかっただけ。正せい義ぎの味方である事を望み、正義の味方であり続け、その正しい結果として死ななければならなかった彼の物語に、わたしが居いた証あかしを残したかったんです」

　意味なんてないのだろう。そんなのは分かっている。名前は所しよ詮せん記号だ。

　だが同時に、記号であるからこそより個人を主しゆ張ちようするものでもある。

　だから彼女はそれを選んだ。恐おそらくは、どうしたって得られないものを望んでしまったのだと気付いていたのだろう。

「貴女は、最初からこの結末を予よ測そくし、そうなるよう全てを支し配はいした」

　正義を望む大垣六郎はいずれ必ず破は滅めつする。たとえ四年前に真白が誘ゆう拐かいされていなかったとしても。現げん実じつとの摩ま擦さつに苦しみ、その差異に苦く悩のうを覚えていた彼は、いずれはその迷めい宮きゆうで行き止まり、そして───涼風真白は彼女の性せい質しつとして、そんな彼を必ず救おうとするだろう。同じやり方で、『正義の味方』へと変えていただろう。

　不変の結末。定められた未来へと向かうしか、彼女達には何も残されていなかった。

　だから真白はそれを望んだのだ。大垣六郎の隣となりには常つねに自分が居いたのだと、その証を残す事を。

「ふふっ……人の手によって作り出された人を支配する者、というと皮肉が利ききすぎているかもしれませんし、何より残念ながら支配と呼よべるレベルではないのですけどね。わたしが出来る事は、あらゆる行動にまるで意味があるかのように錯さつ覚かくさせる事だけです。基き本ほん的てきに、わたしは凄すごく凄く、噓うそつきですから。一いつ杯ぱい噓を吐ついているんです」

「デザイナーズベイビーというのも噓」

「……どうして？」

「技ぎ術じゆつ的てきに可か能のうだとは思わないから。なまじ可能だったとして、社会は未いまだその存そん在ざいを受け入れられず、万が一にでも知られれば関係者は全員、相そう応おうの非ひ難なんを受ける事になるでしょう。そのリスクを考えれば、生きた証しよう拠こである貴女に自由を与あたえるとは思えない。こんなにも普ふ通つうに生きていられる道理はない」

　そうでなくとも、世界初の遺い伝でん子し操そう作さを受けた生命だというのなら、その成長の経けい過かは研究対象として重大なものなのだから。

　だが、そう指し摘てきした志乃に対して、涼風真白は笑った。

「ある所に、一人の少女が居ました」

「…………？」

「その少女は銀色の髪かみと銀色の瞳ひとみをもっていて、周りの大人達からそれはそれは大切にされていました。少女が悪い病気に罹かからないよう外から遮しや断だんして、少女に危き険けんがないよう何い時つも見守っていました。少女はそんな何不自由ない環かん境きようで、すくすくと育っていきました。けれどある時、少女はふと思ったのです。そうだ、外に出てみようって。そのために少女は外から遮断していた大人達を、何時も見守っていた大人達を『説得』しました。その『説得』には少し時間がかかりましたけど、やがて大人達は、快こころよく少女の提てい案あんを受け入れてくれるようになりました。そうして、少女は外に出る事が出来たのです。ですが、そんな少女の心には、自由を勝ち取ったなんて感かん情じようは僅わずかにもありませんでした。当然です。少女には閉とじ込こめられているという感覚がなかったから。他人によって自分の行動が制せい限げんされている等などと考えた事もない───少女の世界は最初から、少女自身の望みだけで作り上げられていたのです」

　始まりの世界は何もなく、与あたえられた名前と同じ色をしていた。

　だから、それが凄く気に入っていた。

　そして、それだけでは満足出来なくなったから、他のものを求めた。

　ただそれだけの話なのだと、涼風真白は微笑ほほえむ。

「わたしという存在はわたし自身の願いを叶かなえるためにだけ存在している。それだけがわたしの全てだったんですよ。けれど───最初の質しつ問もんに戻もどりましょう。わたしがどうしてここに居るのか。その答えは簡かん単たんです。ただ、それ以外のものを信じてみたくなったから。私のものではなく、他人の願いを信じてみたくなったんです」

「…………」

「これは生まれて初めての感情です。そういう感情が存在する事を理解し、他者との交わりを円えん滑かつにするために多少なりと偽ぎ装そうしてきましたが、やはり本物は別べつ格かくですね。えぇ、正直、わたしは今すぐ貴女を破は壊かいしたい。貴女という存在が生み出す恐きよう怖ふに、幼おさないわたしはきっと長くは耐たえられないから。けれど、そんな『わたし』を乗り越えて存在する『感情ねがい』が生まれてしまったんです」

　そっと、胸むねに手を当てる。

　祈いのるように。大切な宝たから物ものを守るように。

「貴女だってそうでしょう？　信じている、信じている、信じている。『支倉志乃』という肉体よりも、『貴女』という漆しつ黒こくなる魂たましいよりも、ただあの人の『言葉いのり』を信じている。だから貴女は危き険けんな賭かけを止やめない。破は滅めつに向かって加速しているのだと理り解かいしながら、それでも、貴女はその人の希望を守るために戦い続けている」

「…………」

「支倉さん、奇跡を起こしてみせてください。あの人の希望を叶かなえてください。それが、わたしの目的です」

　間違いではない未来を手にするために。

　そうなるべくしてなる破滅を、回かい避ひするために。

　人を殺す事を望み続ける『わたし』を超えて。

　広がる断だん絶ぜつを乗り越えて。

　何時か『あなた』の許もとまで辿たどりつく事が出来たなら───それこそ、奇き跡せきだ。

　けれど、志乃は首を振ふった。

「そんなものは、必要ない」

　それは私自身の力で手に入れるものだから。

　そう言って、支倉志乃は遠い遠い空を仰あおいだ。








"your main" is THE END!









　あとがき







　初めまして、あるいはお久しぶり。上こう月づき雨あま音ねです。

　ちなみにこの文は思い切りコピー＆ペーストです。パソコンって凄すごく便利ですよね。今こうして小説を書いていてそう思いますし、それ以外にも大学生としてレポートを書く際に重ちよう宝ほうしました。昔の小説家さんや学生さんは直じき筆ひつで長い文章を書いていたのかと思うと、その苦労に思わず同情に似た感情を覚えてしまいます。まぁ、便利である事と教育的価値がある事、まして万能である事とはまったく別次元の問題なのですけど。

　そんなわけで、第三巻なのです。

　読んでもらえれば分かると思いますが、今回、ミステリしていません。その辺、あとがきを先に読む派の方に、自己申告しておきます。ミステリ度数はゼロです。期待していた方、申し訳ありません。「そんなのは期待してないから志乃を書け！」という愛に満ちたツッコミはノーセンキューです。なので今回の正解率はたぶん百パーセントで、正答率は零ゼロパーセントです。まぁ、実は犯人当てに関しては、とあるギミックで予想ではなく確定できたりするので、ミステリハードユーザーの方は挑戦してみてください。

　ただ、物語は大きく動きます。今回は完全な形で完結しておらず、次の巻との前後編的な構成になっているのですが、この二つは『ＳＨＩ─ＮＯ』という作品における始まりの終わりであり終わりの始まりです。ようやく志乃と『僕』の目指すべき結末が、提示されます。その点に関しては、ご期待くださいませ。

　さて、話は変わりますが、一巻が出た時、その帯に『純愛系ミステリー』と書かれていた事を皆様は覚えてらっしゃるでしょうか？　二巻の帯もそうです。このシリーズ共通の煽あおり文句なのでしょう。しかしそれを見て、首を捻ひねった人は少なくないはず。作者である私自身、あの内容で『純愛系』と呼ぶのは詐さ欺ぎなのではないかと心配したほどですから。

　ですが、それと同時に、本当に凄いなぁと思いました。何故ならこの『ＳＨＩ─ＮＯ』という作品は、間違いなく『純愛系』だったのですから。誰が考えたのかは聞いていませんが、およそ誰も分からないはずのそれを読み取ったその人は、純粋に凄いと思います。やはり作品を読む事を仕事にしている人たちは違いますね。何となく、困り困ってテキトーにそれっぽいのを選んでみただけのような気がしないでもないですが、たぶん気のせいでしょう！　気のせいだと言ってくれ！

　さてさて、更に話は唐とう突とつに変わって。

　私は日につ本ぽん橋ばしからそう遠くない場所に住んでいます。日に本ほん橋ばしじゃないです、日につ本ぽん橋ばしです。ここ、間違えちゃいけません。間違えたら五百キロほど瞬間移動しちゃいます。次のテストに出ますよ？

　……とまぁ、具体的な場所は当然書けませんが、そんなわけなので、実は結構頻ひん繁ぱんに顔を出していたりします。作中で『僕』達が通った表通りよりも、裏のオタロードが専門です。タイガーなホールには毎度お世話になっております。あの店、土日休日は混こみ過ぎです。しかも、何故か二階の真ん中のレジだけやけに長ちよう蛇だの列です。他にもレジあるんだから分散しようよ、と何時もツッコミ入れてます。ってか、ポイントが凄まじく貯たまっているのですけど、あれって何に使うものなのでしょう？　未いまだにそれが良く分かってません。

　また、作中で登場している『武器』っぽい物の専門店に関しては、通りがかった時にちょっと覗のぞく程度です。エアガンに興味のない日本刀大好きっ子な私としては、そこに展示されているものよりはむしろ、千日前の道具屋筋に行ってマジもんを眺める方が楽しいですから。っていうか、作中では登場させられませんでしたが、道具屋筋は個人的お勧すすめスポットです。その隣となりには吉本の劇場と大きな本屋さんがありますから退屈しません。更に各種飲食店もズラリと並んでいます。一つのデートスポットとして使えますよ。もちろん、連れて行く相手を厳げん選せんする必要はありますが。

　そんな感じで、実は作中には実在する場所や建物が色々登場しています。『僕』の住んでいるおんぼろアパートもです。ただし、今現在はありません。取り潰つぶされた後、大きなマンションへと変へん貌ぼうしました。その数ヶ月前には、住人たちが夜な夜な反対集会という名目の飲み会、というかどんちゃん騒さわぎを開いていて、よく覚えています。別に交流があったわけでもなく、日当たりが悪くなったわけでもないので、問題ないのですが。

　ただ、全てが全て実在するわけではなく、架か空くうの場所も多く登場しています。って言うか、基本的に人が死んだりする場所は全てそうだと思ってください。二巻で登場した志乃の通う小学校も実在しません。私の知っている学校をいくつか足し合わせて、それに高級っぽいイメージを添てん加かしたものです。ネットで検索しても絶対に見つかりません。

　さてさてさて、そんな感じで脱線しつつ、今回はまだテーマを書いてないなって思い出したので。今回のテーマは『天使と悪魔』です。裏も表もありません。ってか、表裏一体です。

　では、最後に謝辞を。

　毎度毎度素敵なイラストをありがとうございます、東とう条じようさかなさん。あとがきも期待していますよー。二巻の漫画も、凄く面白かったです♪

　今回は殊こと更さら酷ひどいプロット送ってしまい、呆あきれさせてしまった編集のＴさん。流石さすがにあれは不味かったですね、すみません。これからは、もうちょっとプロットっぽいものを送るようにしますから、許してください。

　そして何より、この本を読んで下さった皆々様。今後も、どうぞ宜しくお願い致します。
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